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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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始♪

生首を持ち歩く少女
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　水み無な月づき夏なつ子こ。二十八歳。商店街に位置する喫茶店『インディアンバー』店長。三年前に開店したこの店は暗い雰囲気のせいか──一部の常連はいるものの、たいてい閑古鳥が鳴いている。けれど無表情で無口で、店に飾ってある人形かと見間違えそうな感じの夏子は、そんなふうに儲もうからない営業をつづけながらも──。

「くすくす」

　と──何が楽しいのか、ことあるごとに笑いを漏らしている。
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　春。社会人は会社に、学生は学校に、それぞれ吸収されて新生活を始める季節。何もかもが唐突で不意打ちで、人間の意志を無視するように次々と変わりゆくこの季節、その急激な変化についていけず──自己を確立するために奇妙な行動をとるひともたまにいる。

　いわゆる『変なひとがいる』『あぁ、春だからねぇ』といった現象である。

　彼女も──そんな春の魔法にやられてしまった変人だろうか。

　思いながら、夏子は狭い喫茶店にもう二時間も居座っている少女を見つめた。

「……はぐ。むしゃむしゃっ。むぐ」

　高校生くらいだろうか。動作や雰囲気は見た目より幼いし、何より服装が子供じみているので実年齢は判然としない。

　奇抜な格好である。

　目立つのは、茶色い髪を後ろで二つの三つ編みにまとめたその頭部──丸くて大きな耳がついた帽子である。お尻しりの位置からは『くるん』と巻いた細い尻尾しつぽの飾りも見えている。

　春先で暖かいとはいえ彼女の服は生地が少なく、お腹なかや太ふと股ももの部分が露出している。そのわりに手には不必要に大きな手袋を嵌はめていて、どうにもまともな格好ではないというか──非常にコスプレっぽい。

「ぐちゅっ。はぐはぐ……。んっ。ぱくっ」

　そんな彼女は、『甘さで人ヒ間トが殺せる』と密ひそかに噂うわさになっている『インディアンバー』の特大チョコレートパフェを、それは美お味いしそうに、何な故ぜだかあからさまな擬音を口にしながら食べつづけている。甘味に目がない女子高生すら半分でダウンさせると謳うたわれたチョコパフェは、すでに三皿も平らげられて空っぽの容器がテーブルに転がされていた。

「──はぐっ」

　少女は天使のような笑顔でスプーンを口元に運び、やはり擬音とともに『ぱくっ』とチョコクリームを口に放りこんだ。そして身体を震わせ、しばし俯うつむき、やがて興奮しきった真っ赤な顔を上げると感極まったように叫んだ。

「ん────ッ♪」

　ばん。ばんばん。と少女は派手にテーブルを叩たたく。

「んっ。んーっ！　ん────ッ★　最ッ高ぉぉ！　デリシャース！　すっごく甘くて美お味いしいのぉぉぉ！」

　至福の表情で『ぱくっ』『ぱくり』と一口一口、味わって食べる。

「はぁぁサクランボぷちぷちっ、コーンフレークさくさくっ、それら不思議な食感を特濃のチョコクリームが演出するのっ★　神様？　天使？　誰だれなのぉぉっ？　こんなに素敵な食べものをつくりあげたのは誰なのぉぉぉ♪」

　大きな手袋で両頬ほおを押さえ、少女はくねくねと身み悶もだえした。

「駄目だよぉぉ、こんなの食べたらボク、脳のーみそトロけて流れちゃうっ★」

　──とまぁ、普通に食べるだけなら問題ないのだが、奇妙な独り言などを叫ぶので厄介な客なのである。ともあれ今日は他に客もいないし、騒ぐだけで暴れたりしないから警戒する必要はないだろうが。

　考えながら、夏なつ子こは目を細めて彼女の食べているチョコパフェを眺めた。

　──しかし、あんなモノよく何皿も食べれるな。

　普通の喫茶店などのメニューにあるチョコパフェの量も甘さもおよそ三倍以上という代物である。ほとんど冗談でメニューに組みこんだのだが、それを華きや奢しやな少女がノンストップで食べつづけるものだから医者でなくても心配になる。舌が麻ま痺ひしているのだろうか。一皿で糖尿病になってもおかしくはないはずなのだが。

　それに彼女、たまに奇妙な動きをする。

　アイスやクリームの載ったスプーンを、口元ではなく、露出したお腹なかのあたりに持っていくことがあるのだ。もちろんそんな場所に口があるわけもなく、普通なら肌を汚すだけなのだが、不思議なことに戻されたスプーンからは載っていたアイスなどが消えている。

　それだけではなく、彼女は二人がけの座席に置いた、彼女が担いでいたショルダーバッグにもスプーンを伸ばすことがある。

「ねっ、ねっ、お姉ちゃんも食べてみてっ！　新食感★　新味覚★　新体験★　のトリプルどみゅーんなのぉぉ♪」

　意味不明な発言とともにスプーンを動かすのだが、お腹のときと違ってスプーンに載ったアイスはなくならない。

　少女は頬を膨らませ、渋々それを自分の口に運ぶ。

「……もうっ、好き嫌いしたら勿もつ体たいないのっ。お姉ちゃんはいつもそうなんだから」

　つぶやく彼女の無邪気な声に混じって、不意に、誰かが喋しやべったような気がした。

「姫。私はあなたと違って食べる快楽はとうに捨てたの。それにそんな糖分過多が見てとれるものを食べたら病気になるわ。そうね──まぁ、病気になってもすぐ治る身体ではあるけれど」

「じゃ、食べるっ？」

　にっこり笑ってまたスプーンを動かす少女だが、冷淡な声がそれを拒絶した。

「食べるものですか。食事──身体に不純物を混ぜるその行為から解放されて、私は心から幸せなのよ。それに、姫、外で私に話しかけるなって言ったでしょう。言うこと聞けない子は嫌いになるわよ？」

　その言葉に、少女は一瞬で蒼そう白はくになって首をぶんぶん振った。目には涙まで浮かべている。

「……やっ、やなのっ。お姉ちゃん、嫌っちゃやなのぉ。ごめんね──でもボク、お姉ちゃんに美お味いしいの食べて欲しかっただけなのっ★」

「わかってる。あなたは本当に優しい子ね、姫」

　通常の聴覚では聞こえないほどの小声である。けれど夏なつ子こはそれを聞きとり、眉まゆをひそめた。

　──この声は。

「……それよりも、荷物の整理がまだ終わっていないでしょう。食道楽に目覚めていないでさっさと帰宅なさい」

「はぁい、お姉ちゃん。でも最後に──ぱくっ♪」

　残ったクリームをすくい、口に運んで恍こう惚こつの笑みになる。

「はぁぁっ★　最高なのぉ。口の中が一瞬で天国なのぉ。うんっ、また来ようっ♪」

　独りごちて、少女は軽やかに立ちあがる。そして黙って見ていた夏子に向かって小動物のような動きで駆けよってきた。カウンターに手をついて、にっこり笑って告げてくる。

「お会計してくださいっ♪」

「…………」

　夏子はひとまず頷うなずいて、伝票を受けとると慣れた手つきでレジを打った。特大チョコレートパフェは単価が高いのに少女はそれを四皿も食べたのだ、当然、すごい金額になった。

「五千四十円になります」

「ふわぁ……」

　少女も目を丸くして、こつんっ、と自分の頭を自分で小突いた。

「食べすぎちゃった。反省反省……お金あるかなぁ」

　がさごそ、と財布を捜しているのか、少女は担いだショルダーバッグをまさぐっている。夏子にはバッグの中身が見えないように気をつけているようだが、そんな程度では隠しきれない。

　注視し──夏子はそこに隠されたものを知って息を呑のんだ。

「………っ」

　生首。

　それは人間の生首だった。

　女性のものだろうか、薄気味悪いその生首は後ろを向いていて顔が見えない。だが夏子にはわかった。理解して──警戒した。

　この生首は。この女は。

「……んっ♪　見つけたの」

　夏なつ子この動揺に気づいていないのか、少女はやはり軽やかな動きで札束をカウンターに叩たたきつけてくる。

　札束？

「…………」

「お釣りは結構なのっ★」

　言って、少女はあっさりと背を向けてしまった。それが万札ならば十万や百万ではきかない厚みのその札束を、夏子は手にとって、冷静な顔でバラした。

　いちばん上と、いちばん下、そこに一枚ずつの千円札。

　残りはお札の形に切りとった新聞紙の束だった。

「…………」

「…………」

　黙ったまま見つめていると、少女はそれに気づいたか立ち止まった。そしてまたバッグをまさぐり、可愛かわいらしい財布を取りだして千円札を三枚と小銭を追加した。

「……ごめんなさい」

「…………」

　夏子は無言で、チーン、とレジを開いた。
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「……馬ば鹿かな子だとは思っていたけれど本当に姫は馬鹿ね。なんなのよさっきの真似は。恥をかかせないでちょうだい」

「だって。だってだって。ぶってみたかったの。お金持ちぶってみたかったのぉぉ」

　えぐえぐと泣き言を漏らしながら、少女は自宅で言い訳していた。『インディアンバー』が位置する商店街の向こう、つづく凸でこ凹ぼこ道の果て、ぽつりと建っている古びたアパートの一室である。

　狭い部屋だった。殺風景で、調度の類たぐいは何も置かれていない。引っ越した直後なのか、開封されていない段ボール箱がいくつか積みあげられている。

　部屋に備えつけのガスコンロで鍋なべをぐつぐつ煮ながら、少女は室内だというのに帽子も手袋も脱がずにつぶやいている。

「……女の子だもんっ★　お金持ちぶってみたいときもあるさっ♪」

「意味がわからないわ。そうね──けれど、それはいいとして、あなた──どうしてこのアパートに引っ越そうと思ったの？」

　声は、やはり放置されたショルダーバッグから聞こえてくる。ごろりと転がったそのバッグを振りかえり、少女は天使のように笑う。

「もちろん、お姉ちゃんの身体と、盗とられた大きな欠片を見つけるためなのっ♪」

　沸騰したお湯に先ほどコンビニで買った蕎そ麦ばをいれ、菜さい箸ばしでぐるぐるかきまぜる。丼どんぶりと、菜箸と、割わり箸ばしなどは段ボールから先に出しておいたのだ。

「可哀かわい想そうなお姉ちゃん、あの病院でボクが見つけなきゃ最弱のひとに殺されていたのっ。最弱のひととはボク、相性が悪いからあのときは逃げちゃったけど、今度はちゃんと戦って、お姉ちゃんの欠片かけらを取りかえすのっ★」

「……危険だわ」

　声は心配そうに、そんな彼女に語りかける。

「最弱アルティメットシールドは狡こう猾かつよ、姫。いくらあなたが無敵の不快逆流だからって──」

　少女は笑って、鍋なべに、これも買ってきた卵を落とした。

「もうっ、お姉ちゃんはいつもボクを半人前みたいに扱うんだからっ。だいじょうぶ、気をつけるから。お姉ちゃんはノアの箱舟に乗った気分で待つがいいのっ♪」

「……その比ひ喩ゆは笑えないわ」

　嘆息混じりの声に微笑し、少女はすっかり茹ゆであがった蕎麦を丼に移した。そしてラップで蓋ふたをして、割り箸を置く。うん、と頷うなずいて少女は大きな手袋でそれを持った。

「ま──時間はいくらでもあるのっ。逃げまわることだけは得意な最弱のひとはそう簡単に見つからないと思うから、こうしてこの町に引っ越して、お姉ちゃんを負かしちゃった──がんきゅう？」

「眼がん球きゆう抉えぐり子こ？」

「そう、その眼球のひとを捜して見つけるのっ。お姉ちゃんの心臓を抉えぐって、大きな欠片を奪ったのはそのひとなのっ。お姉ちゃんの身体はともかくとして、欠片の行方は知っているかもしれないのっ★」

　微笑ほほえみ、少女は頼りない足取りで湯気をあげた丼を運んでいく。

「そのために、その眼球のひとが通っているっていう高校に生徒として潜りこむことにしたのっ。ボクはとっくに死亡扱いで、戸籍なんか残ってないけど、欠片の力で因果を曲げればそのくらいは簡単なのっ♪」

　神の欠片。そう呼称される巨大なエネルギーをその身に宿らせた少女には、そういう能力がある。それは何も少女だけが特別なのではなく、大きな欠片でも、『林りん檎ご』とも呼ばれる小さな欠片でも、欠片を持っている人間にはたいていそういうことができる。

　欠片を持っている人間は、世界に優遇される。望めば、ひとりでに学校や会社くらいには潜りこめるのだ。その理屈は少女にもよくわかっていない。ただ、学校の偉いひとのところへ行って『明日からこの学校に通いたいの』と言ったら、いとも簡単に手続きをしてくれた──という感じである。

　おそらく眼球抉子という不思議な名前の少女も、欠片のその性質を利用して学校に在籍しているのだろう。

　考えながら、少女は丼を落とさないよう気をつけて玄関の扉を開く。すると残された鞄かばんから、心配そうな声が問いかけてきた。

「……ちょっと、姫、どこへいくの？」

「おソバにまいりました、と引っ越し蕎そ麦ばを配ってくるのっ。日本の素敵な伝統なのっ★」

　にっこり笑い、大きな手袋で扉を閉める。春とはいえ日が暮れると肌寒い。少女は意識的に感覚を遮断して、アパートの三階、隣りの部屋をノックした。表札には『嘆なげ木き』と書かれていて、その下には『絶賛少女監禁中』という怪しい言葉が書いてある。

「ごめんくださいー」

　丼を片手で持ち、扉をノックする。室内で気配がしたが、誰だれも出てくる様子はない。居留守のようだ。首を傾かしげ、とりあえずお隣りさんに挨あい拶さつするのをまたの機会にすると下階へ向かう。早く誰かに渡さないと蕎麦が冷めてしまう。

　アパートは三階建てで、一階ごとに二部屋が用意されている。二階は会社のオフィスが入っていたらしいが、すでに空部屋らしく『倒産』と書かれた紙が貼はられていた。

「……『倒産』て、もっと婉えん曲きよく的な表現をするの」

　つぶやき、一階へ向かう。一階はどちらの部屋でも住人が生活していたはずだ。Ａ室とＢ室。Ｂ室──『Breaksun＝Hanselmine』と横文字の表札がかかった部屋をノックしたが、また居留守。どうして誰もでてこないのだろう。困ったな、と少女は眉まゆをひそめた。

　最後の希望として一階のＡ室、『宇う佐さ川がわ』という表札が慎ましく貼られた部屋の前まで移動する。すぐそばでは古い洗濯機がガタゴト音をたてていて、ちょっとうるさい。

「こんばんはー」

　少女の部屋にはついていないインターフォンを押すと、ゴウン、と鐘のような音が鳴った。その音は薄暗い空に響いていって、電線で休んでいた鳥を驚かせ飛び去らせた。

「…………」

　しばらく待つと、やがてゆっくりと扉が開く。

「あぉ──」

　現れたのは、虚うつろな表情をした女の子だった。薄く桃色がかった髪を愛らしいリボンで飾っている。服は微妙に着崩れていて、だらしなく鎖骨がのぞいていた。

　寝起きだったのかな、と少女はそんな彼女の様子を見て思った。

「うー……」

　眺めていると、呻うめくような声が彼女の口から漏れ、かくり、と首が傾けられた。

　その様子を見て──丸耳帽子の少女はかるく眉をひそめる。

「肉……人形」

「──誰だ？」

　不意に、呆ぼう然ぜんと立つ女の子の背後から長身の青年が姿を見せた。

　驚くほどの美形である。金髪碧へき眼がんで、芸術品のように目鼻立ちが整っている。ただそんな彼の美び貌ぼうを損なうことに目元には隈くまが浮かんでおり、似合わない無精髭ひげまで薄っすらと生えていたが。

　目に見えて憔しよう悴すいしている彼は、こちらを不審そうに見下ろしてきた。

「あ──」

　戸惑い、ちょっとだけ後ずさり、お辞儀をしながら丼どんぶりを差しだした。

「ひ、引っ越してきたご挨あい拶さつなの。これ──引っ越しのお蕎そ麦ば」

「あぁ……」

　青年は何かを思いだすような顔をして、素直にそれを受けとってくれた。玄関棚に置かれた拳けん銃じゆう？──らしきものに伸ばした手を引っこめて、表情を和らげる。

「大家が連絡してきた──三階に引っ越してきたというひとか。苗字が苗字だったから警戒していたが……あれとは別人か。いや、まだ油断はできないな」

「？」

　不思議な発言に少女が首を傾かしげると、青年は真しん摯しに名乗りをあげた。

「私の名前は賢さか木き愚ぐ龍りゆう。彼女──宇う佐さ川がわ鈴りん音ねの部屋に訳あって居候させてもらっている。彼女は見てのとおり少し病を患っていてな、奇妙な言動をするかもしれないが──気にしないでくれ。ほら閣下、挨拶して」

「あいさつ」

　幼児のように反復し、閣下と呼ばれた女の子は微妙に笑った。

「こんばんは」

「初めまして、と」












「はじめましてー」

　その仕草から彼女の正体を理解しながらも、気づかないふりをして、少女は頷うなずいた。

「よろしくお願いするの。賢さか木きさん、鈴りん音ねちゃんっ」

　そして深く頭を下げて、そんな二人に名乗りをあげた。

　尻尾しつぽが揺れて、髪の毛も跳ねた。

「──ボクは殺さい原ばら蜜みつ姫きっていうのっ★」






一♪

黒竜黒蛇黒鼠
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　（前略）──世界各国に伝わる神話の類似性とそこに秘められた共通の思想については、ここまでさんざん述べてきた。ここで私があらためて強調したいのは、そうした神話の内容の相似と思想の一致は心理学的な人間の本能（深層意識、あるいは原エ我スと置きかえてもいい）の共通が原因である、ということである。

　人類は人類であるかぎり、その共有思想（これまで私が「神」と呼称してきたものである）を持っている。その共有思想は私たちが母の産道をとおり生みだされ、少しずつ成長し、また老い、死へと向かうという全人類共通の肉体的な変化とも不可分ではない。

　思想と肉体。成長と衰退の逃れられないメカニズムが、「神」を生み、また「神話」を生んだ。それらは我々が人類であるかぎり多少の誤差はあれど同じものとなる。

　その証明と、そして整理をするために、先ほど詳しく説明した「神の七つの性質」あるいは「神話の七つの共通項」をまとめておく。これらは全すべての神話に共通したカテゴリーだが、理解のしやすさを考慮して世界で最も有名な聖書の神話を例にとろう。





　１、一人部屋／天地創造。（神の創世。世界の誕生）

　２、殺菌消毒／ノアの洪水伝説。（神の迷走。世界創造の失敗→やり直し）

　３、破局ポイズン／バベルの塔。（神の試練。楽園の崩壊）

　４、不快逆流／天使。ソドムとゴモラ。（神の断罪。因果応報。人間の苦難）

　５、涙歌メロディアノイズ／モーセの十誡。救世主ジーザス・キリスト。（戒律。託宣。奇跡。預言者）

　６、最弱アルティメットシールド／悪魔。偽預言者アンチ・キリスト。（試練でも断罪でもない、神から人間への攻撃）

　７、神じん蟲む天てん皇のう／６６６の獣。ハルマゲドン。（最終戦争。世界の終末）






　以上のように、あらゆる「神話」は分類される。これら七つのカテゴリーは神の役割をそれぞれ分担して実行しており、この世界を優しく、また厳しく管理している。

　ただ、ここで私が恐ろしく思うのは、これら七つの存在は「神の役割」であって「神」そのものではない、ということである。「神」という生き物、意志をもった存在はどこにもいない。我々は、前記した七つの「神の役割」から「神」の姿を幻視しているだけなのである。

　不老不死も、人類の救済も、私のみを贔ひい屓きして与えられる奇跡も、存在しない。私たちは、どうしようもなく、運命のうねりから逃れられないのだ──（後略）





　　──『神と私の一致構造』県立香奈菱高等学校一年Ｄ組　芥あくた川がわ白しら雪ゆき
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「…………困った」

　貴たか御み門かど御み貴たか──という不思議な名前で世間からは認知されている平凡な高校生は、私立観かん音のん逆さか咲ざき高等学校の男子制服を身にまとった、とりたてて特徴のない少年である。成績は中の下で、運動も得意ではなく、学校ではあまり目立たない存在のはずだった。

　そのはずなのに。

「御貴──連絡したでしょう。四月から、わたくしもこの学校に通い始めると」

　私立観音逆咲高等学校、その薄暗い校舎裏。昼休み。人ひと気けのないこの場所で休憩と食事をしようと思った御貴に話しかけてくる少女がいた。

　無数の落書きと苔こけで汚されたこの場所で彼女の服装は浮いていた。観音逆咲は制服が規則のはずなのにそれを無視して私服である。黒いドレスに、黒いリボン。派手なその服装が可愛かわいらしい童顔にはあまり似合っていない。

「それなのに、黒こく竜りゆうのわたくしに挨あい拶さつにもこないなんて──御貴、あなたには下僕の自覚がございませんの？」

　彼女は──たしか。

『御貴』は、記憶を検索して悠然と立つ黒衣の少女の名前を知る。

「……黒くろ木き、竜たつゑえ」

「あら、生意気に呼び捨てですの？」

　黒木竜ゑは眉まゆをひそめ、手にした黒い扇子で口元を隠した。

「幼なじみでも、年上でも、あなたがわたくしを呼び捨てにするなんて許されることではありませんわ！　貴御門の家は黒木の家の使用人、あなたは昔から──ずっとわたくしの召使い、それを忘れていて？　御貴、不愉快ですわ！」

「…………」

『御貴』は沈黙し、昼飯用にコンビニで買った生卵を殻も割らずに口に放る。カシュ、と潰つぶれた感触があったが、特に表情は変えずにドロドロとした液体と殻を嚥えん下かした。

　食事をしながら思いだす。否いな──自分が食った貴御門御貴という少年の記憶を本のように読む。幼いころの記憶。竜ゑに階段から蹴け落おとされて重傷を負った。学校の宿題を無理やりやらされた。お医者さんごっこだと言われて腹を普通に包丁で裂かれた。

　寒気がするような、そんな嫌な記憶ばかりではない。

　飼っている小鳥が死んだんだと御貴の胸のなかで泣きじゃくる竜ゑ。富豪である黒木家の使用人が生活する住居、その御貴の部屋に忍びこんで怖い映画を観みたら眠れなくなったんだと甘えてくる竜ゑ。母に成績を褒められたと、無邪気に笑う竜ゑ──。

　そんな彼女のそばにいて、その成長を眺めながら、全く進歩できない自分への劣等感、竜ゑへの嫉しつ妬と、それを遥はるかに超える粘性の恋心、嫌な──愛憎を抱えて。

　貴たか御み門かど御み貴たかという少年は、黒くろ木き竜たつゑえという少女を陰湿に愛していたようだ。彼の竜ゑへの呪じゆ詛そとも求愛ともつかない日々の思考を読んで、『御貴』は吐き気がした。

　厄介なのは、彼の肉体を魂ごと食べて奪ったせいか、自分まで御貴の思想や記憶に引きずられ──竜ゑに特別な感情を抱いてしまっていること。

「黒木竜ゑ」

　呼びかけると、竜ゑは真っ赤になって怒った。

「また呼び捨て──」

「……僕には関わらないほうがいい」

　すう──と『御貴』の瞳ひとみが金色に輝く。

　まるで、爬は虫ちゆう類るいのように。

「僕は、あなたが知っている貴御門御貴じゃない」
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「──どういう……ことですの？」

　黒木竜ゑは、戸惑っていた。

　世界を支配する大富豪である賢さか木き財閥の分家──黒木家の長女として生を受けたこの自分に、一介の使用人でしかない御貴が逆らったことなどこれまで一度もない。男らしくなくて、自信なさげで、おどおどしていて、優柔不断な竜ゑの幼なじみにそんな度胸などないはずだった。

　それでも、竜ゑは期待してきたのだ。これまで、ずっと、この貴御門御貴という少年に。黒木の広い敷地で、ひたすら英才教育を施され、子供らしい喜びとは無縁だった竜ゑの──唯一、同年代の遊び相手。




　──御貴ちゃん、いつか、あたしをお嫁さんにしてねっ。

　──うん。竜ゑちゃん、ぼく、立派な男になって竜ゑちゃんをお嫁さんにするっ。




　そんな無邪気な約束をしたことも、たしかにあった。あれは幼い、物心すらほとんどついていなかったころの記憶だ。竜ゑにとってそのころ世界とは黒木家の敷地内だったし、その呆あきれるほどに狭い世界には、御貴しか同い年の男の子はいなかった。

　だから、錯覚してしまったのだろう。

　彼が世界でいちばんの男の子だって。

　男の子よりも、女の子のほうが、過去の記憶をよく覚えている。竜ゑは不覚にもそのころに彼とかわしたおしゃまな約束を忘れなかった。それは──もちろん、彼も同じだろうと思っていた。

　裏切られた。

　何度も何度も、竜たつゑえは裏切られてきた。

　御み貴たかの嘘うそつき。立派になるっていつの話だ。どんどん駄目になって、オタクな漫画やゲームに夢中になって、学校の成績も悪いし、スポーツもてんで駄目だし、顔だってよぅく見たら平凡きわまりないではないか。

　竜ゑは怒った。何度も八つ当たりをした。それで奮起して御貴が自分を見返すために努力して成長してくれることを願った。意味はなかった。また裏切られた。それを繰りかえした。いつしか気持ちは醒さめて、竜ゑは彼に期待するのをやめた。

　そのはずだったのに──。

「……御貴」

　高鳴る胸の鼓動を自覚しながら、竜ゑは久しぶりに再会した幼なじみを見つめた。記憶にある彼は──髪を整えもしないで、センスの悪い服を着て、おじさんっぽい眼鏡をつけている冴さえない少年だった。

　けれど今の彼は──なんだか、違う。というか、これは、なんというか。

　格好いい？

「……冗談じゃありませんわ──」

　今さら御貴にときめくなんて、そんなことあってはいけないのだ。また錯覚だ。また裏切られるのがオチなのだ。でも。でも──。

　脱色したのか、癖くせのない髪は色素が薄くて綺き麗れいで。不思議に金色がかった瞳ひとみは──蠱こ惑わく的で。怯ひるまずにこちらを見つめ、囁ささやくような声で語りかけてくる彼は素敵だった。

「～～～っ！」

　真っ赤になって首をふる。自分は何を考えている？

「……ふ、不ふ遜そんですわ、御貴！　いつか賢けん龍りゆうのお義に兄い様を打ち負かし、世界の支配者となるこの黒こく竜りゆうのわたくしに、その目は！　反抗的な目は！　言葉はなんですの!?」

「だから──」

　御貴は困ったように、だが竜ゑの剣幕を恐れもせず溜ため息いきをつく。

「あぁ、わからないか。まったく──これだから人間というのは面倒くさいんだよ。人間関係だのなんだの、しゃらくさいね」

　意味不明なことをつぶやき、彼は縦に裂けた金色の瞳でこちらを見た。

「……竜ゑ。うまく説明できる自信がないから説明はしないけど、あなたはね、本当に──僕には関わらないほうがいい。世界の支配者だ、黒竜だって、どれだけ口にしても竜ゑは普通の人間だよ。普通の人間はね、僕の生きる世界に関わるべきじゃないんだ」

　そして小さく、独白するように御貴は付け足す。

「僕は、僕のせいで竜ゑが傷ついたり、苦しんだりするのを見たくない」

「え──」

　竜ゑはその意味深な言葉に、揺れて、耳まで紅あかくなってしまう。なんだろう、この彼の、尖とがっているというか、危険な雰囲気というか、今までにない魅力的な言動は。

「それって、ど、どういう意味──ですの？」

　それに、御み貴たかのせいで竜たつゑえが傷つくのを見たくないって？　自分を案じて、大切に想おもってくれている？　それって、それってどうして？　混乱して、竜ゑは何も考えられなくなってしまう。

　今日の自分はおかしい。御貴のせいだ。

　賢さか木き財閥を継ぐ資格をもつ義兄──竜ゑの打倒すべき相手、賢さか木き愚ぐ龍りゆうのことを知るために、彼が職場としている観かん音のん逆さか咲ざき高等学校にこの春から進学した。御貴もこの学校の生徒だということは知っていたから、そんな奇跡はないと思っていたけど、呼びだして彼が成長しているかどうか確かめることにして──。

　それで、現在──竜ゑは、困っている。

　予想もしない彼の変へん貌ぼうに、乱れている。

「……わからない？」

　御貴は胸に手をやって、真しん摯しな声で告げてきた。

「貴たか御み門かど御み貴たかは、あなたを大切に思っている。あなたが傷ついたりすると、この僕まで苦しくなってしまうんだよ」

「あ、あぅ──」

　その愛の告白のような言葉に、竜ゑは湯気をあげて後ずさってしまう。

　……夢？　これは現実？　だらしない幼なじみが、こんなに格好よくなって、それで自分を大切だって──どういうこと？　何かの罠わな？

　思わず周囲を見まわしたり、竜ゑは挙動不審になる。

　そんな自分を静かに見つめて、御貴は沈黙している。その緊迫した、慣れない空気に竜ゑは耐えかねて、手にした黒い扇子を彼に向けて突きだした。

「ば──馬ば鹿かにしないで、くださるかしら？」

　動揺してうまく喋しやべれない。竜ゑは自分の頭をポカポカ殴って、真顔になり、すう──と御貴を真まっ直すぐに見つめた。こんな程度で心を乱されてどうする。自分はいつか世界を支配する女だ。平常心。平常心……。

　すう、はあ、と深呼吸し、バッと扇子を開く。

「……侮らないでほしいですわね、御貴。あなたが何を語っているのか──正直、いまいちよくわからないんだけど、ですけどッ」

　慌てて不安定な丁寧語を取りつくろい、竜ゑは目を細める。

「わたくしは、あなたに心配されるほど弱い女じゃないですわ！　なんなら──ここでそれを証明してもよろしくてよ!?」

　というか、証明したい。

　自分のすごいところを見せて、なんだか無表情なこいつに笑顔で褒めてもらいたい。そんな自分の気持ちに気づいて──また赤面し、本当に今日はどうしたんだろうと竜ゑは首を振った。

「────」

　御み貴たかはこちらの話を聞いているのか、いないのか、なんの健康法なのか生卵をまるまる飲みこんで、近くに生えた木の枝に留まる鳥なんかを物欲しそうな目で見つめていた。

「……どうしましたの？」

　なんだか、この表情──人間らしくないというか、やはり爬は虫ちゆう類るいめいている。

　ともかく──。

「……見ていなさい、御貴」

　黒くろ木き竜たつゑえがその超能力に気づいたのは──最近のことだ。

　とあるＴＶ番組に触発され、戯れにテディベアを宙へ浮かせようと心で念じてみた。何度か試して、馬ば鹿からしくなって、最後に扇子で「飛べ！」と風を送ったら──。

　飛んだ。

　面白いくらい、吹き飛んだ。

　竜ゑが超えるべき血のつながらない義兄は、完かん璧ぺきな存在である。竜ゑもそれなりに学力や芸術の腕前には自負をもっているが、義兄とは次元がちがう。博士号をもち、オリンピックで優勝し、芸術家としても名高い彼と竜ゑは、天と地ほども才能に差があった。

　やはり彼は賢さか木き財閥の跡継ぎ。竜ゑはその〝滑り止め〟でしかない──そんな現実にくじけそうになっていたとき、この能力に覚かく醒せいした。

　これは、きっと、義兄にはできない──竜ゑが、唯一、義兄に勝利しうる才能。

　その超能力の理屈はまだわからない。どうしていきなり能力が目覚めたのかも。

　しかし、今の竜ゑにとって、この能力だけが世界に胸をはって誇れる存在証明アイデンティティなのだった。

「──御貴、何を心配しているのか知りませんけど、たとえ誰だれが敵になっても、どんな事件が起きようとも、黒こく竜りゆうのわたくしが華麗に撃破してさしあげますわ！」

　だから──見て、褒めて。

　自分を認めて。

　悲鳴のような感情とともに、竜ゑは扇子を素早く振るった。

「このように！」

　長い黒髪が跳ねあがり、瞬間──竜ゑの前方に旋風が発生した！

「──？」

　こちらに背を向けていた御貴はそこでようやく気づき、目を見開いて竜ゑを凝視してくる。ようやく崩れた彼の無表情に、竜ゑは満足して高らかに笑った。

「おーっほっほっほ！　見なさい、この神秘！　この威力！　まさに全すべてを蹴け散ちらす竜の吐息ドラゴンブレスですわ！」

　竜ゑの前方、旋風は枯葉を舞いあげながら直進し、校舎裏に生えていた──一本の逞たくましい木に直撃した。

　ばさばさばさ、と衝撃が枝葉を揺らす。太い幹には亀き裂れつがはしり、地面も激しく震動して──。

　不意に。

「ちゅ────ッ!?」

　甲高い悲鳴が響き、ぼたっ──と何かが落ちてきた。

「は……？」

　悦に入いっていた竜たつゑえは予想外の事態に我を取り戻し、落下物──大の字になって目を回している少女をまじまじと見つめた。少女。少女である。突風で木を揺らしたら虫のように少女が落下してきたのである。

「……あうあうあう。痛い。超痛いのぉぉ！　なんで!?」

　むくりと起きあがり、丸い耳のついた帽子と、くるんと巻いた尻尾しつぽが目立つ少女は目元に涙を浮かべてぼやいた。

「なんで。なんでなんで。どうしてなのぉ？　どうして気持ちよくお昼寝してたのに邪魔するのぉぉ!?　……うぐぐぐぐ、んしょっ★」

　その右足はどう見ても曲がってはいけない方向に曲がっていた気がしたが、少女は『こきっ』と足を普通の方向に戻すとすんなり立ちあがった。

「………むー、あれ？　だぁれ、キミたち」

　きょとんとして、少女は目を丸くする。それから何かを考えていたようだが、まとまらなかったのか真面目っぽい顔でひとまず名乗りをあげてきた。

「呼ばれて飛びでてじゃじゃじゃじゃーんっ♪　ボクが無敵の不快逆流──殺さい原ばら蜜みつ姫きなのっ★」

「…………」

「…………」

　びしっとポーズを決める少女の前、竜ゑも御み貴たかも沈黙する。

　意味がわからなかった。
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　本当に──理解できないことが多すぎるな、と『御貴』は胸中で嘆息した。平凡な学生かと思っていたら、貴たか御み門かど御貴を取りまくこの騒々しい状況はどうしたことだ。

　それとも──『御貴』が危き惧ぐしていたとおりに、世界そのものが平穏から遠ざかろうとしているのか。

「…………」

『御貴』は自分が『御貴』になったときのことを思いだす。

　あれは──一週間ほど前のことだ。
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　きっかけは、偶然だった。

『御み貴たか』は夜を好む。静かで、何より人間が少ないからだ。人間は『御貴』のような存在にとってはただの餌えさだが、半年ほど前──その人間によって酷ひどい目にあわされた『御貴』は、なるべく人間とは関わりあいになりたくなかった。

『御貴』の本来の姿は黒々とした蛇である。闇やみに融け、深夜の散歩を楽しんでいたところ──悲鳴が聞こえた。人間の悲鳴だ。べつに人間が死のうが苦しもうが『御貴』にとってはどうでもいいが、人間は死に瀕ひんしたとき、かぎりなく稀まれに『林りん檎ご』という『食べれば不老不死になる』存在を得ることがある。『林檎』を得たばかりの人間からは比較的に『林檎』を奪いやすいので、あわよくば──と『御貴』は欲をだしてつい見にいってしまったのだ。

　悲鳴など無視していればよかったのに。

　そこには化け物と、一人の少年がいた。

　化け物は銀色に輝く、禍まが々まがしい存在だった。基本的に人間に似た形をしていたが、その全身を構成しているのは肉ではなく鋭利な刃やいばで、真っ赤な舌だけが生物的に『べろん』と生えて涎よだれを垂らしていた。

　近ごろ、町に化け物と呼ばれる存在が増えていることを『御貴』は知っていた。人間や普通の蛇のような生物よりも、『御貴』は化け物に近い存在なのである。普通の人間には感知できない異世界で蠢うごめき、ときおり出現しては徒いたずらに人間に害をなす化け物たち──それらが現在、目に見えて増えてきているのはわかっていた。あまり興味はないが、人間の被害者も比例して増えてきているだろうと思う。

　少年は──そんな哀れな被害者の一人だった。

『御貴』はそのとき、まだその少年の名前が貴たか御み門かど御貴だということも知らなかった。

「き。し。し」

　奇妙な鳴き声をあげ、銀色の化け物は少年を切り刻むのに満足したのか去っていった。食べるわけではなく、ただ殺す──それは普通の化け物とは違う、どちらかというと人間の犯罪者めいた行動だったが、そのときはべつに疑問に思わなかった。

『御貴』は電柱を這はい、じっと少年を見つめた。

　死にたくない、と彼は呻うめいていた。悲痛に──泣いていた。その気持ちは『御貴』にもよくわかったが、彼の傷は内臓にまで至っているので確実に死ぬ。

　死にたくない、死にたくない、と少年は悶もだえた。

「……どうして？」

『御貴』は思わず問いかけていた。死にたくないのは『御貴』も同じだ。けれど、どうして死にたくないと感じるのか、永遠の命を望むのか、半年前──あの恐ろしい少女に問いかけられて、『御み貴たか』は答えられなかった。それ以来、揺れていた。

　どうして、自分は永遠の命を望むのか。

　少女が言い放ったように──先祖の悲願を達成して、天国にいる彼らに褒められたいだけ？

　それは、死にゆく少年にもわからないようだった。苦しんで苦しんで、少年は死んだ。最後まで彼は自分がどうして死にたくないのか理解できないようだった。

　奇跡の林りん檎ごは彼に与えられず、残ったのは動かなくなった死体だけ。『御貴』はそんな彼の死を見届けて、哀れに思った。

　自分が生きる意味もわからず、死にたくないという気持ちの理由も見つけられず、苦しんで死んだ少年に──未来の自分の姿を見た。

　怒りと、儚はかなさがこみあげてきた。

　だから『御貴』は少年の死体を食った。

　その肉を全すべて胃袋に収め、『御貴』は御貴へと変化した。

　食った人間へと変身する。それは『御貴』の一族に伝わる能力だ。その能力で何度も人間を騙だまし、先祖代々、『林檎』を奪おうと躍起になっていた──。

　原罪の一族。その最後の一匹が『御貴』だ。

　不老不死を望んだ先祖の悲願のため？　自分を完全に否定したあの少女の言葉に打ち勝つため？　生きる意味も目的も理解できず、哀れに死んだ少年のため？　それは『御貴』にもわからないが──。

「──あなたのぶんまで、僕が生きる意味を見つけてやるよ」

　つぶやいた『御貴』は、すでに人間の肉体を得ていた。貴たか御み門かど御貴という、その少年の記憶や思考も。

　目的は不老不死。それは変わらない。どれだけ酷ひどい目にあっても、それは『御貴』の本能であり宿願だ。変えられない。

　けれど、なんのために永遠を望むのか。死にたくないと思うのか。

　その答えを見つけることが──『御貴』の目標となった。
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　そして、現在。

『御貴』はその目標を達成する以前に、不測の事態に対応することもできずにいた。

　理解できない存在が、二人も同時に現れたせいである。

　一人は、この肉体──貴御門御貴が歪ゆがんではいるが愛情を向けていた相手、黒くろ木き竜たつゑえ。彼女が困ったり、泣いたり、傷ついたりするとこの肉体が勝手に反応してこっちまで苦しくなるらしい。おまけに風を操る？　能力のオマケつきだ。その能力の原理は『御貴』にもさっぱりわからない。

　そしてもう一人は、この、なんというか浮世離れした少女──。

「痛いのっ★」

　右手を挙げ、ポーズをとる。

「痛いのっ♪」

　左手を挙げ、満面の笑み。

「飛んでいけぇぇぇっ★♪」

　謎なぞの絶叫をして、丸い耳の帽子と尻尾しつぽ、茶色い三つ編みの少女は変な姿勢のまま硬直した。着ているのは観かん音のん逆さか咲ざき高等学校のわりと地味な制服なので、その幼児のような声と仕草には微妙に違和感があった。

　彼女は大きな手袋を嵌はめた掌てのひらをポンと合わせて、こちらを見つめてきた。

「うんっ、痛いの飛んでいったのっ。……あれ？　あれれ？」

　そのまま『御み貴たか』と竜たつゑえ、二人をまじまじと注視して、そのまま何な故ぜか知らないが真っ赤になってしまった。

「あわわわ。校舎裏に、少年少女なのっ♪　どきどきっ、あいらびゅーんのシチュエーションなのっ★　お、お邪魔したのっ。失礼するのぉぉっ」

　そのまま慌てた籠かごの鳥のように校舎の壁や生えている木にぶつかりつつ、少女はよくわからないことを叫びながら走って逃げようとした。

「……ちゅっ？」












　しかし、その途中で動きを止め、少女と一緒に地面に落下していた少女のものらしいショルダーバッグのもとまで駆け戻ってきた。忙しい少女である。『御み貴たか』も竜たつゑえも呆ぼう然ぜんとしてただそれを眺めることしかできなかった。

　少女はバッグを抱きしめ、おろおろと表情を乱した。

「あぁぁ忘れてたっ★　お姉ちゃん、お姉ちゃん平気なのっ？　怪け我がはないのっ!?」

　叫びながら少女は普通の動きで取りだした。

　バッグから。

　生首を。

「────」

「──ひっ」

『御貴』は息を呑のみ、竜ゑは蒼そう白はくになった。

　それは──純白の髪を三つ編みにした、若い女性の生首だった。少女はそれを手袋を嵌はめたまま大事そうに撫なで、眉まゆ尻じりを下げて涙目になった。

「……だいじょうぶ、お姉ちゃん？　痛いの痛いの飛んでけーって、する？」

「そうね──」

　不意に、信じられないことに、生首は目を開いてこちらを見つめてきた。感情の欠けた、冷酷な、サディスティックな瞳ひとみだった。

　生首はつぶやく。

「──まぁ、私のことはどうでもいいわ」

　淡々と、悪意の言葉を。

「それよりも、そこに化け物らしいものと──不完全なようだけど、涙歌メロディアノイズの能力をもつものがいるわ」

『御貴』と、竜ゑを眺め、女の生首は忌いま々いましげに顔を歪ゆがめた。

「世界を穢けがす化け物と、裏切り者の涙歌メロディアノイズ──ここで会ったが百年目、いいえ、もっとかしら？」

　そして真上の少女を見上げ、静かな声で宣告した。

「……姫。神の断罪。天使。情け無用の排泄器官──不快逆流の『役割』をもって、そこの二人、始末なさい」

「………へ？」

　呼ばれた少女は首を傾かしげ、こちらを向いた。

　そして無邪気な言動に似合わない──ぞっとするほど無機質な声でつぶやくのだ。

「お姉ちゃんが言うなら、そうするの」
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　瞬間、殺さい原ばら蜜みつ姫きと名乗った少女の姿が消滅した。

「────」

　少なくとも竜たつゑえにはそう見えた。

　残ったのは、舞いあがった土つち埃ぼこりと、蜜みつ姫きの淡い残ざん滓しだけ。

　ドッドドドドッ。

　不意に激しい音が聞こえて、竜ゑは真上を振りあおいだ。そして目を見開く。信じられない。理解できない。

　卑ひ猥わいな文字や意味不明な落書きで汚された校舎。その絶壁に等しい垂直の壁を蜜姫は駆けあがっていた。地面でも走るように。信じられない速度で。

「な──な」

　竜ゑは驚きのあまり身動きすらとれない。あまりにも人間離れした、なおかつ目的の不明な彼女の行動を、ただただ注視することしかできなかった。

　校舎のあちこちに存在する窓硝子ガラスが蜜姫の走る衝撃で割れる。幻覚──でもない。ではこれは、この動きは、いったい何？

「ちゅ──ッ★」

　鬨ときの声をあげながら一気に屋上近くまで走りぬけ、くるん、と回転すると蜜姫はなんの躊躇ためらいもなく飛びおりてきた。

「……嘘うそっ!?」

　度重なる蜜姫の不可解な行動に、竜ゑは反応ができない。竜ゑは勉強が得意だ。芸術に関しても無能ではない。スポーツだって優秀なくらいだ。

　でも、こんな動きをする相手に対応する訓練なんかしていない。

　こちらに向かって両手を広げ、殺さい原ばら蜜みつ姫きは笑顔で落下してくる。

「──ぺっちゃんこに、潰つぶれるのっ♪」

　常識を外れた高さからの天空体落としエンジェルフォール・ボディプレス。幼子が無邪気にじゃれついてくるようなその動きに騙だまされてはいけないだろう。蜜姫の体重が何キロかは知らないが、何十キロもの肉の塊が四階建て校舎のほぼ屋上から落下してくると考えて──。

　竜ゑの優秀な脳は、瞬時にその威力を算出してしまう。

「じょ──」

　潰される。

「冗談じゃ、ありませんわ！」

　本当に──蜜姫の言うとおりに潰されてしまう。蜜姫と自分の身体が混じりあってぐちゃぐちゃに潰れたところを想像し、竜ゑは蒼そう白はくになってしまう。

　けれど足は動かない。竦すくんでしまっている。

　予想外の事態に、身体は憎らしいほど動いてくれなかった。

「竜ゑ──何をぼうっとしているんだよ！」

　不意に、横合いから衝撃が叩たたきつけられる。御み貴たかに体当たりされ、組みつかれたまま苔こけまみれの地面を転がっていくのを知る。

　痛い。それに──。

「き、気安く触らないでくださるかしら!?」

　我を忘れて真っ赤になり、近くにある御み貴たかの顔に竜たつゑえは怒鳴りつけた。

　混乱している。

「うわっ、避よけられちゃったぁ──っ!?」

　そうして竜ゑが恥ずかしがっているうちに、少女の形をした肉の彗すい星せいが落下してきた。




　──べちゃっ。




　嘘うそみたいに、漫画のような音がした。地面が揺れ、何か──赤黒い液体が飛び散り、竜ゑは思わず悲鳴をあげてしまった。

　御貴に助けられたおかげで怪け我がはしていないが、屋上の高さから飛びおりた少女が地面に叩たたきつけられる図は心の傷トラウマになりそうだった。

「あははっ、失敗しちゃったの★」

　朗らかに、笑いながら──。

「……ひっ」

　ぐちゃぐちゃになった殺さい原ばら蜜みつ姫きは、なんでもないように身を起こした。肉が、潰つぶれている。血が──流れている。何本もの骨が露出していて、顔も原形をなくしている。

「痛覚を消したからね、ボクはまだまだ戦えるのっ♪　あれ、二人とも──どうして」

　直視に耐えない顔で、蜜姫はにっこり微笑ほほえんだ。

「どうして、そんなに怖がっているの？」

　そして──ずる、ずる、と折れた足を引きずって歩いてくる。その姿は、映像技術が発達した昨今のホラー映画などと比べると地味だったが、その生々しさはあくまで虚構である映画の比ではない。

「き。ぃ──きゃぁぁああ！」

　竜ゑは怯おびえ、その場で腰を抜かしてしまった。

　御貴はそんな自分を見て、素早く立ちあがるとこちらに手を伸ばしてきた。

「竜ゑ、逃げるぞ！」

「え──え？」

　竜ゑはうまく反応できない。こんな非日常に対応できるようには育てられなかった。竜ゑの昨日までの人生は、ごく当たり前の、こんな異常事態とは無縁な──。

　御貴は竜ゑの手をとって、必死な顔で言ってきた。

「あんな高さから落ちて死なないあの女の子が普通の人間なわけないだろ!?　僕の身体はあくまで人間だし、あなたも戦えるような性格じゃないみたいだし……！　あぁもう、いいから早く逃げ──」

「そうね──」

　不意に、静かな、女性の声が響いた。

「本当に、あなたは戦闘に向いていないわ、姫」

　見ると、蜜みつ姫きが身をていして守っていたのか、彼女と一緒に落ちたはずなのに無事だったバッグから生首が顔を見せている。

「いつも言っているでしょう。計算高く、猫の狩りのように、最小限の動きで──最大限の結果を、と」

「……ボクは猫じゃないのっ」

　いつもは捕食されるだけの鼠ねずみが慣れない狩りをするかのように、蜜姫は困ったように首を傾かしげるとこちらに向かって走ってきた。

「じゃあ、お姉ちゃん、つぎは普通に殴ってみるのっ★」

「竜たつゑえ、起きろ！　くるぞ！」

　御み貴たかに叱しつ責せきされたが、抜けてしまった腰はそう簡単には元に戻らない。地面に手をついて立ちあがろうとしたが、苔こけで滑って、ずるっと倒れこむ。

「くっ──」

　迫ってくる蜜姫を見つめ、御貴が悪態をついた。

「……冗談じゃないぞ、貴たか御み門かど御貴。臆おく病びよう者もののくせに。根性無しの、弱虫のくせに」

　両手を広げ、竜ゑを守るように立つ。

「どうして──こいつを置いて逃げられないんだよ……？」

　震えながら、こちらを庇かばう彼の姿に──竜ゑは思わずつぶやいてしまった。

「……御貴ちゃん」

　昔、大好きだった幼なじみをそう呼んでいたころがあった。あれから彼は堕落して、竜ゑも彼に絶望していたけど──。

　そのはずだったのに。

　どうして、今になって、自分を守ってくれる。そうして、怖いくせに、身体をはって助けてくれようとする。

「ぱぁ──んちっ♪」

　声だけ聞くと無む垢くな子供のように、蜜姫が構えも拳こぶしの形もめちゃくちゃの一撃を放ってきた。大きく手を引いて、ただ、叩たたきつける。拳で戦うことを専門とした──例えば空手家などが見たら、呆あきれてしまうほどに無駄が多い動作。

　けれど、その破壊力は見た目の間抜けさなどとは無関係だった。

「────」

　大きな手袋を嵌はめた蜜姫の拳が御貴に直撃し、彼は手て鞠まりのように吹っ飛ぶと校舎の壁に激突し、地面に倒れこんだ。

「御貴！」

　竜ゑは叫び、ふらつきながらも不器用に起きあがり、ただ立つということはこんなにも難しかったかと思いながら体勢を正した。

　蜜みつ姫きは、やはり悪意の欠片かけらもない仕草で肩に担いだバッグを見ている。

「どう、お姉ちゃん？　ボク──うまくできたっ？」

「どうしてあなたはそう緊張感がないの？……戦闘中よ、全すべての相手の息の根を止めるまで容赦なく攻めなさい！」

　どうやら蜜姫に指示を飛ばしているのはあの鞄かばんに入った生首か。誰だれの首かは知らないが、あれさえ蜜姫から引き離せれば隙すきができるかも──。

「それよりも」

　震えながら扇子を握る竜たつゑえの後方、おそらく御み貴たかを眺めつつ、女の生首は言った。

「こんなところで予期せぬ収穫だわ。姫──その化け物はヘビよ。見なさい」

「ヘビ……？」

　蜜姫が血を滴らせた顔で御貴を見るので、つられて竜ゑも後方を振りかえってしまった。御貴は震えながら地面に膝ひざをつき、なんとか立ちあがろうとしている。

　その、蜜姫に殴られたらしい腹部の制服は生地が抉えぐられ、彼の身体の肌や肉などが露出していた。

　その──御貴の肌は、漆黒だった。爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこのような質感のその肌を隠すように、肌色の人間の皮膚が瞬時に黒い肌を覆っていく。

「──―え？」

　竜ゑは青ざめた顔でそれを見ていた。

　よく──わからない。どういうことだ。

　目の錯覚かとも思ったが、この異様な状況で、それだけ見間違いというのも変な話だ。御貴の人間の皮膚の下に、黒い鱗のような肌があって──？

「……七つの大きな欠片を謀たばかり、全人類を地獄に叩たたきこんだ、地球で最も罪深い一族──ヘビ」

　愉たのしむように生首は笑い、戸惑っている蜜姫に言った。

「殺しなさい。姫、嬲なぶり殺しなさい！　あいつの先祖のせいで、私たちはこんな身体になってしまったのよ！」

「こんな──身体に」

　そして、蜜姫は自分の血まみれの身体を見た。

「あ──」

　どれだけ傷ついても死なない、化け物のような身体を見た。

「それは罪深いの……」

　そしてやはり空っぽな、ただ朗らかな顔で御貴を見つめた。

　殺される。竜ゑは直感した。御貴は彼女に殺される。

　怖い──。圧倒的な攻撃力と、信じられない不死性をもった、この少女が怖い。逃げてしまいたいという気持ちが確かにある。

　けれど、自分はいつか義兄を超えて、世界の支配者になる女だ。ここで逃げて、たった一人の人間も救えないで、どうして世界を支配などできる。

　それに──御み貴たかは、自分を守って傷ついたのだ。

「お、お待ちなさい！」

　扇子を蜜みつ姫きに突きつけて、竜たつゑえは高らかに言い放った。

「御貴を殺したいのなら、わたくしの屍しかばねを越えていくがいいですわ！」

「竜ゑ──」

　御貴は苦しそうな顔で立ちあがり、そんな自分の背中に叫んできた。

「やめろ！　逃げろよ！　殺されるだけだってわからないのか!?」

「……喧やかましいですわ下僕のくせに」

　風。

　風を──幻視する。世界を駆けめぐる、自由の象徴のような風。

　竜ゑは風に憧あこがれる。その奔放な力を──崇拝する。

　だから、この瞬間だけは、風よ──力を貸してほしい。

　震える指先で風を絡めとり、全力で、蜜姫に向かって解き放つ。

　竜の吐息ドラゴンブレス！

　能力の原理も、威力もまだよくわからない──竜ゑの力。おそらく殺傷能力はほとんどないが、うまくいけば蜜姫を吹き飛ばすくらいのことはできるはず。そうして彼女を遠ざけて、御貴をつれて安全なところまで逃げて──。

「あはっ♪」

　蜜姫は──無邪気に笑った。

「こういうのじゃ、ボクは倒せないの」

　そして両手を広げ、土つち埃ぼこりと枯葉を撒まきあげながら疾走する旋風を見つめている。

「……天罰だって跳ねかえし、核爆弾でも傷もつかない、神が悪意をもつのなら、神さえ殺してのけちゃうの──この世に敵は存在しない、それが無敵の不快逆流！」

　ひょい、と蜜姫は無造作に──手を伸ばした。

　大きな手袋が嵌はめられた、その掌てのひらが風の衝撃波に接触し──。

「ゲッちゅう★♪」

　掴つかんだ。

「……は？」

　掴んで、泥でもこねるように丸めて、風という姿の見えない破壊力を──団子のようにして。

「いただきまぁす！」

　瞬間、信じられないことに──蜜姫の腹部に口が開いた。

　制服の生地を噛かみ破って、獰どう猛もうな牙きばが姿を現す。それは涎よだれを垂らしながらガリガリガリと歯を鳴らし、蜜姫が掴んで丸めた竜の吐息ドラゴンブレスを放りこまれ──。

　ガツがつがつガツガツ。

　食べた。

「──なにそれ」

　竜たつゑえは絶句してしまう。食べた──としか表現できない。服を破り、蜜みつ姫きの腹で大口をあけたその第二の口は、竜ゑの全力の一撃を獰どう猛もうな勢いで食いつくしてしまった。

「はぁぁ……♪」

　蜜姫は恍こう惚こつの表情になって、頬ほおを手で押さえて悶もだえた。

「んっ。んーっ。ん──っ★　悪意はぜんぜん足りないけれど、純粋でとても美お味いしいのっ♪」

　変化は──一瞬だった。

　屋上あたりから飛びおりて大怪け我がをしていた蜜姫の身体が、時間を巻き戻すかのように再生していく。傷口が閉じ、骨が身体に潜り、飛び散っていた血液が我先にと吸いこまれ──。

　数秒もしないうちに、蜜姫は全回復していた。

「ばーんっ★　蜜・姫・ちゃ・ん・大・復・活♪」

　信じられない。

　竜ゑは青ざめて、攻撃をつづける気力もなく立ちつくした。こんな、こんな規格外の相手に、勝てるわけがない。得体の知れない──こんな化け物のような相手に。

　震えていると、蜜姫は朗らかに笑った。

「……まだ終わりじゃないの」

　つぶやき、彼女は両手で腹の口をこじ開ける。

「因果応報。断罪の天使。それが不快逆流の『役割』なのっ★」

　無邪気な、本当に、天使のような声で蜜姫は笑った。

「どの宗教でも語られる、悪いことをすれば、そのぶん悪いことをされてしまう──因果応報、人間の罪をそれと同量の罪で裁くこと。かつて悪徳の都ソドムとゴモラをその悪徳を逆流させて滅ぼした──不快逆流の力を、見るがいいのっ♪」

　瞬間、蜜姫の腹部から破壊力の弾丸が放たれた。

　竜ゑが放った風の衝撃波と酷似した──ただ、相手を打ちのめそうとする一撃。

「────」

　御み貴たかがこちらを助けようと跳びだしてきたようだが、間にあわない。竜ゑも避よけようと全身を緊張させたが、咄とつ嗟さのことで身体が動いてくれない。

　あっさりと──竜ゑの力をそのまま跳ねかえした不快逆流の一撃は。

　──ぱんっ★

「………？」

　竜ゑの全身で弾はじけて、その長い黒髪を踊らせた。




　それだけだった。




「ありゃ……？」

　蜜みつ姫きが間の抜けた声をだす。竜たつゑえも恐る恐る身体を撫なでてみたが、どこも怪け我がをしていない──？　どころか、痛くも痒かゆくもなかったのだが。

　訝いぶかしげに思って蜜姫を見ると、彼女は何かを考えるように腕を組んでいた。

　そして肩に担いだ鞄かばんを見て──長く溜ため息いきをついた。

「………やっぱり駄目なの」

　つぶやき、表情を和らげてこちらに歩みよってくる。竜ゑは身を退ひいたが、間にあわず、彼女の接近を許してしまう。

　殴られるのか、蹴けられるのか、そういう経験が皆無な竜ゑは怯おびえたが──。

　ひょい、と伸ばされたのは、握手を求める蜜姫の手だった。

「………？」

「駄目なの」

　蜜姫は困った顔をして、竜ゑの手をとると握ってきた。柔らかな手袋の感触。戸惑い、竜ゑが見ると蜜姫は告げてきた。

「ボク、悪いひととしか戦えないの」

「……どういうこと、ですの？」

　問いかけると、蜜姫は頬ほおを膨らませる。

「だからね、ボクは不快逆流なのっ★　こいつ殺してやるぜぇとか憎い憎い憎いとか恨めしやぁぁとか嫌い嫌い大っ嫌い──とかね？　相手がそういう、嫌ぁな不快ぃな気持ちをもってないと戦えないの。そういうふうな『役割』なの」

　機嫌を損ねたような顔で、蜜姫はこちらに背を向けてきた。そして三つ編みを揺らし、肩越しに振りかえって睨にらみつけてくる。

「キミたち、互いを守りたいって、必死になってるだけだもん。攻撃も力だけあって純粋な気持ちしかこめられてないから、逆流させてもあんなもんだし、もう──どうしようもないから喧けん嘩かはやめるのっ♪」

「ちょっと──姫？」

　彼女が担いだ鞄のなかから、例の生首の声がした。

「何を勝手なこと言っているの？　不快逆流で倒せないなら、殴って殺せばいいじゃない。あなたの身体能力なら肉弾戦でも余裕で勝てるわよ？」

「……やだよ」

　蜜姫はつぶやいて、声をきっぱりと拒否した。

「二人とも、眼球のひとでも最弱のひとでもないみたいだし、ボクはお姉ちゃんみたいな殺菌消毒じゃない──あくまで不快逆流なの。悪くないひとは殺せないし、殺したくないの」

　それだけ宣言し、不快逆流を名乗る不思議な少女は笑った。

「……じゃ、そーゆーことで。お騒がせしたのっ♪」

「ちょ──姫！　待ちなさい！」

　声がまだ何か叫んでいたが、蜜みつ姫きは無視して走っていってしまった。御み貴たかは沈黙し、竜たつゑえもまた押し黙っていた。

「…………」

　蜜姫の背中が見えなくなったころ──ようやく昼休みの終わりを告げる鐘が鳴り響いた。
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「町外れの廃工場には、黒衣の死神が棲すんでいる～」

「……レイさん、また馬ば鹿かのミクが何事か囀さえずっていますが」

「……興味をもってるフリしとけ。無視するとうるさいし」

「くすくす」

「──ほら三年前くらいに不景気のせいとかで潰つぶれた工場があるじゃん？　なんの工場か知らないけど、そこにね、いつのころからか死神が棲んでるって噂うわさがたっているのだっ」

「……へぇ、すごぉい」

「ミクちゃんって死ぬほどどうでもいい噂をたくさん仕入れやがるから好きー」

「貧乳になって死ねー」

「ば、馬鹿っ。ひっぱるなっ。ひっぱるなっ」

「……そんでね、その死神、ぢつは正義の味方なのだっ。町で暴れる化け物たちを、夜な夜な殺しまくっているのだっ」

「化け物って……あれ？　近ごろ噂の──なんだっけ？」

「あぁ新聞で読んだ気がする」

「うん──あたしも知ってる。なんか近ごろ変な生き物とか見るひとが多いらしいよねー。まったくさぁ、手て長なが鬼おにが消えたと思ったら今度は化け物だよ、また殺されまくりだし、人間。世界がなんつうかさぁ、頭おかしいよー」

「置いてくなよう。ミクを置いてくなよう。置いてきぼりで盛りあがるなよう」

「……レイさん、馬鹿がキモい口調で寂しがってますが」

「……なんでいちいち私にミクへの対応を尋ねるのだ」

「くすくす」
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　それは刃やいばの擬人化だった。銀色に輝く化け物である。輪郭としては人間に似ていないこともなかったが、腕や足が触れれば切れる刃で構築されたその存在を人間と思う者はいないだろう。

「き。し。し」

　その化け物は、金属を擦こするような音をたて、廃工場を歩いている。

　何の工場だったのか、どのような理由で閉鎖され、こうして死体のように誰だれも顧みない建物となったのか──化け物は知らないし、興味もない。

「き。しり。しゅり」

　興奮しているのか、『べろり』と生えた紅あかい舌から粘性の涎よだれが滴っている。

　廃工場の壁、そこの一部に巧妙に隠された穴があいており、そこから出入りし──この場所で生活している存在がいる。

　化け物は、それを殺したくて仕方がない。

「しゅり。りり。きし」

　動きを止めたベルトコンベア。積まれた無数の段ボール。用途不明の精密機械。薄汚れきった作業棚。床には雪のように砂や埃ほこりが積もり、そこには小さな足跡が奥へと向かってつづいていた。

　化け物はそちらに目を向けて、にたり──と笑う。

　化け物の頭部には眼球がない。ただ獰どう猛もうな乱らん杭ぐい歯ばがびっしりと並ぶ口のみがある。そこから伸びる舌を顔に這はわせて、化け物は体勢を低くしたまま歩いていった。

　足音を消し。呼吸を殺して。

「く。くし。きし」

　それでも漏れる興奮の吐息は──愉悦に歪ゆがんでいる。

　段ボールが壁となり、こちらからはよく見えないが──奥のほうで何かが光っている。洋よう燈とうか、懐中電灯か、淡い光は工場の深い闇やみを照らしあげるほどのものではなく、だが──たしかな存在感をもってそこにあった。

「ふむ──」

　そして、近づくにつれ、そこから声が聞こえてくる。

　少年のような、だがよく聞けば少女のものとわかる──あどけない声だ。

「……もぐ。む。これは──なんというか、新しい。ぱく。蒟こん蒻にやくゼリー？　蒟蒻、なのか──ゼリーなのか……むぐ。新しい……たまには食事もしてみるものだ」

　何かを食べているようで、カチカチという食器の音と、咀そ嚼しやく音が聞こえてくる。

　ひたすらに『新しい』と連呼しているその声に──化け物は静かに肉薄していく。壁になった段ボールの前に立ち、その刃やいばそのものの両手を高く高く振りあげて──。

　歓喜に笑った。

「……誰だ？」

　不意に──気配を察したか、少女の声が問いかけてきたが、もう遅い。

「きしゃああああ！」

　咆ほう哮こうし、化け物はその全身で回転しながら目前の段ボールの壁を切り裂いた。振りあげていた両手で一回二回。その勢いに任せて右足。次いで左足。ひたすらつづける。切り刻む。右手。左手。右足。左足。

「右手。左手。右足。左足。右手。左手。右足──」

　ふと、恐ろしい勢いで細切れにされていく段ボールの方向──ではなく、化け物の真上から声が聞こえた。

「回転しながら斬きりつづける──独こ楽まみたいだな」

　化け物は反応し、驚きよう愕がくに身体を震わせたが──遅い。

「つまり──頭部てっぺんを止めれば動きも止まる」

　頭に衝撃がはしり、思わずその場で棒立ちになる。

「そして、動きを止めれば……倒すのは容易たやすい」

　背後に着地音、と、同時に衝撃──吹っ飛び、化け物は自身が切り刻んだ段ボールの破片とともに転がっていった。壁に激突して止まり──自分の狙ねらった存在を振りむく。

　蹴けりを放ったままの姿勢で止まり、一人の少女が冷酷にこちらを見ていた。

「なんだ──化け物か」

　感情のない、銃口のような瞳ひとみ。特徴的なオオカミヘア。着ているのは何な故ぜか『rock'n'roll!』という文字のはいったジャケットとジーンズ。

「……じゃあ、殺すぞ」

　宣告し、化け物が狙った相手──眼がん球きゆう抉えぐり子こは笑顔も見せずにそう言った。
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　銀色の化け物と相対しながら、グリコは鈴りん音ねたちと別れてからの毎日を思いだしていた。

「…………」

　千年も使い古した身体にはとうに時間の感覚はなく、年月は恐るべき速度でグリコの肉体を通過していった。

　半年。半年だ。

　殺菌消毒により肉人形にされた鈴音を元に戻す方法を捜し、諸国を巡り、すでにそれだけの日々が無為に消費されていた。しだいに思考には絶望がにじんできて、グリコは何度も狂気にかられてしまいそうになった。

　そんな自分の危うい理性を支えてくれたのは。

　自分の人生に比べればなんてことはないほど短い、けれど大切な、鈴音や賢さか木きとともに暮らした幸せな日々だ。

　あの三人でいられた時間を──もう一度。それが叶かなうならば、自分はどんなことでもしてみせる。

　そう誓い、脆もろさを内部に孕はらみながらも、グリコはこうして生きている。

「ここにくれば──何かが見つかると思っていた」

「……それで？　目的のものは見つかったかな、ヨノちゃん？」

　観かん音のん逆さか咲ざき町から遠く離れ、グリコは昔の仲間──自分に林りん檎ごを渡して消えた男女、〝くだん〟と〝きりぎりす〟とともに旅した道のりを辿たどっていた。自分よりも多くのことを知っていた彼らと歩いた旅路をなぞってみれば、何かしら得られるものがあるのではないかと思ったのだ。

　結局──これといった手がかりは見つからなかったけど、最後、自分が死んだ場所に到着したグリコを、待ち受けている不気味な男がいた。

「藉ぜき口ぐち、無なし法のり」

「くすくす。覚えていてくれて光栄だねぇ」

　複雑に編まれた黒い髪。異様な長身。狼おおかみの目。

　神父のような気高さと、野獣のような獰どう猛もうさを併せもつ男。

　千年前──まだヨノという名前だったグリコを殺したという男。

「藉口……どういうことだ」

　グリコはスプーンを取りだして、彼に向けると震えた声で問いかけた。




「どうして、ここには何もないんだっ!?」




　叫ぶグリコの周囲には、何もない。平地。荒れ地。どう表現しよう。雑草すらも生えていない不毛の大地が延々と、それこそ地平線の近くまでつづいていた。

　グリコが千年前、自分を拾ってくれた養い親たちと暮らした集落も。

　流行病が蔓まん延えんしたとき、決まって閉じこめられた天然の岩屋も。

　自分が落ちて死んだはずの──滝たき壺つぼすらもここにはなかった。

　千年という時間が地形すら変動させたのか？　そうも思ったが──それにしたって、グリコの記憶にある千年前の故郷が、残ざん滓しすら残さず消滅しているなんて普通に考えてありえない。

「くすくす」

　藉ぜき口ぐちは似合わない無邪気な笑い声を漏らし、動揺するグリコに静かな声で告げてきた。

「これで君は疑いを手にいれた」

　意味のわからない、しかし奇妙に心へ響いてくる言葉を。

「自分の故郷は本当にあったのか。養い親に拾われて、貧しい集落で暮らしたのか。自分は本当に滝壺で死んだのか。自分の記憶は本当に正しいのか」

　くすくす、と笑い、楽しそうにこちらを見る藉口にグリコは叫んだ。

「おまえ──何か知っているな！」

　握ったままのスプーンを、神速の勢いで彼に向けて解き放つ。

「教えろ！　おまえはグリコの何を知っている!?　正直に話さないと眼球えぐっちゃうぞ！」

　藉口の足元、地面に深く突きささったスプーンを指さし、グリコは必死な表情で彼を睨にらみつける。

「次は威い嚇かくじゃないぞ──教えろ、さぁ！」

「……眼球を抉えぐる？」

　藉口はそこで初めて笑みを消し、不思議そうな表情になった。

「それは教えてないなぁ。どこで覚えたんだろうなぁ。まぁいいけど──どうぞ？　抉りたいなら存分に」

　言うと同時に、彼の頬ほおに額に顎あごに──顔だけでなく首筋に肩に掌てのひらに、無数の眼球が生えてきた。

「……っ!?」

　それら大量の眼球で一斉にグリコを見つめ、藉口は余裕げに笑った。

「肉体変化と肉体改造、それが俺おれの特技でねぇ。ま──そんなことはどうでもいい」

　真しん摯しな表情でこちらを眺め、藉口は低く告げてくる。

「真実を知りたいなら、観かん音のん逆さか咲ざき町に戻るといい」

「………？」

　観音逆咲町。賢さか木きや鈴りん音ねの暮らす町。グリコにとっての希望と絶望が混こん沌とんとしているあの町に──真実がある？

「どういうことだ？」

　グリコは藉ぜき口ぐちに問いかけたが、彼は笑って応えない。

　ただ、最後──慈しむような目でこちらを見て。

「……過去を調べてもどうしようもないよ。この世界には現在しかない」

　やはり意味のわからないことを囁ささやいて、霞かすみのように姿を消した。




　それからグリコは思い悩み、罠わなを疑い、結局は藉口の誘いにのってしまった。

　数週間をかけて、グリコはこの町に戻ってきた。




「また──」

　町の異変は、一目でわかった。

　化け物が多すぎる。

「──化け物か」

　化け物。こことは違う次元に普段は隠れひそみ、気まぐれに現れて、人間を食う──ただそれだけの存在だ。種類は千差万別で、その生態には謎なぞが多く、殺すと死体を残さず空気に分解されて消えるなど、不可解な部分も多い。

　鈴りん音ねを元に戻す方法を見つけるまで、彼女らのところには戻らないと決めたから──グリコはこうして、陰ながら彼女らの命を脅かす化け物を狩っている。

　この化け物の異常発生が、どういう原因で起きているのかはわからない。

　ただ──その原因を察知して撲滅しないことには、安心してまた旅立てないと思った。

「き。きし。しし」

　笑い声なのか、金属が擦こすれているのか、判然としない不気味な音をたて──銀色をした化け物は立ちあがった。無機物的なその外見で、唯一、垂れさがった紅あかい舌が気持ち悪い。グリコは眉まゆをひそめ──懐からスプーンを取りだすと投げつけた。

　──キン。

　化け物は避よけようともしなかった。ただその硬質的な身体に弾はじかれ、ステンレス製のスプーンは床に落ちてしまった。

「……だいたい、こいつ眼球ないし。やりにくいな」

　つぶやき、グリコは舌のみを動かして笑っている化け物を注視した。グリコの武器はスプーンしかない。奥の手はあるが──あれは激しく林りん檎ごの力を消費するので多用はできない。おまけに、グリコは数ヶ月前、殺菌消毒という相手に右腕を奪われている。不死者には再生能力があるが、存在ごと消し飛ばされた腕までは回復しないようだ。

　さて、どうするか──。




〈世界で最も悪どい犯罪は──なんだと思うかのう？〉




　不意に、どこかから声が響いてきた。老人のような擦りきれた声。そのくせ妙に脳の奥まで響いてくる。

「………？」

　誰だれの声だ？

　目の前の化け物──ではない。廃工場の天井のあたりから聞こえたと思ったら、次の瞬間にはすぐ真後ろから響いてきたり──。

〈……殺人？　もちろん悪い。汚職？　よく新聞で叩たたかれておるのう。監禁？　他人の自由を奪うとは酷ひどいことじゃ。詐欺？　嘘うそをついてはいかんと小学生でも知っておるのう〉

　警戒するグリコを愉たのしむように、声は飄ひよう然ぜんと語りつづける。

〈さてさて──こうして犯罪の種類を並びたてると、とある一つの要素にそれらがまとめられることに気づくのう。相手から、反則的に、何かを奪うことが犯罪じゃ。法律ルールを破り、利益を得ることが罪と見なされ裁かれるのじゃ〉

「……誰だ!?」

　グリコは叫び、周囲にスプーンを向けて威い嚇かくした。だが、見たところ──正面の化け物とグリコしかこの工場にはいない。あらかじめ録音機レコーダーなどを仕掛けておいたのだろうか？　それとも目の前の化け物が予想もつかない奇妙な方法で喋しやべっているのか？

〈金を奪う。生命いのちを奪う。心を奪う。信頼を奪う。奪う。ただ奪う。そのような犯罪はなんと呼ばれるかのう？　あらゆる犯罪を総括した、究極の犯罪をなんと呼ぶかのう？　なぁ、おぬしは知っておるじゃろう──〝べろ包ぼう丁ちよう〟？〉

〝べろ包丁〟と呼ばれた銀色の化け物は、真っ赤な舌をつきだして大笑いしながら声に応えた。

「強盗ォォォォォォ！」

　じゃきん、じゃきん、じゃきん、と類人猿の示威行為ドラミングのように、〝べろ包丁〟は両手を擦り鳴らせ、それから無意味に積まれた段ボール箱を切り刻んだ。

〈──そう、強盗。そこの化け物は本名を時雨しぐれ紅べに丸まるといってのう。究極の犯罪──強盗を生業なりわいにしておった。命を奪い金を奪い宝石を奪い尊厳を奪った。そこがあの性悪な最弱のやつに気にいられてのう、このような姿に改造されてしもうたのよ〉

　傑作な映画の紹介でもするような口調でそれだけ語り、訝いぶかしげな顔のグリコに声は語りかけてくる。

〈……おや、反応がないのう。こやつはおぬしの兄弟みたいなものなのじゃが？〉

「────」

　その意味がわからない言葉に、グリコは表情を変える。

「……どういうことだ。おまえは誰だ！　いったいグリコの何を知っている!?」

〈儂わしか？　儂は涙歌メロディアノイズ。救世主のようなことをやっておるよ〉

　戯おどけるように声は名乗ったが、やはり一声ごとに聞こえてくる場所が変わるのでどこから声がしているのかは判然としない。

〈……おやおや、そんなに警戒せずとも良いぞ。儂はただの臆おく病びよう者ものじゃ。怖がりで、泣いてばかりで、だから涙歌と呼ばれるのじゃ〉

　意味のわからない単語の連なりだったが、いくつか聞いたことのある言葉があった。あれは──数ヶ月前、殺菌消毒が何度か口にしていた言葉。神じん蟲む天てん皇のう。不快逆流。一人部屋。最弱アルティメットシールド。破局ポイズン。涙歌メロディアノイズ。

「……殺菌消毒の同類か」

　あの恐ろしい女を思いだし、グリコは失った右腕の付け根を押さえる。

　涙歌メロディアノイズは、不機嫌そうに声を波立たせた。

〈──心外じゃな。七つの欠片かけらはそれぞれが独立した個人じゃ。仲間のように思われては困るのう。まぁ、ほとんど何も知らぬおぬしに理解できぬのも詮せん方かたないか〉

　声は一点、和やかに語りかけてきた。

〈のう──おぬし、知りたいことはないかのう？〉

「…………」

　グリコは無表情になる。知りたい、命に代えても知りたいことはある。自分のせいで肉人形になってしまった、鈴りん音ねを元に戻す方法──。

　そんなこちらの表情を読んだのか、涙歌メロディアノイズは楽しげに声を弾ませた。

〈知りたいことがあるのじゃな？　ならば教えてやってもよいぞ？　儂わしは救世主の涙歌メロディアノイズ──迷える仔こ羊ひつじに託宣し、正しい道に導くのが『役割』じゃ。……そうじゃのう〉

　少しだけ考えるような間があって、声は悪魔のように囁ささやいてきた。

〈一つか、五つじゃのう〉

「………？」

　グリコが眉まゆをひそめると、涙歌メロディアノイズは冷淡に要求してきた。

〈だから──知りたいことを教えてやるから、その対価を寄越せ、と言うておる。……そうじゃのう、おぬしが『林りん檎ご』と呼んでおる『小さな欠片』五つか、神の役割──その断片、七つの『大きな欠片』、その一つでいいじゃろう〉

　対価を求めて救世主は、静かに語りかけてきた。

〈欠片を全すべて集めきって、『神』──完全体に戻るというのが殺菌消毒の目的らしいがのう、儂や最弱アルティメットシールドは少ぅし目的が違ってのう。欠片はいくらあっても足りぬのじゃ。どうじゃ？　儂こそ全知の涙歌メロディアノイズ、どんな疑問でも欠片を払えば教えてやるぞ？〉

「…………」

　グリコは、その提案に少しだけ考えこむ。殺菌消毒の同類ともいえる涙歌メロディアノイズに頼るのは正直──不安、どころか身の危険すら感じるが、悪魔に魂を捧げても──鈴音を元に戻すとグリコは誓ったのだ。

　幸せになれたはずの彼女を、あんな姿にしてしまったのは自分だ。

「……いいだろう」

　グリコは瞳ひとみに決意を灯ともらせて、虚空を見上げた。

「おまえが何を企たくらんでいるかは知らんが、グリコは情報を得ることができればそれでいい。林りん檎ごが五つか、大きな欠片かけらが一つだな。今は──足りないから、適当に捜して集めてやる」

〈……ふむ。おぬしは殺菌消毒と戦ったとき、彼奴きやつの心臓ごと大きな欠片を奪ったと聞いておったのだがのう？〉

　涙歌メロディアノイズの訝いぶかしげな声に、グリコは鼻で笑って応えた。

「それが目的だったのか？　お生あい憎にく様だな、グリコはそんなもの知らないぞ。あんなもの、あいつを殺したときにその場に捨てた」

〈ふむ──〉

　声は奇妙に反響し、廃工場に波紋を広げた。

〈まぁ良い。儂わしは欠片が手に入るならそれでいい。健闘を期待しておるぞ。……では、〝べろ包ぼう丁ちよう〟よ、帰ろうぞ〉

「き──しゃあッ！」

　叫び、瞬間、〝べろ包丁〟が獣のような動きでグリコに向かってきた。咄とつ嗟さに反応し、身をかわしたが、刃やいばが掠かすって髪の毛を何本か持っていかれた。

「……くっ、やる気か！」

　スプーンを出してグリコは構えたが、涙歌メロディアノイズの叱しつ責せきが飛んだので動けなかった。

〈これ！　〝べろ包丁〟！　勝手な真似をするでない！〉

「き。ししっ。きししっ」

　金属の擦こすれる音をたて、〝べろ包丁〟は舌を踊らせ笑いながら挑発するように跳ねまわった。そして回転し、全すべてを切り裂く竜巻のごとく工場の設備を破壊していく。

〈……くそっ、こやつは情緒面で不安じゃのう。やはり手て長なが鬼おにが消えたのは痛手か──あいつは扱いやすかったのにのう……。最弱アルティメットシールドめ、厄介な手て駒ごまを押しつけよって。このっ！〉

　びぎり──と力が迸ほとばしった。鞭むちに打たれた犬のように〝べろ包丁〟は『ぎゃんっ!?』と悲鳴をあげ、何かに怯おびえるように工場の外まで逃げていってしまう。涙歌メロディアノイズが何かしたようだが──よくわからない。見えなかった。ただ、風で髪が乱れた。

　涙歌メロディアノイズはひとまず落ちついたか、元の調子を取り戻して告げてきた。

〈ではな──眼がん球きゆう抉えぐり子こ、吉報を期待しておるぞ。儂は全知の感覚器官、──用があったら気軽に呼ぶがいい〉

　言い残し、声は奇妙な反響を残して消えていった。

「…………」

　グリコはしばらく意味もなく荒らされた工場を眺めていたが、やがて嘆息し、握りしめたままのスプーンを見つめた。

「誰だれかから欠片を奪い──涙歌メロディアノイズと取引をして、鈴りん音ねを元に戻す方法を知る」

　つぶやき、弱々しく視線を落とす。

「……間違っていないよな？　また──グリコは、間違ったりしていないよな？　鈴音、賢さか木き──父さん、母さん」

　そばにいない、あるいは二度と触れられない、大切なひとを想おもう。

　心臓を抉えぐる。あるいは痛めつけて奪う。それが林りん檎ごを奪う──数少ない方法なのに、何も知らない人間にそんなことをする自分が、どうしてだか想像できなかった。

　……でも。

「化け物に、戻るって決めたものな──」

　グリコは独り、つぶやいた。






二♪

炎砂糖と片思い
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　うねる。うずまく。悪意の奔流。

　ゆがむ。ゆらめく。不快の潮流。

「……けれど、よくわからないの」

　観かん音のん逆さか咲ざき町から少し離れた山奥の電波塔。高い高い尖せん塔とうの頂点に片足で立って、不快逆流──殺さい原ばら蜜みつ姫きは首を傾かしげていた。何本もの電波塔が建つこの場所は黒々とした森で埋めつくされていて、建物といえばどこの金持ちのものか巨大な屋敷が一つだけ。

　山の渓谷が生みだす突風に何度も吹っ飛びそうになりながらも、驚異の身体バランスでその場に留とどまり蜜姫は独り言を漏らしている。

　否いな──独り言ではない。

「そうね──」

　隠す必要がないからか、定位置のショルダーバッグから取りだされた生首が、蜜姫と同じく下界を睥へい睨げいしながら応えている。

「化け物が増えているのは、観音逆咲町だけじゃない。世界で、同時多発的に、化け物が溢れ始めたんだわ」

「……どうして？」

　丸い耳のついた帽子を手で押さえ、蜜姫は彼女に問いかける。

「今まで、こんなことはなかったの。どうしていきなり化け物が増えたのかな？」

「わからないわ──私も神じん蟲む天てん皇のうから全すべてを伝えられたわけではないもの。ただ、推測はできる。きっとね、この化け物の氾はん濫らんは私が原因よ」

　ぽつりと彼女がつぶやくと、蜜姫は団どん栗ぐり眼まなこを大きく見開いた。

「犯人はお姉ちゃんかぁ──ッ★　信じてたのにぃ────っ♪」

　そして生首をただでさえ高い電波塔の頂上から真上に投げた。

「ひ──ぃぃぃぃあ!?」

　高速回転しながら天空に吹っ飛んでいき、生首は必死になって叫んだ。

「もう、あなたは本当にお馬ば鹿かさんね！　最後まで話を聞きなさい！　私が言いたいのは、私が誰だれかに引き継ぐ前に大きな欠片かけらを失って、化け物の抑止力になっていた殺菌消毒の『役割』が消えたからって──ひい！　高い！　回る！　怖いぃ！」

　悲鳴をあげる彼女に、蜜姫は『ぺろっ』と舌をだして自分の頭を小突いた。

「てへっ★　蜜姫ちゃん、早とちりっ♪」

「覚えてなさいよぉぉ！　そこの脳なし小娘ぇぇ！」

　上空から呪じゆ詛そを吐いてくる生首を見ないで、蜜姫は少しだけ考えてみる。

　化け物が増える、その現象の原因は殺菌消毒の不在か。善悪を分類し、その悪を容赦なく始末する殺菌消毒は、今まで断続的に現れる化け物たちを退治していた。

　殺菌消毒の『役割』が果たされなくなって、これ幸いにと化け物たちが現れるようになった？

　納得できる理屈だが──何者かが、殺菌消毒の不在を狙ねらって陰謀を巡らしている可能性もある。化け物をつかってどんな悪事を働くつもりなのかは不明だが、『役割』的に悪意を読みとることに長たけた蜜みつ姫きは嫌な予感をおぼえていた。

　敵の狙ねらいを推測してみよう。化け物が増えることで、発生する現象は世界の混乱──そして人々の死。

　つまり──。

「…………」

　蜜姫は瞑めい目もくし黙考する。

　つまり……なんだろう？

「──ちょっ、姫！　なに難しい顔で考えこんでるのよ！　あなた私のこと忘れてない!?」

「お姉ちゃん、うるさいのっ★　ボク考え事してるんだからっ♪」

「やっぱり忘れてた！」

　がつん、と落下してきた生首が蜜姫の頭部に直撃し、あっさりバランスを崩した蜜姫は鉄骨造りの電波塔からものすごい勢いで転がり落ち──。

「ちゅ──っ!?」

　でんぐり返り、どんでん返り、そのまま地面に叩たたきつけられた。
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　──べちゃっ。




「………？」

　今、なにか聞き覚えのあるような、でも滅多に聞くことのない感じの音がしたような。黒くろ木き竜たつゑえは豪ごう奢しやな装飾が目立つ窓の外を眺め、僅わずかに眉まゆをひそめた。

　すぐに鋭い叱しつ責せきが飛んでくる。

「竜ゑさん、集中なさい。外の音に気をとられてはいけません」

「……はい、先生」

　竜ゑは頷うなずき、暗い表情をした。

　世界の支配者、賢さか木き財閥の分家に属する黒木家は、分家といえども日本では有数の大富豪である。竜ゑはその長女、将来を約束された身だが、そのぶん怠惰を貪むさぼれるわけでもなく──むしろ精神的、肉体的な苦痛は尋常なものではなかった。

　生まれてきてから、今日まで。

　ずっと──竜ゑは籠かごの鳥だった。

　今は醜い家鴨あひるだけれど、いつか綺き麗れいな白鳥になるの。そんな御お伽とぎ噺ばなしのような思考で、母親の夢想で、竜ゑは徹底的に英才教育を施された。学問。芸術。運動競技スポーツ。どれも完かん璧ぺきにはこなせずに、才能のなさを罵ののしられ、苦しみながら。

　黒木竜ゑは白鳥として生まれ、いつか世界に羽ばたくだろう賢さか木き愚ぐ龍りゆうの義妹である。彼がもし死んだり、財閥を継がないようなことがあれば、〝滑り止め〟の自分がその役目を代わることになる。

　賢木財閥当主──賢さか木き願がん鳳ほうに愛された母は、だからこそ竜ゑに期待した。幸いなのかどうなのか、義兄の愚龍は財閥にあまり興味がないようだし、竜ゑが将来、賢木財閥の主となる可能性も皆無ではないのだ。

　けれど──母もわかっているだろう。

　自分は醜い家鴨ですらない。ただの無能な鴉からすなのである。

　籠に保護して、良い餌えさを与え、どれだけ羽を洗っても、思うとおりに綺麗にならない。白くなれ、白く美しくなれ、と罵られても、鴉の竜ゑには無理なのだ。

　涙がこみあげてくる。

　何度、逃げだしたいと思ったか。

　竜ゑだって努力した。少しでも周囲の期待に応えたいと思った。けれど──どれだけ身体と心を苛いじめて努めても、完璧な存在だった義兄には遠く及ばないのだ。

　人間には、生まれたときに定められた性能の違いがあると思う。

　自分には無理だ。自分はやはり黒木なのだ。賢木の代わりにはなれない。

「……まったく」

　防音構造の音楽室でバイオリンの練習をしていた竜たつゑえに、家庭教師の女性が足を組んで溜ため息いきをついた。わざと聞こえるように言ったのか、思わず口にしてしまったのか。




「お義に兄いさんは、もっと上手に弾けたのに」




「────」

　その言葉は、竜ゑの脆もろい部分を的確に貫いた。

　お義兄さんはもっと優秀。お義兄さんはもっと巧うまい。お義兄さんには才能がある。お義兄さんを見習って。お義兄さん。お義兄さん。お義兄さん。

「…………わたくし」

　がしゃん、とバイオリンを落とし、暗く俯うつむいた竜ゑは声を漏らした。

「──わたくしは、お義兄様の代わりじゃない」

「竜ゑさん！」

　家庭教師がいきりたって、薄い眼鏡越しにこちらを睨にらみつけてきた。

「何をやっているのです！　練習のつづきをなさい！」

「…………」

　嫌な、沈黙。

　竜ゑは冷たい涙を零こぼし、家庭教師を睨みかえした。

「……そんなにお義兄様が好きなら、お義兄様だけを教えていればいいじゃない。わたくしは、わたくしは──お義兄様の代わりじゃない！」

　限界だった。

　母の媚こびるような視線。そのくせ陰では竜ゑの才能のなさに溜ため息いきを漏らしている。それを竜ゑは幼いころに目撃してしまった。あの子は駄目ね。そう言われていた。誰だれも自分を認めてくれない。みんな自分を見てはいない。

　そんなことは知っていた。でも必死で気づかないふりをしていたのに。

「竜ゑさん！」

　手を伸ばしてくる家庭教師を、竜ゑは烈火のごとく睨みつけた。

「──大嫌い！」

　叫ぶと、突風が生まれ、家庭教師は吹っ飛ばされて壁に叩たたきつけられた。

　少しだけ竜ゑは満足したが、すぐに虚むなしくなって、音楽室の扉を開くと廊下を駆けていった。

　風を操る力。義兄にはない能力を得て。

　初めて──竜ゑは、自分がこれまで〝賢さか木き愚ぐ龍りゆうの代用品〟としか思われていなかったことを自覚した。竜ゑは、これまで、賢木愚龍の辿たどった足取りをなるべく上手になぞることのみを求められていたのだ。誰も竜ゑの未来などに期待していない。誰も竜ゑを愛していない。誰だれも竜ゑを見ていない。

　気づいてしまった。

　──耐えられなくなった。
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　──ねぇ、お母さん、絵が上手だって先生に褒められたの！

　──まぁ、良かったわね竜たつゑえ。その調子で、お義に兄いさんみたいに立派なひとになるのよ。

　──うん、あたしがんばる！　だから、お母さん、だから……。

　──なぁに、竜ゑ？

　──……あたしを褒めて。
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　怖い映画を観みたとき。家庭教師に叱しかられたとき。飼っていた小鳥が死んだとき。哀かなしいこと、苦しいことがあるたび、竜ゑはその部屋を訪れていた。時が流れ、互いに齢としを重ねるうち、そのようなこともなくなっていたが──。

　黒くろ木き家の屋敷に隣接した、屋敷の景観を損なわない程度に大きな長屋構造の建築物。そこが黒木の屋敷に勤める四十人ほどの使用人が暮らす住居である。誰にも見つからないようこっそり勝手口から侵入し、廊下を歩き、竜ゑは目当ての部屋を発見する。

　忙しく働く使用人たちはまだこの建物には帰っていないようで、物静かだった。もうじき夕ゆう餉げの時刻か──屋敷には戻りたくないし、今日は晩飯を食べないことにしようと竜ゑは心に決めた。

『貴御門御貴』とプレートのかかった部屋の前に立つ。使用人は、一人につき一つの部屋を与えられている。御み貴たかは使用人の息子で、まだ見習いである。いつもは雑用などをやらされているが、今日はたしか一週間に一度の休みの日だったはず。

「御貴──」

　こんこん、と礼儀としてノックしておく。返事がないので、竜ゑは訝いぶかしげに思いながらもゆっくりと扉を開いた。

「……いませんの、御貴？」

　そして踏みだそうとして、床が足の踏み場もないほど散らかっているのに気づいた。竜ゑの私室はきちんと整せい理り整せい頓とんされていて、このような乱雑な部屋など見たこともなかったから、怯ひるんだ。足元を見下ろすと、雑誌や、漫画や、人形や、よくわからない──今まで竜ゑの世界とは無関係だった代物がごろごろ転がっていた。

　最後にこの部屋に訪れた──数年前は、こんなではなかったのに。

「な。な」

　そのうちの一つ、裸の女の子の絵が描かれた漫画を見つけて、竜たつゑえは真っ赤になってしまう。わかっていたことだが、御み貴たかはここまで大変なことになっていたのか。

「……竜ゑか」

　不意に御貴の声が聞こえる。それほど広い部屋ではないのに、御貴の姿は確認できない。竜ゑは視線を巡らせた。箪たん笥すに、クローゼット、デスクトップ型のパソコンに本棚。部屋の隅にはベッド。

「まったく、驚かせないでよ」

　そのベッドの真下から──御貴が這はいでてきた。

「こ、こ、こっちの台詞せりふですわ！」

　竜ゑは狼ろう狽ばいしながら彼を睨にらみつけた。

「いったいどこから出てきますの、御貴！　虫や爬は虫ちゆう類るいでもあるまいし！」

「…………」

　その言葉に御貴は何な故ぜかものすごく真面目な顔で沈黙したが、やがて首を振り、ベッドの上に置かれたビニール紐ひもで漫画雑誌をくくり始めた。見ると、きちんとゴミを分別してゴミ袋に収納し、雑誌は束ねて、どうも処分しようとしているらしい。

「……何か用？　僕は掃除していて忙しいんだけど」

「掃除って──御貴」

　竜ゑは、やはり荒れた室内に足を踏みだす勇気がなく、後ろ手で扉を閉めながら立ち尽くした。

「こういうの……好きだったんじゃありませんの？」

「らしいね」

　他人事のように言いながらも、御貴は作業をつづけている。

「けれど、母親というひとが毎日のように片付けなさい、掃除しなさい、こういうことは卒業しなさいと喧やかましいからね、僕はべつに興味ないし、言うとおりにすることにしたんだ」

「…………」

　やはり、御貴は変わった。御貴の母──竜ゑの使用人でもある彼女は、近ごろ御貴が反抗期で、言葉遣いも悪くって、言うことを聞かなくなってきたと愚痴っていたのに。

　御貴は不器用な手つきで雑誌を縛り、ベッドに積んでいく。

「どうも、母親は僕がこうして掃除をすると幸せらしい。泣いて喜んでいたよ。……そんなふうに、母親が喜ぶと僕も嬉うれしくなる」

　わずかに微笑ほほえんで、つぶやく彼が輝いて見えて──竜ゑは家庭教師のせいで凍ってしまった心が溶けていくのを感じた。

　御貴が変わって、喜んでいるのは彼の母親だけではない。

　感動している竜ゑを横目で見て、御貴は変な顔をした。

「ところでさ、竜ゑは何しにきたのかな？　涙の跡があるけれど、誰だれかに苛いじめられたのかな？　まったく、なんだか知らないけれど、人間は本当によく泣く生き物だね？」

「あ──べ、べつに」

　気遣われたのが嬉うれしくて、思わず涙がこみあげたが、強がりな気持ちが鎌かま首くびをもたげて──つい、竜たつゑえはそっぽを向いてしまった。

　けれど、すぐに不器用な手つきの彼を見ていられなくなって、一念発起、漫画や脱ぎ散らかされた服ばかりの床を歩いてベッドまで移動した。

　とふん、と柔らかなベッドに座り、御み貴たかを手伝うことにする。竜ゑが着ている服は簡素なドレスで、少し動きにくかったが──仕方がない。

「手伝ってくれるの？　竜ゑは良い子だね？」

　御貴が真顔で言うので、竜ゑは床の雑誌を手にとりながら首を傾かしげる。

「良い子って……変な褒め方しますのね？」

「うん？　昔、竜ゑがそう褒められて嬉しいって僕に言ったんじゃないの？」

　なんでもないふうに言ってくる彼に、竜ゑは憮ぶ然ぜんとする。

「それは──幼いころの話です。けれど、よく覚えていますのね？」

　少し嬉しい。自分との記憶を、御貴は忘れずにいてくれた。

　しばらく黙々と二人で作業をしていた。竜ゑの気持ちは緩やかに癒いやされていった。黒くろ木きの屋敷で孤独に生きるということは、裸で吹雪のなかに立っているようなものだ。けれどこの部屋には──たしかな温かみがある。

「しかし、本当に、たくさんありますのね……」

　表紙を見て安全そうな漫画を手にし、竜ゑはぺらぺらっとめくった。御貴は頷うなずき、やはり他人事のように淡々と語ってくれる。

「思考のおよそ八割。お小遣いの九割。記憶のおよそ五割。それが貴たか御み門かど御貴のこういう趣味への傾倒の比率だね。僕もこれらを切り捨てるためにかなりの心的なストレスを感じなきゃいけなかったよ」

「……大したものですわ。これは嫌味ではなくてね」

　漫画を閉じ、竜ゑは物思いに沈む。

「わたくしにも、こんなふうに熱中できるものが一つでもあれば……あるいは違ったのかもしれませんわね」

　誰だれかの言いなりになって、他人に褒めてもらいたくて、ひたすらに努力をしていた自分の人生は、御貴と比べてどうだろうか。つまらないものではないだろうか。空っぽで、そこには何もなかったのではないか。

「わたくしも、何か趣味でも見つけて、それを楽しみにしましょうか。……御貴、わたくしね、ぬいぐるみとか作ったりするのわりと好きなのですわ。もちろん──裁縫の技術的には、お義に兄い様と比べると未熟だと思いますけど、なかなか大したものですのよ？」

「へぇ……。人間がつくる偶像には神と己への幻視があるからね、興味深いな。いつか見せてくれない？」

　変なことを言われたが、気にしないことにして竜ゑは微笑ほほえむ。自然と和やかな気持ちになって、心がゆっくり解きほぐされていく。

「えぇ、喜んで」

　幼いころ、自分の居場所だった彼と、今──こうして、二人でいる。それは竜たつゑえにとって、染みてくるような幸せだった。ずうっとこうしていたいと思った。

　先日に見た、彼の人間の皮膚の下に隠された黒い肌を忘れたわけではない。

　でも、たとえ彼が変わった理由がなんであれ、竜ゑは彼が愛いとしいと思う。

　──愛しい？

「…………」

　そうか──きっと、そうなのだろう、と竜ゑは自分でも意外なほどにその感情をすんなり受けいれることができた。

　昔、大好きだった、約束どおり──頼もしくなってくれた彼、貴たか御み門かど御み貴たかを、自分はどうやら心から、大切に、愛しく想おもっている。

　両手を胸の前にやり、竜ゑは静かに目を瞑つむる。

「……御貴。誰だれもが黒くろ木き竜ゑを〝滑り止め〟としか見ないこの屋敷で、あなただけは、わたくしを黒木竜ゑとして見てくれている気がする。それが、わたくしには嬉うれしいですわ」

　子供のころのように素直に笑うと、御貴は首を傾かしげた。

「……よく、わからない。あなたは黒木竜ゑだろう？　僕には他の誰にも見えないぞ、……変なのかな？」

「──いいえ」

　竜ゑは首をふり、幸福に満ちた声で囁ささやく。

「わたくしは、黒木竜ゑで正解です」

　微笑ほほえむと、御貴もつられたか仄ほのかに笑ってくれた。しばし見つめあい、なんだか無性に彼に縋すがりつきたい気分になって、竜ゑは目を潤ませた。

「……御貴」




「感動した──っ★」




　ばーん、と不意に扉が開き、ホラー映画のように全身が血まみれの少女が現れた。竜ゑは一瞬にして硬直し、御貴も驚いたか悲鳴をあげていた。和やかな空気は吹っ飛んで、すっとんきょうな少女の声に支配された。

「なんだもうっ──変な気配を感じたからこっそり近づいてみたらこないだの二人じゃないのっ♪　いやぁん、けれど蜜みつ姫きちゃんドキドキなのっ★　詳しいことはわからないけど乙女心がヒップホップハッピーなのぉぉ♪★」

　相変わらず発言の七割も意味がわからない言葉を並べて、彼女はビシッとこちらに大きな手袋で指をさしてきた。

「よぉしっ★　二人の素敵な恋心、ボクがくっつけてあげちゃうのっ♪　ボクは天使の不快逆流、愛しあう男女をゴールインさせるのも『役割』だからね多分っ！　ていうか、ていうかぁ、キミたち焦じれったくて愛らしくて蜜みつ・姫き・ちゃ・ん・大・興・奮★♪」

「…………」

「…………」

　大口を開けて固まっている竜たつゑえと御み貴たかに、丸耳帽子の少女はきょとんとした。

「……ちゅっ？　お姉ちゃん、二人とも反応してくれないのっ♪」

「姫、いきなりテンションの高い血まみれの女の子が現れたら誰だれでも怯おびえるわ。それよりも、この二人に協力？　何を？　殺さないうえに手伝ってあげるって──どういうこと？」

　こちらは無傷の生首が──怪け訝げんな顔で問いかけている。

　蜜姫は頷うなずき、無邪気に笑った。

「うん、みんな笑って、みんな幸せ、そんな世界がボクは好きなのっ♪　不快逆流が必要ない、平和な世界を願ってるだけなのっ★」

　手を振って、天使の彼女は叫んだ。

「世界、好きっ♪」

　にっこり笑う。

「人間、好きっ★」

　そして元気に跳びはねて、呆ぼう然ぜんとする二人に背を向けた。

「世界の片かた想おもいじゃない、人間の片想いじゃない、人間と世界の相思相愛が──不快逆流の最高の願いなのっ♪★」

　最後に肩越しに振りかえって、彼女は去りぎわに言ってきた。

「……ということでっ、二人とも、もっとラブラブしてほしいのっ♪　まぁ今日はお邪魔っぽいので帰るけど、近いうちにまた会うことがあるかもねっ★　みんなみんな、もっと！　もっともっと！　世界を愛するのぉぉ、人間を愛するのぉぉ、ラブ＆ピース！　ラブ＆ピース！」

　爆撃のように叫びながら、不思議な少女は去っていった。

　残された竜ゑは──御貴を見て、蜜姫の言葉を思いだし、赤面した。

　…………。

　それから屋敷に帰らずに彼の部屋に泊まったが、なんだか気恥ずかしくて──竜ゑは一言も喋しやべることができなかった。

　──ラブラブ、とかじゃないし。
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　私立観かん音のん逆さか咲ざき高等学校は、とりたてて偏差値が高いわけではなく、部活動などでもあまり目立った活躍をしていない平凡な学校である。そんな学校に進学したいと竜ゑが言いだしたものだから、母親などには嫌になるくらい怒られてしまった。

　長い口論の果て、結局、竜たつゑえは半年だけその我わが侭ままを許されることになり、半年後──つまり十月には、母の選んだもっと高潔な女学校に進学することを約束させられた。

　別に構わない。普通の学校に通いたいとか、親に無意味な反抗をしたいとか思ったわけではないのだ。竜ゑが、そんなふうに横車を押してまでこの高校に進学したのには理由がある。

　世界を裏から支配する賢さか木き財閥の次期当主、賢さか木き愚ぐ龍りゆうがこの学校の教員をやっていることを竜ゑは知っていた。関係者のあいだでは有名な事実だったし、実際、この学校の生徒でも彼のことを知らない者はいなかった。

　栄光の未来を捨てるように、周囲の人々の反対を押しきってまで、彼がこの学校に勤め始めたのは何な故ぜなのか。これも学校では有名らしい、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねという少女のためか。他にも理由があったのか──竜ゑは知りたかった。

　それに、竜ゑでは想像するだけで圧死してしまいそうな賢木財閥の次期当主という重圧から、彼を支えているのはいったい何なのか。彼の強さの理由が知りたかった。彼があんなに自信たっぷりに生きていられる原因が知りたかった。

　賢木にあって、竜ゑにないもの。

　その正体が──狂おしいほど知りたかった。

「…………」

　けれど、そんな竜ゑの思惑とは裏腹に、学校に賢木の姿はなかった。上級生などに聞きこみをしたところ、去年の冬から賢木は学校に姿を見せていないという。それは彼の愛した少女、宇佐川鈴音も同様だった。

　おかしい──と竜ゑは思う。二人はどこに消えてしまったのか。そんなことばかりひたすらに考えていた。時間は腐るほどあった。学校の授業はとうの昔に家庭教師から教わったことばかりだったし、制服が規則の観かん音のん逆さか咲ざき高校でドレス姿という浮いた雰囲気の竜ゑに話しかけてくる生徒もいなかった。

　別にいい。学力や友達を求めて、この学校にきたわけではないのだ。

　けれど──それが本当なら、この胸に満ちる虚むなしさはなんだというのだろう。




「キミの後ろに黒い影っ★　振り向けばそこに殺さい原ばら蜜みつ姫きなのっ♪」




　昼休み。あちこちの教室で聞きこみをしていた竜ゑは、背後から聞こえてきた砲撃のような少女の声に思わずつんのめってしまった。

「な──」

　目を見開いて振りかえると、丸耳帽子に巻き尻尾しつぽ、観音逆咲の制服を着た殺原蜜姫が立っていた。

「やっほーっ★　意外に早く再会できて嬉うれしいのっ♪」

　大きな手袋を嵌はめた両手を挙げた彼女は、悪戯いたずらを成功させた子供のように笑っていた。彼女と最初に会ってからもう二週間ほどが経過したが──昨日、黒くろ木きの使用人が住む建物にいきなり現れて告げてきたとおりに再び彼女は姿を見せてきた。

　竜たつゑえは怖さ半分、驚き半分で動けず、ただ彼女のことを凝視していた。

「な──なにが、目的ですの？」

　忍ばせていた扇子を取りだし、彼女にビシッと突きつける。精一杯の虚勢をはって、震える声で竜ゑは問いかけた。

「どうして……わたくしたちに付きまとうんですの？　そもそも──あなた、いったい何？」

　蜜みつ姫きの漫画じみた人間離れした動きと、再生速度、それに竜ゑの竜の吐息ドラゴンブレスを食べて跳ねかえした──あの不可思議な能力を思いだす。彼女が、まともな人間じゃないことは竜ゑにだってわかる。

　それでは、いったい蜜姫は何者なのか。

　妖よう怪かい？　化け物？　宇宙人？

「うん──お姉ちゃんに言われたの」

　お姉ちゃんなの、と担いだ鞄かばんを示しながら──彼女は笑った。

「殺さないんだったら、せめてキミたちを手て懐なずけて、困ったときに利用したりすればいいって♪」

「……姫、正直は美徳だけど正直すぎ」

　裏の企たくらみを全すべて語ってしまう蜜姫に、生首のものらしい声が呆あきれたように言っていた。

　しかし──あの生首も奇妙な存在だが、お姉ちゃんと呼んでいるからには姉妹なのだろうか？

　何もかもわからない。

「…………」

　警戒して沈黙していると、蜜姫は無邪気に微笑ほほえんだ。

「まぁ、とにかく──こういうこと」

　素早く動いて竜ゑの手をとり、彼女は当たり前のように言ってきた。

「友達になろうっ★」

「────」

　絶句すると、蜜姫は天てん真しん爛らん漫まんな──何か大切なものが抜け落ちているような笑顔でこちらを見た。

「……ボクは、キミたちのことが知りたいの。キミも、ボクたちのことが知りたいでしょ？　だから──お友達になるのっ♪　仲良くなって、教えあうのっ。簡単な話なのっ」

　当然のことのように、彼女はそう言った。

　友達になる？　仲良くなって教えあう？　何を呑のん気きな──というか、先日、恐ろしい勢いで殺しにきたのはそっちではないか。

「…………」

　混乱の絶頂にありながら、何な故ぜだろう──竜たつゑえは、無邪気な彼女の提案を拒否することができなかった。
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「…………」

　そして現在、竜ゑは猛烈に後悔していた。

「──甘さの桃源郷パラダイス！　味覚の理想郷ユートピア！　糖分と舌触りの天国シャングリラぁ！……あぁん、良い仕事をしているのぉぉ★　ボク、こんなの何回も食べたら駄目になっちゃうよぉぉ♪」

　薄暗い喫茶店である。『インディアンバー』と銘打たれたこの店は学校に近い位置にあるが、電車通学の竜ゑが利用している駅とは逆方向にあるので存在を知らなかった。別にいい。こんな場末の喫茶店などに味の格差はない。食を楽しみにきたわけではないし、間食の習慣がない竜ゑは最初、コーヒーのみを頼んで何も食べるつもりはなかった。

　けれども──。

　照明のついていない喫茶店。観葉植物の前。四人がけの席。目の前に座った丸耳帽子の少女があまりにも美お味いしそうにチョコレートパフェを食べるから。

　興味をもってしまった。竜ゑだって甘いものは好きだ。竜ゑと同じく蜜みつ姫きに呼ばれていたらしい御み貴たかに耳打ちし、こっそり彼に蜜姫が食べているチョコパフェを注文してもらった。竜ゑは食が細いのでこんなどう見ても胃袋に収まらない量は食べられない。彼のお皿から少しだけ分けてもらおうと思ったわけである。

　一時だけは蜜姫への不安も不審も、全すべてを忘れてチョコパフェを待った。

　そして無表情ながらも『酔狂だな』みたいな顔をした店長がそのお皿を運んできて、美味しいよ最高だよと笑う蜜姫の前、竜ゑはスプーンを握りしめてお上品に食べた。

　舌が抜けるかと思った。

「～～～～ッ！」

　甘──。

「～～あ。ひ。ひあぁぁ甘ぁぁ!?」

　口から火がでるほど辛い、というのは表現としてよく耳にするものだ。

　けれど、この瞬間──竜ゑは口から火がでるほど甘いという表現も世界には存在するのだと知ってしまった。

　ばんばん、とテーブルを叩たたき、身み悶もだえし、竜ゑは涙目で隣りの御貴を見た。彼もこの攻撃力の高すぎるチョコパフェを口にしたせいでテーブルに突っ伏し悶もん絶ぜつしている。

　慌ててお冷やを口に含み、しかしそんなものではこの甘さをどうにもできず、店長に急いでブラックコーヒーを追加注文しながら竜ゑは叫んだ。

「な、な、なんですのぉこの殺人的な甘さは!?」

　もしも軍事目的で糖分が研究されたら、最終的に完成する兵器はこんな感じだろう。チョコクリームが甘いアイスが甘いシロップが甘い果物も甘い。

　糖分が竜たつゑえの繊細な味覚神経を爆撃し、脳まで一気に走り抜ける。たった一口でこの威力。ぱくぱく食べている蜜みつ姫きは普通に人間じゃないと思う。

「ちゅっ？」

　口元をチョコクリームで汚しつつ、蜜姫は不思議そうに首を傾かしげてきた。

「どしたの、タッチ。そんなに甘いの？」

「甘いなんてものではありませんわ！　なんですのこの気が狂ったような甘みは！　砂糖も知らない未開の地の原住民に食べさせたら即死確定ですわ！」

　真っ赤になって怒鳴り、まだ復活できずに倒れたままの御み貴たかを横目で見る。可哀かわい想そうに。彼、竜ゑよりも多くの量を一気に口に放りこんでしまったから。

　目を瞑つむり、運ばれてきたコーヒーをくぴくぴ飲んで竜ゑは一息つく。

　蜜姫は本当に理解できないという顔で、休まずチョコパフェを口に持っていく。

「……むう、この美お味いしさがわからないなんて、タッチは可哀想なの」

「あなた舌とか大丈夫？　麻ま痺ひしてるんじゃありません!?」

　それよりも、と竜ゑはふと気づいて眉まゆをひそめた。

「…………タッチ？」

　この喫茶店にきてから、チョコパフェが運ばれてくるまで三人は簡易に自己紹介をした。黒くろ木き竜ゑ。貴たか御み門かど御貴。殺さい原ばら蜜姫。名前を互いに口にして、ついでに蜜姫が例の生首は殺さい原ばら美み名なという名の彼女の姉だと説明してくれた。












「だからぁ」

　当たり前のような顔で、蜜みつ姫きが竜たつゑえを指さしてくる。

「竜ゑだから、タッチ」

　死んだのかもしれない伏したままの御み貴たかに指を動かし。

「御貴だから、ミッタ」

　最後に自分を示して、笑った。

「蜜姫だから、ミッキ？　三人そろって──」

「……グループ名とか考えなくていいですわ」

　どうも調子が狂う。この蜜姫という少女、最初に自分たちに襲いかかってきた印象が強いのでどうしても警戒してしまうが、仕草が小動物っぽいし、言葉も幼児のように悪びれないので毒気を抜かれてしまう。

　友達になろう、と彼女は言った。

　その言葉を丸呑のみで信じるほど竜ゑは楽観的ではないつもりだ。

　けれど彼女の素直な表情や愛くるしい声などに触れて、竜ゑはどんどん身構えた自分の態度が崩れていくのを自覚していた。なんというか、彼女、真面目に相手をしているとめちゃくちゃ疲れる。

「おかわりなのっ★」

　考えていると、蜜姫が信じられない発言をするので竜ゑはコーヒーを噴いた。

　げほげほと咳せきこみ、目を見開いて驚く。

「し、死ぬ気？　甘さで死ぬ気!?　正気じゃありませんわ！」

「ちゅっ？」

　蜜姫は首を傾かしげ、なんでもないことのように言う。

「ボク、いつもこのお店にきたら四皿か五皿はチョコパフェを食べるのっ♪」

「……こんなものを四皿五皿」

　想像するだけで怖いのだが。拷問のようだ。

「──姫、戯れるのもその程度にしなさいな」

　不意に、冷たい声が響いた。

　見ると蜜姫の横に置かれたショルダーバッグ、その中で生首が静かな表情をしている。純白の髪を一本の三つ編みにしたこの不思議な女性は、呆あきれきった顔で竜ゑを見てきた。

「ごめんなさいね。竜ゑさん──だったわよね？　コレのことは無視していいから話を始めましょう」

「え？　は──はい、望むところですわ」

　というかこれ以上は、蜜姫の食事を見ているだけで気持ち悪くなりそうだ。胸焼けをしたか嫌な感じが喉のどから胃袋にかけてを汚染している。

　竜ゑは心持ち真面目な顔をして、ジト目で蜜姫を見ている生首に視線を向けた。

「えぇと、美み名なさん──でしたわよね？」

「そうよ」

「姉妹というのは──というか」

　あらゆる礼儀作法を叩たたきこまれた竜たつゑえも、生首を相手にどのような発言が失礼になるのかは知らない。言葉に気を遣いながらも、聞きにくい問いを口にしてみた。

「……どうして生首なんですの？」

「そうね──」

　美名は瞑めい目もくし、溜ため息いき混じりにつぶやいた。

「──何から説明したものかしら。そうね、まずあらかじめ語っておくけど、私たちの目的はあなたよ、竜ゑさん」

「わたくし……？」

　化け物じみた彼女らの目的。それが自分──？

　恐怖を感じ、さらに戸惑い、救いを求めるように御み貴たかを見たが、彼は未いまだに甘さのせいで死んでいる。蜜みつ姫きも運ばれてきた二皿目のチョコパフェを崩しにかかっているし、自分が美名と話すしかないようだ。

　覚悟を決めると竜ゑは真剣な顔をする。

「どういうことですの？」

「そうね──」

　美名が目ま蓋ぶたを開け、こちらをじっと見つめてきた。

「近ごろ、化け物が異常発生しているのは知っているかしら？」

「…………」

　化け物。

　竜ゑはもちろん見たことがないが、新聞やＴＶなどで話題になっているから知っている。正体不明の異形。化け物が、突発的に日本各地で目撃され始めたこと。

　死者も出ている。学校でも教師が注意を呼びかけていた。なんでもこの町では数ヶ月前、手て長なが鬼おにという連続殺人鬼が暴れまわり、十人もの人間を殺害したらしい。皆の危機感も大きかった。

　さらに被害はそれだけに留とどまらず、町では行方不明になる人間が続出しているという。そちらの事件も化け物の発生と同時に始まったので、化け物との関係性が議論されている。

　首肯しながらも、竜ゑは不明な点を尋ねてみた。

「けれど──美名さん、化け物とはいったい何ですの？　それはいわゆる未確認生物ＵＭＡ？　それとも新種の動物？　手長鬼のような人間の殺人鬼？」

「どれも不正解ね」

　美名は何な故ぜか御貴を一瞬だけ見て、それから竜ゑに視線を戻した。

「化け物とは、人類の敵。それは、普段は人間には感知できない異世界──だと推測される場所にその姿を隠している」

「…………」

　唐突な、そしてあまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話だったが、存在そのものが幻想的ファンタジーである生首が語ることによりその信しん憑ぴよう性せいは一気に増している。

　美み名なは嘆息し、ただ淡々と語り始めた。

「彼らの正体は不明。発生理由も不明。ただ理解できるのは、彼らが人間を殺す──否いな、食べるために存在しているということね。化け物は、災害のように世界に染みだしてきて、人間を殺して食べて、誰だれかが息の根を止めないかぎり永遠に世界を彷徨さまよいつづけるの」

　厳密には生物ですらないかもね──と美名はつぶやいた。

「まぁ、人間もべつに弱くないから有りえない仮定ではあるけれど、最終的に人類を皆殺しにするか自分が死ぬまで化け物は殺しつづけるわ。その目的は不明。人為的に生みだされたものなのか、彼らも私たちのような世界が必要とする『役割』なのか、それはよくわからない」

　彼女は目を伏せて、悔しそうに眉まゆをひそめた。

「私と姫はその化け物を始末することが大きな『役割』だったのだけど、私はちょっとドジ踏んじゃってね──見てのとおり、やられちゃったわ」

「大丈夫……なんですの？」

　憎々しげに語る彼女に、竜たつゑえは思わず尋ねてしまう。

「生首だけで、生きていられるものですの？　それとも──あなたも？」

　化け物なのか、という問いを口にするのを躊躇ためらっているうちに、美名は察したか目を細めた。

「すでに人間ではない──という一点においては、私たちも充分に化け物と呼べるかもね。ただ、性質的にさっき説明した化け物と私たちは別物よ」

　そして彼女は、静かにその言葉を口にした。




「──私たちも、元は人間だったもの」
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『殺さい原ばら蜜みつ姫きの日記』０６年１２月４日




　今日も姉は部屋から出てこない。呼びかけても返事がないので、死んでいたとしてもおかしくない。

　構わない。姉のような堕人間は死ぬのがいい。




　今朝、姉の勤め先である病院から電話がかかってきた。無断欠勤をしたらしい。次に勝手に休んだら免職にすると婦長を名乗る女性が声を荒げていた。そのことを姉の部屋の前で言ってやったが、反応はなかった。どうでもいいのだろう。

　そんな遣やりとりをしていて学校に遅れてしまった。私は姉のような堕人間にならないよう真面目に勉強しなくてはならないというのに。……まぁ、せっかく上等な学校を卒業しても姉のように人間不信の引きこもりになるようでは意味がないが、学歴社会の日本で勉強をしないのも等しく堕人間の行いだと私は考える。

　姉は早く死ねばいい。昨日から食事を運んでいない。

　人間は何日くらいで飢え死にするのだろうか。それで姉が死ねば私の罪になるのだろうか。否いな、姉を保護する役目は両親のものだ。罪はすべて両親がかぶる。私は悪くない。

　姉が心配になって家に戻ってしまう。

　家の外、窓から覗のぞくと姉は布団にくるまって眠っていた。いい気なものだ。早退などしたら内申に響くというのに、私はどうしてこんな姉などの無事を確認するために家に戻ってしまったのか。

　このまま姉が餓死して、家宅捜査でもされたらこの日記の内容が問題になるかもしれない。

　今日を最後に筆を折り、この日記は処分することにした。

　……まったく、下らない日々ばかりを描写してしまった。日記を書くことに使った私の貴重な人生の時間をどうしてくれるのだ。

　姉はまだ生きているのか。私はこのまま姉を見殺しに■■■

　私はまちがってない。まちがってない。

　………（日記はここで途切れている）。
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「遥はるかな昔──神がいたわ」

　美み名なは、静かな口調で語りつづける。

「最初に完かん璧ぺきな『神』という存在がいて、それが砕けちってしまったのか──最初から砕けちった状態で、世界に存在していたのか。私は前者だと思っているけど、とにかく、神はバラバラになって世界のあちこちに散らばっていたわ」

　それは壮大で、絵空事のような、にわかには信じられない話だったが──竜たつゑえは黙って聞いた。いつのまにか御み貴たかも身を起こしており、ひたすらチョコパフェを貪むさぼっている蜜みつ姫き以外は真剣な顔になっていた。

「神はそのとき、七つの大きな欠片かけらと、無数の小さな欠片に分裂していた。天地創造や人類への断罪、世界の管理など、神様の仕事──『役割』は七等分されて、七つの大きな欠片にそれぞれ任せられることになった」

　美名は真まっ直すぐにこちらを見て、極めてあっさりと告白した。

「私たちは、その大きな欠片を受け継いでしまった人間なのよ。どうして私たちが選ばれたのか、それはよくわからないけれど──」

　目を伏せて、彼女は語りつづける。

「まぁ、今は大きな欠片かけらを奪われて、私はその『役割』から離れているのだけど──少し前まで、私は『殺菌消毒』と仮称される『役割』を担当していたわ」

　殺菌消毒。連想イメージが浮かびやすい、だが曖あい昧まいな感じもする言葉だった。

「殺菌消毒。不快逆流。一人部屋。神じん蟲む天てん皇のう。涙歌メロディアノイズ。破局ポイズン。最弱アルティメットシールド。……たった七つの大きな欠片。神蟲天皇は──七人の蟲人とか呼んでいたわね」

　忌いま々いましそうにつぶやいて、美み名なはほとんど動かない無表情を不快げに歪ゆがめた。

　七人の蟲こ人びと。語感としては、童話『白雪姫』の七人の小人をどうしても想起してしまうが──。

「……ま、破局ポイズンだの涙歌メロディアノイズだのというのは仮の名前でね、本当の名前はよくわからないの。名前なんかなかったかもしれない。便宜的に、神蟲天皇が考えた名前を皆が使っているだけよ」

　吐き捨てるようにそれだけ言って、美名は話を進めた。

「殺菌消毒の『役割』は『世界の敵の排除』や『堕落した人類の抹消』──ま、総じて『悪を滅ぼす』といったところかしら？　化け物を殺すのも私の役目ね」

　隣りで恍こう惚こつの表情のままチョコパフェを食べている蜜みつ姫きを、彼女は横目で見る。

「姫は不快逆流。その『役割』は『因果応報』。悪いことをしたら、同じだけの悪さが自分に降りかかってくる。そんなようなことを学校などであなたも教えられたでしょう？　因果応報──罪に応じた罰を与える、それが姫の不快逆流」

　因果応報とは仏教の言葉だが、たしかにあらゆる宗教にはたいていそんなような教義が存在する。宗教だけの話ではなくて、美名の言うとおりに学校や家庭でもそのような道徳は何度も教えこまれる。

　因果応報。

　悪意を、不快を、逆流させて──罰するという神の『役割』。

「相手の悪意を逆流させて相手を罰するわけだから、究極の意味で公平に悪を滅ぼすことができる。そのぶん『悪いことをしていないやつは殺せない』という弱点もあるから、私の殺菌消毒とどちらが優れているかとかは考えるだけ意味がないけどね」

　補足のようにそんなことを言って、美名はまた竜たつゑえを見つめてきた。

「話を戻しましょうか。砕けちった神には集合しようという本能がある。全すべての欠片を統合した完かん璧ぺきな存在──すなわち『神』に戻ろうとする大いなる意志が存在するの。私の最終目的も、つまるところはそれなのだけど──」

　美名は御み貴たかを見て、一瞬だけ凶悪な顔をした。

「ただ──何度も妨害や失敗があって、その目的は未いまだに達成されていないわ。大きな欠片も小さな欠片も一定の手続きにより人間に寄生して、受け継がれ、世界を転々と動きまわっている。……集めるのは至難ともいえるわね」

「…………」

『欠片かけら』は──人間に寄生する。そして世界に散らばっている？　それを集めるのが『大きな欠片』に選ばれた美み名なの目的──。

　想像するのも難しい壮大な話だが、理解はできる。ただ、どうしても御お伽とぎ噺ばなしや神話のように現実感がないことのように聞こえてしまう。

　美名の生首を見る。そして先日の、蜜みつ姫きの人間離れした動きを思いだす。

　自分に目覚めた能力。竜の吐息ドラゴンブレスについて考える。

　そして化け物の異常発生──。

　作り話ではない、確かにここにある現実だ。

「わたくしの──能力ちからも」

　つぶやくと、美名が目を細めた。

「そうね。あなたの風を操る力は、私の知っている涙歌メロディアノイズの能力と酷似している。ただ──あなたには、欠片が宿ってはいない」

　その言葉の重要性が竜たつゑえにはよくわからなかった。

　だが次の美名の言葉で思考を揺るがされる。

「私たちの能力ちから──私の場合は、スプレー缶から存在ごと消し飛ばす霧を放ったりすることだったけど、それには大きなエネルギーがいる。欠片は強大なエネルギーの塊だから、欠片を持っているならある程度までは能力も多用できる」

　そして、彼女は竜ゑを見た。

「けれど、ただの人間に備わっているエネルギーは欠片に比べて酷ひどく少ない」

「…………」

　それは──つまり、どういうことだ。

　竜ゑは嫌な予感がして、ただ美名を見つめた。すると話は聞いていたらしい蜜姫が当たり前のような顔をして告げてきた。

「タッチの能力ちからは不完全だからエネルギーもそんな消耗しないと思うけど、いかんせん身体は普通の人間だからね、このままだと一ヶ月しないうちに命を保つほどのエネルギーもなくなって存在ごと崩壊して死ぬの」

「え──」

　死ぬ？

　すぐには理解できない。自分の指先を見つめ、何度か折り曲げる。生きている。一ヶ月以内に──自分が死ぬ？

　実感がない。

「……本当に？」

「姫は嘘うそをつかないわ。そんな小こ賢ざかしさはないの」

　美名はつぶやいて、ただ事実を説明する機械のような口調になった。

「人間は、あらかじめ『魂』と私たちが仮に呼称しているエネルギーで肉の身体を動かしている。歳としをとったり、病気になったり、大怪け我がをすると、『魂』をそれらの治療などに使い尽くして死ぬ。エネルギーは他の生き物を食べることで供給されるけど、供給よりも消費のほうが大概は多いからね、人間はいつか必ず死ぬ──いわゆる寿命よ」

「大きくても、小さくても、欠片かけらは巨大なエネルギーの塊だから、欠片を持ってるひとは不老不死っぽくなるの。エネルギーの枯渇が引きおこす老化がなくなるし、エネルギー補給のための食事も必要なくなる──ボクがチョコパフェ食べるのも生きるためじゃなくて好きだからなのっ♪」

　美み名なの言葉を引き継いで、蜜みつ姫きが笑顔で説明してくれる。すでに三皿目に取りかかっているが、その勢いは全く落ちていない。

　次々と知らされる世界の真実と、自分の死という最悪の未来に、竜たつゑえはほとんど考えられない。御み貴たかは表情を暗くしていて、『そういうことだったのか──』と何かに納得していた。

「……さて、こんなところで長話は終わり」

　美名は宣言し、こちらを静かに見つめてきた。

「互いの未来を最善にするための──交渉をしましょう、竜ゑさん？　私たちの目的は、全すべての欠片を集めきって『神』に戻ること」

「ボクはべつに神様に戻らなくてもいいんだけどね。お姉ちゃんがそれを望むならお手伝いするのっ★」

　蜜姫が無邪気に笑い、美名が一瞬だけ申し訳なさそうな顔をしたのを竜ゑは見た。それは、なんというか、随分と人間らしい表情だった。

　すぐに無表情になり、美名は断言してくる。

「そちらの目的は、もちろん死なないことだと解釈させてもらうわ。あなたたちが私に協力してくれるなら──異常発生している化け物の脅威からも、迫りくる確実な崩壊死からも助けてあげると約束する」

「お友達としてねっ♪」

　蜜姫が話を理解しているのか不明なそんな発言をするので、美名は嘆息したが、やはりすぐに真顔になるとこちらを見た。

「それら、あなたたちの『命の保護』がこちらの交渉材料カードね。さっき語ってあげた世界の真実については──まぁ、サービスってことにしといてあげる」

「…………」

　竜ゑは黙考する。彼女たちの話を信じるならば、自分は近いうちに存在ごと崩壊して死んでしまう。そんな感じはあまりしないが、事実ならば怖かった。そして──その場合、彼女らの提案を受けいれることが竜ゑの生きのびる唯一の手段となる。

　竜ゑは慎重に、美名の綺き麗れいな顔を見つめた。

「……無た料だで、命を救ってくれるなんて旨うまい話はないでしょう。あなたたちは、わたくしの命を保護する代わりにどのようなことを要求なさるつもりですの？」

「あら、そう怖い顔をしないで。べつに悪魔のように魂を求めたりしないわ。最初に言ったとおり──私たちの目的は、あなたよ、竜たつゑえさん。あなたはね、自分で思っているよりもずっと特別な存在なのよ」

　特別な存在。

　それは、生まれたときから偉大なる義兄の予備として──代理品として扱われていた竜ゑにとって、ひどく魅力的な言葉だった。

　竜ゑは心を乱しながら、ただ呻うめいた。

「わたくしの──」

「具体的には、あなたの能力ちから」

　美み名なは断言し、真剣な表情になった。

「ただの人間でしかないあなたが、どうして不完全とはいえ涙歌メロディアノイズの能力をもっているのか。それを私は知りたいの。涙歌メロディアノイズは『神に戻る』という大きな欠片かけらの目的すら忘れた裏切り者──あなたは、用心深くて尻尾しつぽも掴つかめないあいつを突き崩すための鍵かぎになるかもしれない。……そして何より、先日──私を倒したのも私の知識にない特異な存在でね」

　狂人の創つくりあげた芸術品のように美しい生首は、恋に焦がれる乙女の表情でつぶやいた。

「……今は、少しでも、知識が欲しい。世界は、私の思いもよらない真実を隠しているかもしれないの。それを捜して、見つけて、実行して──私は戻るのよ、完かん璧ぺきな完全体に」

　そして彼女はこちらを見た。熱のこもった人間の瞳ひとみで。

「そのために──協力しなさい、竜ゑさん。悪いようにはしないわ。先日の非礼を怒っているのなら私を煮るなり焼くなり好きにすればいい」

「……どうして」

　竜ゑは蒼そう白はくになり、静かに語りかけてくる美名に声を搾りだした。

「どうして、そんなに」

　そんな覚悟で。そんな想おもいで。『神』に戻ることを望む？

「そうね──」

　美名は神妙な顔で、ただ唸うなるようにつぶやいた。

「例えば、あなたは今の自分は本当の自分ではないと自覚して、耐えられる？　もっと違う、もっと素晴らしい存在になれる可能性があるのに、それを望まない？　少なくとも──私は望んだ、それだけのことよ」

　それは──ある意味では、妄執的な思考だったが。

　竜ゑには、よくわかった。

　自分が自分ではないという自覚は──苦しいのだ。

「……わかりましたわ」

　竜ゑは頷うなずき、美名を見つめた。

「どうせ最初から選択の余地はありませんもの。確実な未来として存在するこの身の崩壊や、化け物を持ちだしてくるまでもなく、あなたたちにもう一度でも襲われたら絶対に死にますし。この能力の真相を知りたいのは──わたくしも同じです」

　そうして竜たつゑえは、美み名なを静かに見据える。虚飾の気高さはすでに失われ、肩も声も震えていたが、瞳ひとみに残った最後の誇りだけは消さなかった。

「……毒を食らわば皿まで。地獄の底まで付きあいましょう、お二人とも」

「竜ゑ──」

　御み貴たかが焦燥を浮かべた顔でこちらを見てきたが、竜ゑは揺るがない。自分が何者なのかを知る。そして、生きる。選択の余地がないのは本当のことだ。

「交渉成立ね──」

　美名は小さく微笑して、囁ささやくように告げてきた。

「これで、あなたは死なないわ。……姫」

　ちょうどチョコパフェを食べ終わった蜜みつ姫きに、美名は冷たい視線を向けた。




「竜ゑさんに──あなたの肉を食べさせてあげなさい」




「────」

「……うん？　お姉ちゃんが言うなら、別にいいけど──」

　絶句する竜ゑの前方、きょとんとした顔で応える蜜姫が信じられない。肉を、肉を食べさせるって。どういう比ひ喩ゆだ。それとも本当に──。

「さっき説明したでしょう」

　美名は落ちつくように視線で竜ゑに命じつつ、告げてきた。

「エネルギーを得るには欠片かけらに寄生されるか生き物を食べるしかないの。大きな欠片のエネルギーが充満している蜜姫の身体は最高の食材よ？　すでに死んで加工されてエネルギーの残りかすしかない普通の食べ物の、数万倍、数億倍、高濃度のエネルギーがあるでしょう。それはもう、小さい欠片に寄生されるよりも大きなエネルギーが得られるかもしれないわね」

「で、でも──」

　竜ゑは困惑する。人間の肉を。しかもこうして会話をしている無邪気な女の子の肉を、どうして食べられる？

「あら、うふ。地獄の底まで付きあうというのは嘘うそ？」

　美名は冷笑し、ただ残酷に告げてきた。

「他人の肉を喰くらうなど、地獄では当たり前のことよ？」

　仏教の話だけどね──と囁き、美名は蜜姫を振りあおいだ。

「もう駄目よ。引きかえせないわ、竜ゑさんは。昨日まで信じていた真実を残らず捨てなさい。常識を、平穏を、全すべて失ったと考えなさい。これからあなたが生きるのは、人間の温かみのない神話の世界。神と人間の物語の、あなたは登場人物になってしまったのよ」

「……うーん、肉って、こんなものでいい？」

　つぶやき、蜜姫はぶちぶちぶちと。

　神経骨筋肉脂肪皮膚。

　ぶちぶちぶち。

　血。

　腕を千切った。

「────ひ」

　服でも脱ぎ捨てるように、ぼたっ、と腕を机に置いて、蜜みつ姫きは笑った。

「良かったね、タッチ。これ食べれば助かるの。身体の崩壊はエネルギー不足が原因で起きるから、がっつりエネルギー吸収すれば死なないのっ♪」

「あ。あなた」

　変だ。おかしい。自分の腕を千切って、食べろ、とか──普通じゃない。

　最初から違和感があった。彼女の、不自然なくらいの朗らかさ。自分の身体になんの価値も見いだしていないかのような、神話のなかの天使のように不自然な無邪気。

「大きな欠片かけらには──小さな欠片にはない副作用があってね」

　美み名なが、戦せん慄りつする竜たつゑえに淡々と語ってくれる。

「神の『役割』に引きずられて、その『役割』に相応ふさわしい人格に歪ゆがんでしまうの。私も完かん璧ぺきや清潔を望み、悪を憎む殺菌消毒らしい人格に矯正されたし──見てのとおり、不快逆流はね、姫のなかの悪い気持ちを残らずどこかへやってしまった」

　哀かなしそうに、その声は響いた。

「悪意のない人間なんかいないわよね？　嫉しつ妬と、憎悪、欲望、不快──それらが存在しない人間なんか虚構の物語にしか存在しない。存在できない。けれどね、悪意を逆流させる不快逆流に、悪意なんか存在してはいけないの。彼女はあくまで公平な、因果応報の化身とならなくてはいけなかった。だから姫のなかの悪意は、徹底的に押しのけられたわ」

　吐息を漏らし──美名は微笑ほほえむ妹を見上げた。

「……欠片の重みに耐えかねて、姫の心は壊れてしまったの」
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「今の姫を知っているあなたには信じられない話かもしれないけど、姫はね──もともとこんな無邪気な子供みたいな性格じゃなかったの」

　美名は呻うめくように声を漏らし、大きな手袋で危なげなくお冷やを飲んでいる蜜姫を眺めている。見られた蜜姫はというと、よくわからないというように不思議そうな顔になるだけだったが。

「私の記憶している妹──殺さい原ばら蜜みつ姫きは、素直じゃなくて、意地っぱりで、お世辞にも性格が良いとはいえない女の子だったわ。なんでもないことですぐに逆上して、手近なものを掴つかんで投げて、口汚く相手を罵ののしるようなわりとヒステリックな娘だった」

「…………」

　竜たつゑえも思わず蜜みつ姫きを見た。口元をチョコクリームで汚し、にこにこ笑っている今の朗らかな彼女からは想像もつかない。

　大きな欠片かけらの副作用。人格の歪ゆがみ──といったか。

「私たちが大きな欠片に取りつかれたのはほんの数年前よ。当時は──まだ私も自分たちの身に何が起きているのか理解できなくて、混乱していて、蜜姫の性格が捻ねじ曲げられた理由もよくわからなかったのだけど──」

　美み名なは語り、ふと遠くを見た。

「神じん蟲む天てん皇のう、という存在を知っているかしら？」

「……じんむ？」

　その名前の響きには聞き覚えがある。神武天皇とは日本の神話──古事記に記録される初代の天皇である。彼はどこか遠い国からやってきた異国の王で、日本の原住民を虐殺し大和朝廷をつくりあげ、今日までつづく天皇制を築きあげた神のような人物である。

　竜ゑはそんな日本史の授業で習った記憶を反はん芻すうしながらも、どうも美名の口にする神蟲天皇とやらは古事記の神武天皇とは別物らしいということに気づく。

「神蟲天皇は、殺菌消毒や不快逆流と同格の大きな欠片で、その『役割』は黙示録──といわれている。そんなこと急に説明されてもよくわからないだろうから曖あい昧まいに聞いてくれればいいけど、神蟲天皇はね、肉体を６６６分割してそれぞれを端末として操り、欠片を手にいれた人間の前に現れて接触してくる──そんな存在なの」

『役割』は黙示録？　肉体を６６６分割？

　理解不能な言葉が飛んできたが、竜ゑはひとまず疑問を口にせず黙って美名の話を聞いた。いつのまにか喫茶店の店長の姿はどこかに消え、蜜姫もチョコパフェを食べ終えて、片手で自分のもげた腕を「食べやすいようにしてあげるのっ★」と世にも無惨に細切れにして空いたチョコパフェの容器に入れている。

　その残酷な光景を見ないようにし、これから自分はあれを口にしなければいけないのだという事実に暗あん澹たんとしながらも、竜ゑは真しん摯しな表情で美名を見つめた。

　彼女も頷うなずき、無邪気におぞましい解体作業をつづける妹を見上げながら語った。

「神蟲天皇の６６６分割──端末は、蟲むし、あるいは羽蟲と呼ばれているわ。彼らは紅あかい目をした神蟲天皇の分身で、大きな欠片を手に入れた私のような存在の前に必ず現れる」

「蟲──」

　御み貴たかが目を見開いたが、気にせず美名は話をつづける。

「現れた彼らが何をするかというと、まぁ説明ね」

「説明？」

　反復すると、美名が微笑ほほえんだ。

「そう。今、私があなたにしているような説明よ」

　こちらに視線を戻し、美名は淡々と告げてくる。

「どうもそれが神蟲天皇の『役割』らしいわ。私が今こうしてあなたに尤もつともらしい顔で語っていること──たとえば欠片かけら、たとえば化け物、たとえば七人の蟲こ人びと──それらの知識は全すべて、神じん蟲む天てん皇のうの端末である蟲むしから説明されたことなのよ」

　どこか忌いま々いましそうにそれだけつぶやき、美み名なは話の軌道を元に戻した。

「これも、その神蟲天皇から聞いた話よ──大きな欠片に取りつかれた人間は、まず必ず死ぬ。死んで、生まれかわる。違う表現をすれば──そうね、魂と肉体が改変され、思考までも歪ゆがまされ、以前とはほとんど違う生き物に変化してしまうの」

　蜜みつ姫きの異常な再生能力や、あの華きや奢しやな体つきからは信じられない膂りよ力りよく。

　それらも全て、大きな欠片に取りつかれ、死んで生まれかわり、肉体を別物にされてしまったのが原因ということか。

「…………」

　竜たつゑえは詳しい理屈についてはあえて思考を放棄して、ただ美名の言葉を鵜う呑のみにすることに努めた。詳しいことは後で考えればいい。それにどうせ、科学的思考や一般常識に支配されたこの頭では考えようとしてもたぶん混乱するだけだ。

　美名は思いだすように、当たり前の過去を懐かしむように、ただ静かに語った。

「人間だったころの私は、恥ずかしながら社会人としては失格の引きこもりで、勤めていた病院──あぁ、看護師だったのよ私。勤め先にも行かず、自分の部屋に閉じこもって、誰だれとも関わりたくない、誰にも傷つけられたくないし誰も傷つけたくない、なんて思って世界の全てを拒絶していた」

　それも、今のどこか毅き然ぜんとして、余裕げな美名からは想像もつかない感じの話だ。人格の歪みは──やはり美名にも起きているのか。

　竜ゑは考えながら、神妙な顔で美名の話を聞いている。

「そんな私を同居していた冷たい両親はすぐに見限ったけど、妹──姫は違ったわ。姫はひねくれた嫌な女の子だったけど、本当は優しい娘だったんだと思う。私に食事をつくったり、洋服の洗濯をしてくれたり、毎日のように説教してくれたり──色々なことをしてくれた」

　哀かなしげに、美名の漆黒の瞳ひとみが揺らめいた。

「けれどね、竜ゑさん。所しよ詮せん──それは依存だったの」

「……依存？」

　美名の言葉の意味が掴つかめず、竜ゑは戸惑って問いかけた。

「どういうこと……ですの？」

「そうね──」

　美名は少し考えるような顔で、やはり静かに語ってくれた。

「姫は、思春期にありがちな自尊心の塊のような女の子で、周りの全てを馬ば鹿かにして、あらゆる他人を見下していたわ。そういう子供は嫌われるわよね？　姫も嫌われて、いつも独りぼっちで、誰にも愛されなくって、たぶん寂しかったんだと思う──だから必死に私の世話をやいて、感謝されたがった。口では私を罵ば倒とうしながら、いつもありがとうって言ってくれる私なしではその脆もろい自尊心を保てなくなった。わかる？──それは依存よね？」

「…………」

　竜たつゑえは沈痛な表情で彼女の話を聞いている。独りぼっちの寂しさは竜ゑにもよくわかる。美み名ながそんな竜ゑを見て眉まゆをひそめたが、考えないことにしたのかつづけた。

「……やがて姫はただ食事を与えるだけで感謝してくれる私に依存しきって、周りに目を向けなくなった。私の世話をして、私に感謝されて満足して、他のひとと交流しなくなった。安易に得られる私からの愛だけを求めてね。……それは駄目だと思ったの」

　そうして彼女は悲痛な声でつぶやいた。

「だから私は互いに依存するその関係を終わらせようとして、あるときから、食事をせずに飢え死にしたわ。けれど──どういう意地悪か、神は私と、そして近くにいた姫に大きな欠片かけらを宿らせて、生まれ変わらせ、こうして今も不細工に生きながらえさせているの」

　憎たらしそうに呻うめき、美名はこちらをじっと見つめた。

「話を戻すわね。そうして不快逆流の大きな欠片に取りつかれた姫の人格は壊れたわ。……否いな、正確には、徹底的に悪意を排除した今の姫の人格と、そのとき排除された悪意のみで構築された裏の人格に分割されてしまった」

「……二重──人格？」

　怪しげなＴＶ番組などをこっそり見ることがある竜ゑは、すぐにその単語を口にすることができた。二重人格。異なる二つの人格をもつという──正確には乖かい離り性同一性障害とか呼ばれる精神疾患、だったはず。

　美名が頷うなずいた。

「そうよ。普段、蜜みつ姫きは天使としての不快逆流の人格で悪意のない公平な因果応報をもたらす。誰だれかを憎んだり恨めしく思う気持ちがあれば、公平に誰かを裁くことなんかできないものね？　……そして」

　何かを恐れるように、震える声で彼女はつぶやく。

「姫が誰かに悪意を抱いたとき、人格は切りかわり、堕天使としての不快逆流の人格になってしまう。悪い心のみを集めた堕天使の不快逆流は、自分の欠片の力を使いきるまで暴れて殺して壊して──最後は」

　静かな、不安になるような口調だった。

「欠片を残らず消費して、必ず崩壊死してしまう──という話だわ」
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　鼓膜が割れそうな騒音めいた演奏と、脳をガリゴリ削ってくる女性の歌声。安物のＣＤウォークマンでは〝魔女王国キャンディーキングダム〟と呼ばれるこの歌手の曲は再現できていなくて、特徴的な意味不明の歌詞もほとんどノイズになって聞きとれなかった。残念だな、彼女のつくる変態的な歌詞が好きなのだが──などと、嘆なげ木き狂くる清きよは心のなかで独白する。

　奇妙な男だった。

　くたびれたコートを着て、口には捻ねじれた煙草をくわえている。長い前髪と無精髭ひげで人相が判然とせず、姿勢悪く建物の陰に伏せている姿はどう見てもただの浮浪者だった。おそらく外見だけで彼を『刑事』だと判断するのはどんな名探偵にも不可能だろう。

「……しかし、いやいや、春めいてきたとはいえ夜はまだ肌寒いですね」

　独り言を漏らし、嘆なげ木きはゆっくりとイヤホンを外した。深夜。周囲に人影はなく、物音もほとんど聞こえてこない。空では煌こう々こうと月が照っており、無数に並ぶ建物が濃い陰をつくっていた。

「…………」

　その陰の一つに身体を隠し、嘆木は周囲の様子を窺うかがっている。

　嘆なげ木き狂くる清きよは殺人事件の捜査が専門の刑事である。ゆえに、現在も近ごろ多発している正体不明の連続殺人事件──か、どうかも曖あい昧まいな、不思議な事件を追っている。目撃者が口を揃そろえて『化け物を見た』と証言し、実際、殺された被害者も獣に食い荒らされたような遺体を晒さらしていて──警察は、困惑している。とりあえず危険な野生の獣がうろついていることも想定し、事件の究明のために大規模な捜査を行っているのだが──。

　嘆木は口元を歪ゆがめ、憎々しげにつぶやいた。

「……相手が化け物じゃねぇ、警察には荷が勝ちすぎるってもんでしょ」

　世界には、化け物と呼ぶしかない存在が確かにいる。

　正体不明の異形。人類の天敵。嘆木もそれを見たことは数えるほどしかないが、決して浅くはない因縁がある。

　嘆木の最愛の恋人は、化け物に踏み潰つぶされて殺された。

　その復ふく讐しゆうをするために──嘆木は化け物を憎み、また追跡している。




〈……さてさて、どのような鬼か虎かと怯おびえて見にくれば〉




　不意に、どこからか、しわがれた老人の声がした。

　嘆木は反応し、素早く立ちあがると腰に携帯した拳けん銃じゆうに手を伸ばす。それを嘲あざ笑わらうように、声は余裕げな感嘆の声を漏らした。

〈ほほう、見たところ──おぬし、普通の人間のようじゃが。どのようにしてこの場所を突きとめた？〉

　無数の建物が並ぶ、海岸線に位置する工場群。そこに嘆木は一人で立っている。住宅地ではない、特に店があるわけではない、こんな場所を訪れようとする人間など普通はいない。ゆえに、秘密のこと──誰にも知られたくないことをするには、うってつけの場所なのだった。

　嘆木は警戒しながらも、飄ひよう然ぜんとした声で問いかける。

「……どちらさまでしょ？　恥ずかしがってないで出てきてくれると、おじさん嬉うれしい」

　空気は冷たい。どこからも声の主の気配はしない。だが、こうして誰だれかはわからぬが嘆なげ木きに接触をしてきたということは、当たりということだ──。

〈ほほ、儂わしの名前は涙歌メロディアノイズ。臆おく病びようなのでのう──悪いがこのままで失礼するぞ。それよりも質問に答えるがよい。どのようにこの場所を突きとめた？〉

「クックック」

　嘆木は薄笑い、長い前髪を紐ひもで縛って視界を確保する。そして胸を張り、虚空をビシッと指さした。

「そこはもう──なんていうんですか？　名刑事の名推理でもって、こう」

〈……おぬし、儂らが誘拐していた人間の一人に前もって発信器をつけていたじゃろ？〉

　嘆木の台詞せりふを半ば無視して、声は笑った。

〈手当たりしだいに誘さ拐らっておったのが裏目に出たかのう。まさか次に誘拐われる人間を前もって予測し、この場所を突きとめるために発信器を仕込む刑事がおるとは──〉

「……あのう、わかってるなら聞かないでくれます？　格好つけた僕が大変に阿あ呆ほっぽいじゃないですか」

　肩をすくめ、表情は真剣なまま──嘆木は問いかける。

「で、メロディさん？　誘拐した人間をどうしているんです？　そもそも刑法によると誘拐するだけで懲役刑とかくらっちゃうんですよ？」

〈……メロディさんとか可愛かわいい名前で呼ぶな〉

　不服そうな声に、嘆木は余裕げに笑った。




「けれどメロディさんは──女性でしょう？」




〈………っ〉

　息を呑のみ、涙歌メロディアノイズは焦りの混じった声で問いかけてくる。

〈ど、どうして──？〉

　その返答に自分の予想が当たったことを理解し、嘆木は穏やかに説明をした。

「……無理につくった老人の口調の違和感。抑揚や単語の選び方から推測される本当の口調。変質された老人の声から本当の声を推測して──とまぁ、このへんの技術は刑事さんですから、僕もそれなりに。変声機ボイスチェンジャーで声を変えてくる犯人なんか珍しくないですしねぇ」

　薄く微笑ほほえんでやると、予想外なほど涙歌メロディアノイズは冷徹な声で告げてきた。

〈……ただの変わった刑事かと思えば。おまえ──知ったな〉

　それが本来の口調なのか、低く、震える声で彼女は語る。

　その不気味な肉声に、ぞわぞわ、と嘆木の背中に悪寒がはしった。

「………！」

〈わたしの正体をわずかにでも知った者は殺す。経歴を知れば殺す名前を知れば殺す性別を知れば殺す血液型を星座を戸籍を髪型を瞳ひとみの色を口調を能力を知れば殺す。怖い怖い怖い怖い死ぬのは怖い敵は怖いわたしの命を脅かす全すべてのものが怖くて怖くて仕方がないのだ！〉

　狂ったように言葉を重ねて、声は静かに宣告してくる。

〈……死ね。おまえは死ね。わたしの平穏のために、わたしは究極の意味で秘密にならなくてはいけないのだ。死ね。死ね死ね。存在ごと殺す経歴ごと殺すおまえの髪の毛一本、遺伝子の一ひと欠片かけらでもこの世に残しておくものか！〉

　言い捨てる声に従って、立ち並ぶ工場群の屋上に気配が生まれる。これは無数の──人間？　紅い目をした人間だ。

　嘆なげ木きが身構えると、同時に涙歌メロディアノイズは叫んできた。

〈我が親愛なる同志、神じん蟲む天てん皇のうの端末ども──蟲よ！　その男を殺せ！　血祭りにあげ、生存の可能性を徹底的に零以下にせよ！　殺した死体の肉を貪むさぼり血を吸い尽くすことを許可するぞ！　魂を切り刻んで命を粉々にして存在を消せ！　殺せぇ！〉

「────」

　声もなく、蟲むしと呼ばれた人々はそれこそ昆虫のような動きで向かってくる。咄とつ嗟さに嘆木は腰に手をやり、二丁の拳けん銃じゆうを抜くと彼らの太ふと股ももや足首などを撃ち抜いた。

「なっ──」

　止まらない。

　一般人には耐えられないほどの激痛があるはずなのに、蟲たちは足を引きずり、あるいは手だけで這はってこちらへ向かってくる。その瞳ひとみに感情の色はなく、ただひたすらに──嘆木を処分しようという本能のみがある。

「うえぇ──気持ち悪い、このッ！」

　連射するも、やはり意味はない。弾が尽きたので急いで予備の弾丸を充じゆう填てんする。

〈ふふ……〉

　涙歌メロディアノイズがそんな嘆木に余裕めかして、嘲あざけるような声で笑った。

〈二丁拳銃とはね、本当に面白い刑事だ。だが残念、ここで死ね。蟲どもは殺さねば止まらないぞ。弾丸もすぐに尽きるだろう──圧倒的な蟲の物量の前に圧死せよ。抵抗も虚むなしく殺されるおまえを見て先ほど感じた恐怖を癒いやそう〉

「…………」

　その声がなんだかむかついて、嘆木は大声で叫んだ。

「声から推測されるメロディさんの正体その二！　年齢は三十代後半から四十代！　発音から外国人──英語圏の人間だと推測される！　日本にきたのは十代のころ！」

〈黙れぇぇぇぇえええええええ────ッッ!!〉

　叫び、乱れる涙歌メロディアノイズの声を聞いて少しだけ満足しながらも、二丁拳銃を構え──嘆木は小さくつぶやいた。

「あぁ──梅うめちゃん、ごめんなさい。……帰れないかもしれません」

　深夜。無人の工場群にて。

　憂ゆう鬱うつ刑事・嘆なげ木き狂くる清きよ──消息を絶つ。






三♪

幸福エクソダス
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　人間は適応する生き物なのだな──と黒くろ木き竜たつゑえは考えていた。否いな、人間に限らず、生物とはそもそも適応する存在なのか。地球のあらゆる環境に適応し、相応ふさわしい形に進化して、こうして地球と比べると短い期間だけれど──生き永らえている。

　神は、最初に天と地を創つくりたもう。

　そこに水や、風を解き放ち。

　緑を植え、動物を棲すまわせ。

　最後に自身の姿に似せた人間を生みだして休まれた。

　神様はそうやって、自分たちの基本しか創ってくださらなかったから、人間は何度も失敗したし、何度も何度も間違ってきた。滅んだ種族があった。殺しあった国家があった。

　けれど、こうして──災害や戦争、病害を乗りこえて。

　人類は、まだ、生きのびている。

　あらゆる環境に適応して──。その姿は、完かん璧ぺきな存在である神様とは比べものにならないほど愚かしいかもしれないけど。

「竜のドラゴン──吐息ブレス！」

　あれから、三週間が経たった。

　時間は驚くほど素早く流れ流れて、竜ゑを驚かせた。学校の入学式を彩っていた桜もすっかり散りはてて、日差しもどこか暖かく、未いまだに異常発生している化け物に毎日のように人間が殺されていることも忘れそうだった。

　世界は、つづいている。

　人間は、滅んでいない。

　そして──竜ゑは、不思議なくらい、幸せだった。

「今ですっ、化け物の動きが止まりましたわ！」

「了解なのぉっ♪」

　竜ゑの竜の吐息ドラゴンブレスに驚き、怯ひるんだ巨大なげじげじのような化け物に蜜みつ姫きが向かっていく。猛ダッシュし、跳躍、その頭部を思いっきり踏みつける！

「ミギャアアアアア！」

　耳に痛い悲鳴をあげ、化け物は頭を潰つぶされて息絶える。変な色の体液が撒まき散らされ、蜜姫の白い肌や靴下を汚していった。

　瞬時に塵ちりになる化け物を見届けて、蜜姫が大きく手を振りあげる。泣きわめく竜ゑに無理やり食べさせた彼女の右腕は、三週間ですっかり再生してしまっていた。

「タッチ★」

　すごい勢いでこちらを見られたので、竜ゑは仄ほのかに頬ほおを赤らめながら自分も手を挙げた。

「……みっき」

　ぱぁん、と走りよってきた蜜みつ姫きとハイタッチ。すると彼女が満面の笑顔で宣言する。

「ボクたちは最強だぁぁぁああああああっ♪★」

「さいきょうですわー」

　ぎくしゃくした声と仕草で蜜姫に指示された『決め台詞ぜりふ』を実行し、竜たつゑえは耐えられなくなって歓喜の咆ほう哮こうをあげている蜜姫を睨にらみつけた。

「姫さま、やめない？　決め台詞？　すんごく恥ずかしいですわ」

「えー……」

　むちゃくちゃ不満そうな顔をされた。なんでだろう。蜜姫にこういう顔をされると自分が間違っているような気になるから不思議である。

「──ご苦労さま」

　木陰で休んでいた御み貴たかが、美み名なの生首を抱えて近づいてくる。

　場所は学校の近くにある児童公園。化け物が発生したことを察知した御貴の連絡があって現場に急行、竜ゑと蜜姫が協力して被害者が出る前に相手を始末した。

　交渉により協力関係になってから、竜ゑたち四人はこうして積極的に化け物を狩っていた。美名が言うには『実戦で竜ゑの能力を詳しく見たい』ということらしい。ついでに殺菌消毒の『役割』だった化け物の始末もできて一石二鳥──という感じ。

　竜ゑとしては、べつに構わない。家庭教師が母に辞表を叩たたきつけ、黒くろ木きの屋敷は緊迫した空気になって、学校も相変わらず何のために通っているのかわからない感じなので──正直、四人でいるこの時間が心から幸せだった。












　蜜みつ姫きも、美み名なも、慣れてしまえば面白いし。

「しかし──」

　汗をかいた二人にタオルと缶ジュースを渡す、という運動部のマネージャーのようなことをしながら、御貴が自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。

「竜ゑや蜜姫はともかく、僕はここにいる意味がないよね？」

「……そんなことはないわ」

　美名が珍しく微笑ほほえみ、自分を抱いている御み貴たかを見上げた。

「あなたが見ているだけで、誰だれかさんが張りきって戦うようになってくれるし。その誰かさんは、本当にたった三週間で見違えるくらい強く逞たくましくなったし。……やれやれ、陳腐な言葉で申し訳ないけれど、愛の力は偉大よね？」

「み、美名さん！　あ──愛とか、愛とか！」

　竜ゑは真っ赤になって、手にした扇子をぶんぶん振った。

「止よしてくださらないかしら！　わ、わたくし──べつに」

「あら、うふ。誰もあなたのことだとは言っていないわよ、竜ゑさん？　真っ赤になっちゃって──可かぁ愛わいい、ふふ」

「～～～～っ！」

　沸騰しそうに顔が熱くなって、知りませんわ、もう！　と叫ぶと竜ゑはそっぽを向いて歩きだしてしまう。時刻は早朝。蜜姫と御貴は制服姿である。今日はこれから学校へと向かう予定だった。

　御貴からもらった缶ジュース。グレープ味。自分の好みを覚えていて、これを選んでくれたのだろうか──そう思い、竜たつゑえはさらに紅あかくなってしまう。

　あぁもう、こういう感情からは卒業をした関係だったはずなのに。

　彼は自分を避けて、自分も彼に落胆して、冷えきっていた関係だったはずなのに。御貴は本当に変わったし、自分を大切にしてくれるし、か──格好いいし。

　どうしたものか。

　本気で──やばい。

　幸いなのかなんなのか、御貴はそんな自分の気持ちを察してはいないようだけど。

　御貴から美名を預かり、鞄かばんに収納しながら蜜姫がこちらの背中を追ってくる。

「……お姉ちゃんの苛いじめっこ。タッチが怒るのも無理ないの」

「あぁもう、うふふ、困ったり照れたりする人間はどうしてこうも可愛いのかしら？」

　みたいな会話をする二人が、神の役割を七等分した存在とはとても思えない。ちょっと変わってはいるが、化け物とは違う──人間の姉妹である。

　喫茶店で同盟を結び、死ぬような思いをして切り刻まれた蜜姫の腕を食べて──生きながらえ、こうして彼女らと行動をともにし始めてから、竜ゑが得たものはたくさんある。笑い。誰だれかと気持ちを共有できる感覚。友達。仲間。総じて──友情だろうか。

　最初は、意味もわからず襲いかかられた。不気味な、不死身の少女と生首だと思っていた──彼女らが、今は愛いとしいと思う。自分を義兄の予備だとしか見てくれない家族よりも、ずっと。

　もちろん、少しだけ遅れてついてくる幼なじみも──大切に想おもう。

「けれど、御み貴たか」

　少しだけ口調に困惑を混ぜながら、竜たつゑえは問いかけた。

「いつもいつも、どのようにして化け物の存在を察知していますの？　毎回、連絡をしてくるのは御貴ですわよね？　美名さんも姫さまも、多少はそういう能力ちから──化け物を見つける能力ちからがあると言っていましたけど、御貴の化け物を探し当てる能力ちからは二人と比べても高すぎますわ」

「…………」

　その台詞せりふに、御貴は口ごもる。普段は、とんちんかんな物言いが多いものの問いかければきちんと答えてくれる彼だからこそ、その曖あい昧まいな沈黙は不審だった。

　しばし言葉はなく、御貴は竜ゑではなくむしろ自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「……僕は」

　僕は、のつづきを待ったが、御貴はそれっきり黙りこんでしまった。竜ゑも追求を諦あきらめて、見えてきた観かん音のん逆さか咲ざき高校の校舎を仰ぐ。

　御貴を追いこして、『どうしたのー？　追いてくよー？』と叫んでいる蜜姫に近づいていく。そんな竜ゑの背中に、御貴の声が届いてきた。

　それは悲痛な、絶望に満ちた声音だった。

「僕は──どうすればいい？」
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　うぉっほん。

　あー、天使とは──天の使いであり、神の意志の代弁者、その代行者の総称である。彼らは神に仕え、その命を実行する者なわけだから、あー、聖なる者である。

　諸君らの考える天使というのは背中から白鳥の翼が生えているというキリスト教のそれだろうが、この翼は後世の芸術家が絵の見栄えを良くするために付け加えたものであり、本来の天使は人間と同じ姿をしていたとされている。

　彼らは人間として生まれたり、ある日、隣りの家に引っ越したりしてきて、当たり前のような顔で人々に救いを与えたり、反対に罰を与えたりしていく。罰を与えるか救いを与えるかは公正なる『神の意志』に従っているわけだから、全すべて正しい。罰なら犯した罪に相応ふさわしい罰となり、相手に必要以上の損害を与えることはない。悪い部分があれば、その悪い部分だけを除去していく。

　善意の、真面目な人々に天使が支持されるのは真面目に生きていれば公正に救いを与えてくれるからであり、逆に悪魔崇拝者と呼ばれる人々は天使を毛嫌いしている。天使の目的は世界に善意による秩序を与えることで、それは神の意志でもある。

　ただ、彼ら天使はあくまで神の代弁者であり、神そのものではない。

　ゆえに──人間のように迷ったり、失敗したりすることもある。

　天使が誰だれかを憎んだり、神に嫉しつ妬としたりすると、彼らは堕天使となり──聖なる力を全て失う。堕天使となった天使は神を呪のろい、世界の混こん沌とんを望み、場合によっては大量の人々を虐殺したりする。

　あー、まぁとにかく、神は常に見ておられるのだから、せめて天使が天使のうちは真面目に──って、おい、聞いておるのか貴様ら？　まったく、近ごろの若いモンは……。





　　[image: ]






「……ねぇ、さっきの教務主任ツチブタの話、意味わかった？」

「いや全然。説教が始まるっぽいなぁと思った瞬間に寝たから。ちょこちょこ聞こえてきたけど、天使とか神とか──なに？　宗教にのめった？　ツチブタ？」

「寝てたってことはメグ、最後のほうに先生が言ってたこと聞いてなかった？」

「……え、知らん、何つってた？」

「ブー、不真面目な諸君に宿題を与えよう、このプリント三枚を明日までだブー」

「ふげぇ!?　知らんプリントが机の上に！　死ね！　死ねよぉツチブタぁ……」

　私立観かん音のん逆さか咲ざき高等学校一年Ｃ組の教室。世界史の授業が終わり、虫の居所が悪かったのか宿題を大量に押しつけてきた教務主任に非難の声が上がりまくっていた。ボイコット宣言をする者。グループ内で作業を分担する者。ひたすら教務主任を罵ば倒とうする者。だいたい全すべての生徒が彼を呪のろっていた。

　それを不快逆流の独自の感覚で読みとってしまい、少しだけ悪酔いに似た吐き気をもよおしていた蜜みつ姫きは、気軽に話す仲になっていたクラスメイトに声をかけられた。

「……ねぇ、殺さい原ばら。殺原って世界史とか得意？　宿題を半分こしてやらない？」

「へ。あ？」

　ちょっと驚き、示されたプリントの内容を見つめ、首を傾かしげ、難しい顔をする。

　その表情がだんだん悲ひ愴そうなものになっていくので、相手の少女は慌ててしまった。

「ご、ごめん──苦手なんだね、違うひとに頼んでみるよ……」

「あ、待って待って、メグちゃん」

　蜜姫は彼女の肩を掴つかみ、引き戻してから近くの席の竜たつゑえに視線を向けた。

「ね。ね。タッチも宿題さ、一緒にやんない？　タッチ勉強とか得意っぽいし？」

「え──」

　竜ゑはぼうっとして、意味なく髪をいじくっていたのだが、蜜姫に話しかけられて目を見開いて驚いた。

「わ、わたくし？」

「あ……」

　蜜みつ姫きに話しかけてきた少女は、わずかに身を退ひいてしまう。竜たつゑえは制服が義務の観かん音のん逆さか咲ざき高校でいつもドレス姿だからか、近寄りがたい高貴なオーラをまとっているからか、あまりクラスメイトと喋しやべっているところを見ない。

　でも、そんな竜ゑはつまらなそうだ。

　蜜姫は頷うなずき、にっこりと笑った。

「うんっ★　ね、メグちゃんが困ってるし。ボクも自力じゃできっこないからタッチに頼るしかないのっ♪」

「……宿題」

　竜ゑは三枚のプリントをざらっと眺め、本当に当たり前のように言った。

「まぁ、このくらいなら三分で終わりますけど」




「ええええええええええっ!?」




　不意に。

　さりげなく聞き耳をたてていたらしい、周囲のクラスメイトが驚いた声をあげた。そして一斉に竜ゑを問いつめ始める。

「く、黒くろ木きさん、マジで？　マジで三分でできる？」

「いや……マジですが。あなた、できませんの？」

「くはー、やべぇー、さりげなく馬ば鹿か扱いされたよ私ゃ！」

「馬鹿扱いっていうかー、メグは誰だれから見ても馬鹿だよー」

「うがぁ！　馬鹿っていうなぁ！　ミク姉ちゃんと一緒にするなぁ！　あたしは馬鹿じゃない！　馬鹿じゃないぞぉ巨乳になって死ねー！」

「にゃああ!?　ひっぱるなー!!」

　以下、すごい騒ぎになった。

　宿題とは学生の自由な時間を侵略する外敵。侵略者インベーダーである。それを三分で撃退できると豪語した竜ゑは一躍クラスの英雄となった。実際、皆の見ている前で竜ゑはあらかじめ答えを知っているかのようにスラスラと解答欄を埋め、三分もかからずにプリントを終わらせてしまった。

　悲鳴があがり、快かい哉さいが叫ばれ、竜ゑは賞賛の嵐に晒さらされた。

　そう、きっと、みんな──竜ゑのことが気になっていたのだ。どんな娘こなのかな、つんと澄ました顔をしてるけど、本当は素敵な娘なんじゃないかなって。

　だから──。

「タッチ♪」

　蜜姫は花咲くような笑顔で、解答が全すべて埋まったプリントを奪いあい、世にも醜い争いを繰りひろげているクラスメイトの中心──竜たつゑえを見た。

　手を伸ばし、グッと親指を突きあげる。

「──ちゅっ★」

「……いや、『ちゅっ★』じゃわかんないし。人語を喋しやべりなさい、姫さま」

　つぶやく竜ゑは、幸せそうに微笑ほほえんでいた。

　世界が平和で。人々が幸福で。

　そんな素晴らしい現い在まを、蜜みつ姫きも上機嫌に見つめていた。
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　化け物は、化け物として生まれてくる。

　思えば最初から『悪い』存在などいるわけがないのだ。例えば人を殺す銃器も、文明に打撃を与える災害も、それ自体は決して『悪』ではない。銃を構成する鉄の分子の一つ一つが悪いのか。木々を薙なぎ倒す台風も、元をただせば無害な風だ。その風がそもそも存在を許されないほどの悪なのか。

　おそらく人間に害を成した瞬間に、あらゆる事象は『悪』と呼ばれるようになる。銃も、台風も、獣も、国家も、もちろん──人間も。

　それでは化け物はどうか。

　生まれたときから『人間を食う』という逃れられない性質を与えられている化け物は、生まれたときから死ぬまで、この人間社会では悪と見なされつづけるだろう。

　それでは──自分は。

「…………」

　ガタタン。ガタガタン。

　穏やかな音をたてて、電車が線路を走っている。ごく普通の各駅停車で、それなりに遅い時刻だからか乗客もあまりいない。座席に余裕をもって座った『貴たか御み門かど御み貴たか』は、両サイドから眠りこけてこちらに頭を預けてくる二人の少女にげんなりとしていた。

　学校での授業を終えて。何匹かの化け物を狩って。帰宅するために電車に乗って。

　今日は何な故ぜかいつもより疲れていた二人は、『御貴、わたくしの枕まくらになりなさい』『ボクもボクも』と『御貴』の了解も得ずにこうして寝息をたて始めてしまった。蜜姫は『御貴』の肩にもたれかかり、竜ゑは膝ひざに寝そべっている。美み名なの収まったショルダーバッグは蜜姫のスカートの上に置かれていて、尻尾しつぽみたいに三つ編みだけを鞄かばんの口から零こぼれさせていた。

　電車の窓の外は暗い。街灯が定期的に通りすぎている。

　緩やかな速度と、不快ではない震動、そして二人の少女の温かみに、『御貴』も眠くなってしまう。目を細め、『御貴』は携帯電話をいじっている部活帰りらしい中学生や、疲れた顔の社会人などを眺め──電車の中なか吊づり広告に目を向け、すぐに飽きて自分も目を瞑つむった。

　微睡まどろみながら押し黙り、『御み貴たか』は思考している。

『御貴』は、生まれたときのことを覚えていない。気づけばすでに蛇としては成人していて、たいていの知識は教えられることもなく得ていて、自分の使命──『林りん檎ご』を集め、不老不死になること──その本能のみが当たり前のように心を支配していた。

　父も、祖父も、自分と同じように生まれ、目的を達成できず──死んでしまったことも知っていた。『御貴』はそれが可哀かわい想そうで、世界に頼れる知人も家族もおらず、独りぼっちで縋すがるようにして何十年も『林檎』を求めて生きてきた。

　時には人間に化け、敵対する者を傷つけた。

　自分は化け物だ。人間社会にとっての悪。

　別にいいと思っていた。人間に認められないでも、自分は偉大なるヘビの末まつ裔えいだ。その事実が誇りとなって自分を守ってくれていた。

　けれど──半年前。

　出会った、自分が林檎を得るための障害として立ちふさがってきた少女──眼がん球きゆう抉えぐり子こが、『御貴』の存在意義を残らず瓦が解かいさせた。

　──おまえのことなんか誰だれも褒めちゃくれないぞ。

　覚えている。一言一言、彼女の言葉は胸に刺さった。今まで信じてきたもの、未来に設定していた目的、心の中心にあった本能を、彼女は叩たたき潰つぶしていった。

　なんのために、自分は林檎を探していたのか。

　どうして永遠を望んだのか。

　本当に、先祖の夢を叶かなえるために、ヘビの本能に従って生きていただけだ。

　目を開くと、『御貴』は静かに竜たつゑえを見つめた。

「あらゆる生物の本能をつくりあげたのが神様なら、僕は神様の操り人形だったってわけかな？　腹が立つ──僕はヘビだ。原始の昔、神を裏切り絶望させた一族の末裔だぞ」

　悪い夢でも見ているのか、単純に寝心地が悪いのか、寝言をつぶやく竜ゑの頭を撫なでた。

「……どんな本能でも、運命でも、用意してみなよ──神様。また裏切ってやる。僕はヘビだ。僕だけは、あなたの思いどおりになんか絶対にならないから。……そうだ、生きている意味を見つけて──それから、いつか永遠の命を手に入れてみせる」

　虚空を見上げ、『御貴』は自分に言い聞かせ、溜ため息いきをついた。

　ずぅっと、独りぼっちで生きてきた。

　そんな『御貴』にとって、触れてくる二人の少女の体温は、初めて経験する他人の温かみだった。愛いとしいと思う。本当に、何の裏もなく『御貴』はこの時間が嬉うれしいと思う。

　けれど──同時に。

『御貴』は心に罪悪感を抱えている。こんなふうに、彼女らが安心して体重を預けてくる『御貴』は貴御門御貴ではないのだ。彼を食い、その姿を乗っとった──化け物だ。

　その事実が『御貴』の心を重くして、またどうしようもない疑念を脳裏に発生させる。

　彼女らを愛いとしいと思う『御み貴たか』は、本当に『自分』なのだろうか。

『おまえ』の夢はなんだ。『おまえ』の目的はなんだ。『おまえ』はいったい誰だれなんだ。そう尋ねてきたのは──『御貴』の全すべてを破壊したあの少女だ。

「僕は──」

　竜たつゑえを、愛しいと想おもう。本当に──心から。

　偉大なる義兄の代理品として生きることのみを望まれ、ひたすらに自分は自分だと繰りかえしている──籠かごで歌う鳥のような少女、黒くろ木き竜ゑ。彼女は、ただ過去の先祖に従って、自我もなく生きてきた『御貴』の正反対で、尊敬し──憧あこがれた。

　最初は、貴たか御み門かど御貴の肉が覚えていた竜ゑの記憶と、彼の彼女への恋心が理由なのだと思っていた。けれど今は、『御貴』は『御貴』として、彼女のことを大切に想う。

　泣きはらした目をして、自分の部屋を訪ねてきた彼女。

　竜ゑを助けてあげたいと、『御貴』は心から願う。

　けれど──それは、本当に自分の気持ちなのか。また操られてはいないか。自分の思考がわからない。自分の理由がわからない。目的がわからない。

　自分は──誰だ？

　自分は──どうすればいい？

「僕は、どうすればいい？　貴御門御貴……」

　竜ゑの頬ほおを悲痛な顔で撫なで、『御貴』は罪悪感で潰つぶされそうになる。

　彼女が信じているのは、頼って、こうして華きや奢しやな身体を預けているのは、自分ではない。『自分』では──ないのだ。

　名前のないヘビは、答えのない自問自答を繰りかえす。

　自分は誰だ？　なんのために生きる？　なにを目的にして──。

「……あなたは姫に似ているわね」

　不意に、鞄かばんの中で美み名なが声をあげた。『御貴』の独白を聞いていたのか、声にはいつものような他人を小こ馬ば鹿かにした感じの雰囲気はない。

「妹は──嫌な娘に見えたわ。下らない目標のために、躍起になって意地はって。他の人間すべてを見下して。好きな相手もいないで。どうして上を求めるのかもわからないくせに上を目指して。独りぼっちな、そんな可愛かわいくない女の子だった」

　鞄に隠れて、彼女の表情は見えない。

「──けれど、当時、なにもかも嫌になって、部屋に引きこもって、全てを拒絶していた私を、姫は最後まで見捨てなかった。私は他人が嫌いだった。世界が嫌いだった。生きる努力を放棄して、ただ完かん璧ぺきに死ぬことだけを望んでいたのに」

　声には、ただ、悔恨のみが浮かんでいる。

「姫はそんな私の世話をして、自分は姉に必要な人間だ、世界に不要な人間なんかじゃないって──満足して、卑屈に、とても卑屈に生きていた」

　彼女は、どうして、こんなことを語っているのか。

『御み貴たか』は思いながらも、ただ耳を傾けていた。

「姉は妹に依存して、妹は姉に依存して、姉は愚かに命を保ち、妹は自尊心を保っていた。それじゃ──いけないと思ったの。私は、ある日、姫が気まぐれで食事を運ばなかった日から、一切の食事をとらなくなった。すぐに姫は後悔したか──根は優しい娘だもの、何度も部屋の扉を叩たたいて、呼びかけて、食事を運んでくれようとしたけど、私は無視し──」

　静かに、彼女は事実を告げた。

「餓死したわ」

　くすくす、と穏やかに声は笑った。

「馬ば鹿かよね──、愚かよね──、どうしようもないわよね？　けれど、そんな私のどこを気にいったのか知らないけど、死んだはずの私には殺菌消毒が宿って──命を永らえさせた。消化器官の殺菌消毒と排泄器官の不快逆流はセットになっているらしくてね、そのときいちばん近くにいた姫も不快逆流に取りつかれて──壊された」

　鞄かばんが震える。痙けい攣れんのように。

「だから私は、憎くて憎くてたまらない。姫は幸せになれるはずだったのよ。私という重石が消えて、姫は私に依存せず、自分の力で生きていけるはずだったの。私が──姫を駄目にしてしまった。私は、こんな運命を私たちに与えた神を絶対に許さない」

『御貴』は美み名なの収まった鞄を拾いあげた。そこで白髪の生首が震えている。

「だから、私は神になる。全すべての欠片かけらを集めて、この世にできないことはない、万能の完全体に。そして私たちを選んだ神の思惑を知って、姫を元に戻して、今度こそ──あの子の望んだ当たり前の幸せのなかで生きていってもらうのよ」

『御貴』が手で美名をこちらに向かせると、彼女は睨にらみつけてきた。

「そのためなら、私は鬼にも悪魔にもなる。壊れた姫を元に戻すためなら、あらゆる他人を壊すことを躊躇ためらわないわ。何度でも──それが、本当の姫の望んでいないことでも」

　こちらを見上げて、彼女は言う。

「御貴くん──化け物が幸せになってはいけない決まりなんてないわよね？　あなたが竜たつゑえさんを大切に想おもっているのはわかる。そのことに罪悪感をもっているのもわかる。けれど──怖がらないで、幸せになって、お願いだから」

　彼女は、泣きそうな顔でつぶやいた。

「化け物も幸せになれるんだって、その前例を私たちに見せて。ときどき──恐ろしくなるのよ、私たちは、絶対に報われないように神に決められているんじゃないかって」

　壊れてしまった姉妹の片割れは、それだけ言って押し黙った。

　絶対に報われないよう、ただ悪として存在し、嫌われ──殺されつづけることを神に望まれているのか？　幸せになってはいけないと、決められているのか？

　そんなわけはない。

　けれど──自分の正体を知ったら、竜ゑはきっと自分を嫌う。

　化け物が人間と幸せに暮らすなんてこと、あるわけがないのだ。

　気づくと、正面に誰だれかが立っている。

　ガタン。ガタタタン。

　電車は変わりなく動き、ときおり駅に停車している。家路につく人々を降ろし、また乗せ、極めて淡々と線路を進んでいる。とっぷりと暮れた窓の外は漆黒で、電車内の景観も変わりはない。乗降する人々にも特に注意を払っていなかったから──油断した。

「化け物も、幸せになれるよ」

　気配はなく。

「大切なひとが──受けいれて、そばにいてくれたら」

　感情もなく。

「……だけど、おまえらは、幸せになれない」

　左手にスプーンを握りしめた少女が、こちらを薄く赤色がかった銃口の瞳ひとみで見つめていた。特徴的なオオカミヘア。男が着るようなラフな服装。

眼がん球きゆう抉えぐり子こという、かつて『御み貴たか』の全すべてを破壊した少女は。

「ここで死ぬから」

　静かにそれだけ告げたかと思うと、笑顔も見せずにスプーンを振るってきた。
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　記憶は肉体に宿る。能力も肉体に付随する。それは車に例えるとわかりやすいかもしれない。どれだけ高性能な車でも、ガソリンをいれなければ走らない。人間のガソリン──活動のために必要なエネルギーは『魂』である。

　貴たか御み門かど御貴の身体には記憶があった。どのように足を、腕を動かすか。回数は少なかったが子供のころに喧けん嘩かしたこともあったので、他人を殴る、攻撃する、あるいは防御する技術も記憶として宿っていた。

　そして人並みよりも少しは下だが肉体には身体を動かす能力も付随していた。もしも『御貴』が膨大なエネルギーの塊である『林りん檎ご』の一つでも持っていれば、その凡庸な能力を何倍にも何十倍にもして目の前の少女と戦っていただろう。

　だが、今の身体には、圧倒的に魂ガソリンが足りない。

　半年前。二つの林檎を持ちながらも彼女に敗北した『御貴』が、自分と御貴の貧弱な、生物としては当たり前の魂しか持たないこの身体で勝てるわけもない。

「眼球──抉子」

　全身が震える。半年前の恐怖が蘇よみがえる。瞳どう孔こうが開き、『御貴』は硬直してしまった。

「…………」

　そんな自分に突きだされた銀色のスプーンを、横から受けとめている存在がいる。

　丸い耳のついた帽子。くるんと巻いた尻尾しつぽの飾り。二つの三つ編みにまとめた髪。

　大きな手袋でスプーンを防いだ、無表情の蜜みつ姫きにグリコは眉まゆをひそめた。

「誰だれだ──」

　警戒するように後方へ跳躍し、乗降するための扉あたりで体勢を低くする。

「それに、なんだ、その手袋？」

「ねぇ──」

　蜜みつ姫きは、普段の朗らかさとは程遠い、ぞっとするほど冷たい声で言った。

「お姉ちゃん、ミッタの言ったこと──本当？」

　うふ、と蜜姫は淫いん靡びに笑った。

「本当に本当で、眼がん球きゆう抉えぐり子こなの？」

　電車は未いまだに動いている。乗客の何人かが不審そうにこちらを見ているが、積極的に止めるほどの騒ぎは起きていないので未だに傍観している。まさか少女の手に握られたスプーンが他人を殺せる凶器にも見えないだろうし。

　ガタン。ガタンガタン。

　仄ほのかな震動のなか、蜜姫は大きな手袋で頭を抱えた。

「あ──」

　騒ぎに気づいたか、竜たつゑえも薄っすらと目を開いている。まだ意識が曖あい昧まいなのか、『御み貴たか』の制服の裾をぎゅっと掴つかんでくる。

　そんな二人を見て、蜜姫は細かく震え始めた。

「あ。駄目。駄目だよぉ。あはっ、眼球──抉子？　お姉ちゃんを、こんな身体にして──苦しめて、許せない、お姉ちゃんは私に必要な人間なのに。お姉ちゃんを殺そうとするなんて許せない許さない」












　口調も、声も、がらりと変えた──これは、誰だれの声だ？

　記憶は、肉体に宿る。

　人格も──身体に依存する。

　けれど蜜みつ姫きの肉に宿った記憶も人格も、大きな欠片かけらの副作用で歪ゆがんだという。

　今、こうして憎々しげな言葉を漏らしているのは誰だ？

　これまで殺さい原ばら蜜姫として、無邪気に振る舞っていた少女とは別人のように──。

「憎い」

　つぶやき、蜜姫は大きな手袋で自分の口を押さえた。

「え？　駄目。駄目なのっ♪　ボクは誰かを憎んじゃいけない。ボクは天使の不快逆流──あぁもう嫌になっちゃうなぁ憎たらしい私とお姉ちゃんの二人っきりの幸せな時間が、壊されて、奪われてぇぇええ」

　一瞬だけ首を振って無む垢くな顔に戻った蜜姫だが、すぐに獰どう猛もうな表情になると怪け訝げんな顔をしているグリコを睨にらみつけた。

「おまえの」

　立ちあがり、目にも留まらぬ速度で彼女の前まで移動する。

「おまえの、せいだぁぁああ！」

「────」

　人間離れした蜜姫の動きに反応が遅れたか、グリコは慌てて構えたものの間にあわず──彼女に顔を掴つかまれた。

　そして、思いっきり電車の乗降口に後頭部を叩たたきつけられる。

　みしり、とかなりの強度があるはずの硝子ガラス扉に亀き裂れつが走った。乗客たちが悲鳴をあげ、車内が一瞬にして狂乱に支配される。

　──蜜姫？

「おまえが！　おまえが！　余計な！　ことをっ！　しなければぁぁ！」

「やめて姫！」

　鞄かばんの中の美み名なが絶叫し、飛び散る破片と、見間違えるはずがないグリコの血と、人々の金切り声に彩られた変わりはてた妹へ呼びかけた。

「お願い、やめて！　御み貴たかくん姫を止めて！」

「な──そん」

『御貴』は狼ろう狽ばいし、腕力では化け物じみた蜜姫を止められるわけがないと思い、必死になって呼びかけた。

「蜜姫、止よせ！　そいつは危険だ──逃げるぞ！」

「……何をしてますの、姫さま」

　ようやく完全に覚かく醒せいしたか、上体を起こした竜たつゑえが蜜姫の背中を見つめた。もちろん『御み貴たか』の呼びかけにも、竜たつゑえの視線にも彼女を元に戻すような効果はなく。

　美み名なが珍しく感情的に叫んでいた。

「いけないわ！　無邪気で、公平であるべきの不快逆流が他人を憎んだら！　姫！　落ちつきなさい！　憎しみばかりが強調された、その人格も蜜みつ姫きそのものじゃない！　それは堕天使としての不快逆流の人格！　堕天使は、聖書において──」

　鞄かばんの中でこちらを見上げ、美名は悲痛な顔をした。

「暴れて、暴れて、滅ぶ運命さだめよ！　神の正義と全知全能を証明するために堕天使は悪いものとして創つくられた、絶対に報われない悪なのよ！」

　びしり、と乗降口の扉そのものが砕け、割れ、呆あつ気けなく。

「死ね」

　言葉とともに、眼がん球きゆう抉えぐり子こは走りつづける列車から強制的に追放された。乗客が叫び声をあげ、あるいは立ちあがり、蜜姫を凝視するなか──。

　窓の外に吹っ飛んでいくグリコが見えた。

「あはっ」

　そして蜜姫は高笑いする。

「あははっ殺した殺した殺し」

　びくっ、と硬直し。

「ぐ──う」

　蜜姫は、その場に崩れ落ちる。美名が叫び、『御貴』は慌てて彼女の元まで駆け寄った。抱き、その呆ぼう然ぜんとした表情を見つめる。魂が抜けたような顔をした丸耳帽子の彼女は、縋すがるような顔でこちらを仰いできた。

「……ミッタ」

　その後ろ、鞄を抱えた竜ゑを見つめ、手を伸ばす。

「タッチ。お姉ちゃん。逃げて。逃げて！　気持ち──悪い。うぅ。う」

　お腹なかを押さえ、蒼そう白はくになる。

「うううううううげぇええええええ」
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　油断した。

　列車の外に放りだされながら、グリコは冷静に考えていた。

「…………」

　涙歌メロディアノイズと取引をすることに決めて、彼が提案してきた『小さな欠片かけらを五つか大きな欠片を一つ』という条件を満たすため、しばらくグリコは町を彷徨さまよっていた。グリコには化け物や林りん檎ごの保持者、蟲むしなどを感知する能力がある。その詳しい理屈は自分でもよくわからないのだが。

　そうして探しまわり、ようやく見つけたのがさっきの連中だった。

「……しかし、あれは──どうもヘビ？　それに殺菌消毒？」

　その組みあわせ──かつて自分と殺しあった存在が集まっていたことに、言いしれぬ不安を覚える。あれはヘビだった。姿形は微妙に変わっていたが、あいつの気配はよく覚えている。

　それに殺菌消毒。

「殺したと──思ったのに」

　彼女の言葉を信じ、心臓を抉えぐっただけで死んだものと勝手に思いこんでいた。命を完全に絶って止とどめをささなかった自分のミスだ。

　鈴りん音ねを殺し、仮かり初そめとはいえ、グリコの両親を殺害した殺菌消毒。

　憎んでも憎んでも憎みたりない、グリコの──敵。

「……まぁ、何度でも、グリコが殺してやる」

　つぶやき、グリコは吹っ飛びながらもこの状況を脱出する方法を目まぐるしく考えている。このまま地面に叩たたきつけられれば大怪け我がを負ってしばらく動けなくなるだろう。

「ならば──」

　グリコは流れていく電車を睨にらみつけ、そこから遠ざかっていく自分の身体の位置を把握する。そして自分が飛ばされていく方向に見えた、線路沿いに建つ見知らぬ民家に目を向ける。

「ぐぅ」

　唸うなり、空中で強制的に方向転換、足を民家に向け、力一杯に吠ほえた。

「ぉぉおおお！」

　そして思いっきり、民家の壁を蹴けりつけた。

　脆もろい素材の壁は崩れたが、グリコは慣性の呪じゆ縛ばくから脱出して再び電車へと向かう軌道になる。高速で駆け抜けようとする電車の最後尾付近、突起に無理やり指を立てて掴つかまった。幸いにして各駅停車の速度なので大したものではない。

「ぐ──」

　それでも再び吹っ飛ばされそうになり、グリコは歯を噛かみしめて強烈なＧに耐えた。筋肉がミリミリと悲鳴をあげ、冷や汗が頬ほおを伝ってくる。

　景色が高速で後ろに流れていく。すでに世界は暗い。立ち並ぶのは普通の住宅街。風の音がうるさくて何も聞こえない。

　不意に。

　電車に──激しい震動がきた。

「はぅぐっ!?」

　腕に千切れそうな感覚がきたが、どうにか堪こらえ、グリコは何事だと壁に貼はりついたまま前を見た。

「────」

　奇妙なものが見えた。

　漆黒の噴水である。

　噴水は電車の天井板を易やす々やすと貫通し、高く、高く空へと吐きだされ、また壁を床板を突き破って血ち飛沫しぶきのように四方へと飛び散った。

　攻撃力を伴ったその黒色が、電車の車輪を破壊でもしたものか──。

　がくん──と穏やかに思える大きな揺らぎがきて。

「────!?」

　瞬間、乗客を乗せたまま、列車の後ろ半分が呆あつ気けなく脱線して横転した。
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　天地が砕けちったかと思うような震動と騒音、それらに呆気なく『御み貴たか』の意識は吹っ飛んで、しばし死にも似た暗くら闇やみばかりがつづいた。

　こんなところで。こんなに意味もなく。こんなにあっさりと。自分は死ぬのか。

　死ぬ。その圧倒的な恐怖のみが、暗闇に漂う『御貴』の意識を容赦なく責め苛さいなんでいた。

「────か」

　嫌だ。嫌だ死にたくない。

　足あ掻がき、悶もだえるようにして、頼りない『御貴』の意識は命の光を探し求めた。

「……たか。み──」

　死にたくない。

　生きていることを望む。その理由は何な故ぜ？　最終的にやはり『御貴』の思考はその問いに辿たどりつく。どうして死ぬのは怖いのか。永遠の命を望むのか。

　半年前。眼がん球きゆう抉えぐり子こは、死ぬのも厭いとわず巨大な夢界獣へと立ち向かった。そして自分の『林りん檎ご』を躊躇ためらわず、出会って間もない赤の他人に分け与えた。

　それは何故？　そんな恐ろしいことを、どうして彼女は実行できたのか。

　あのとき自分は彼女を嘲あざ笑わらった。愚かだ。間抜けだ。本当にそう思った。

　けれど死への恐怖を無視し、永遠の命を迷わず捨てたあのときの彼女は──強かった。どうして生きているかもわからず、ただ死にたくないと望む今の『御貴』よりもずっと。

　眼球抉子。彼女は見つけていたのか。

　永遠の命よりも大切なこと。死んでもいいと思えるほどの、生きていて良かったと納得して命を捨て去れるほどのものを。

　それは──いったい。

　命の目的は？　意味は？　わからない──。

「御貴！」




　竜たつゑえの悲痛な声で、『貴たか御み門かど御貴』の意識は覚かく醒せいした。

　まず見えたのは、遠くのほうの空に噴きあがる大げさな煙だった。そして脱線し横転した列車と、それを処理するために集まってきたらしい作業車や作業員。口々に何かを叫びながらその非日常を眺めているたくさんの野次馬たち。

　緊急事態を示すサイレンと、人々の獣じみた声と、危ないので近づかないでくださいと必死に訴える作業員のスピーカー音声。

　それら騒音の隙すき間まから、竜たつゑえの儚はかない声がする。

「御み貴たか、良かった」

「……竜ゑ」

　声の聞こえた方向──倒れた『御貴』を見下ろしている竜ゑを見て、絶句した。

　鮮烈に、紅あかい、紅い。

　血が──地面に座りこんだ竜ゑの右腕から滴り落ちている。華美なドレスが引き裂かれ、捻ねじ曲がり、骨と血を露出させた無惨な腕が力なく垂らされている。

「姫さまに……横転しかけた電車から放り投げられて」

　声には力がない。弱々しくて、今にも消えてしまいそうなほど掠かすれていた。

「必死でね、竜の吐息ドラゴンブレスで空気のクッションをつくって──ふふ、なかなか大したものでしょう。わたくしも……」

「竜ゑ。竜ゑぇ！」

『御貴』の心に痛みがはしる。電車から猛速度で放りだされた自分がこうして生きているのは、きっと竜ゑのおかげで──彼女が怪け我がをしているのは、たぶん、自分の身を顧みないで『御貴』を助けたからで。

　どうして。

　どうして──自分なんかのために。

「竜ゑ……」

　全身に眩暈めまいが伝導したかのような倦けん怠たい感かんのなか、『御貴』は無理に微笑ほほえむ竜ゑに手を伸ばした。震えながら痛みを堪こらえている彼女は、目に涙をいっぱい溜ためている。

「どうして──僕は、僕はね？」

　自分の胸に手をやり、『御貴』は表情を崩した。

「何度でも言うよ。僕は竜ゑの知っている貴たか御み門かど御貴じゃない。それどころか──僕は」

　貴御門御貴を食い、その思考と肉体を奪った、化け物なのだ。

「……ずぅっとね」

　竜ゑは蚊の鳴くような声で、どうしてか微笑ほほえみながらつぶやいた。

「憧あこがれだったんですの。膝ひざまくら。……こうね、座っている御貴の膝に、甘えて頭を預けて──疲れていた、眠かったっていうのは嘘うそ。ただ、膝まくらをしてほしかった」

　え？──と『御貴』は表情を変える。さっきの電車のなか、寝ていたと思っていた竜ゑには意識があったのか。では、自分と美み名なの会話も聞かれていた？　自分の正体が化け物だということも──。

　竜たつゑえはついに微笑も維持できなくなって、涙を零こぼしながらつぶやいた。

「ねぇ──あなたが、誰だれだかは知りません」

　ぽろぽろ、と流れる涙は彼女の頬ほおを伝って、乾いた大地に染みこんでいく。

「けれど、わたくしは、あなたが誰であろうと──たとえ御み貴たかでなくっても、どうしてでしょうね？　大切に、愛いとしく想おもう。あなたに焦がれている、どうしようもない黒くろ木き竜ゑがここにいます」

　痛みで意識が曖あい昧まいなのか、夢ゆめ現うつつな表情で彼女は語った。

「世界で独りぼっち。独りぼっちが二人で、互いに傷を舐なめあって、きっと愚かで間抜けだけれど──ねぇ御貴、わたくしたちは、たいへんに素敵な関係ですわ。願わくば──ずっと、あなたに甘えていたい。そばにいて、支えあっていたかった」

　ずる、と竜ゑの肩が落ち、頭も下がり、倒れこんでくる。

「竜ゑ──」

　慌てて上体を起こし『御貴』は彼女を抱きとめたが、血が抜けたせいか彼女は冷たい。

　竜ゑは微笑して、当たり前のように言った。

「でも──どうやら、わたくしはここまでのようです」

　ぎゅ、と力なく、『御貴』のことを抱きしめてきて。

「ねぇ御貴、あなたは永遠の命を求め、わたくしは世界の支配者となるために努力していました。何な故ぜ？　その理由が──目的がわかります？　わたくしたちを苦しめていた、その問いかけの答えがわかります？　わたくしは──わかってしまいました」

　竜ゑは、顔を『御貴』の胸に埋め、囁ささやくようにつぶやいた。

　それは静かな、気高い声だった。




「答えは──きっと、これです。この温かみです」




　その言葉を最後に、竜ゑは動かなくなった。

　彼女の指先から力が抜け、だらりと垂れさがってしまう。『御貴』は悲ひ愴そうな顔になり、何度も彼女の名前を叫んだが、意味はなく、竜ゑは目を醒さまさない。

「──安心しなさい。気絶しただけよ」

　不意に、涼やかな声が響く。見ると、神妙な顔をした美み名なの生首が茂みの隙すき間まに転がっていた。どうやら彼女も蜜みつ姫きに電車から放りだされていたらしい。

『御貴』たちが落ちたのは線路沿いの遊歩道のようで、そばには汚い川が流れ、植物があちこちに繁茂している。

「美名──」

　つぶやき、『御貴』は竜ゑをその場に寝かせ、自分は立ちあがると美名のもとまで駆け寄って拾いあげた。美名は憮ぶ然ぜんとして、こちらを睨にらみつけてくる。

「まったく、生首というのは不便なものね。自分で動くことができないし」

　ぼやく彼女を無視するように、『御み貴たか』は竜たつゑえの元まで戻って問いかけた。

「それよりも──美み名な、竜ゑは本当に大丈夫なの？」

「えぇ、大丈夫よ。以前──私は竜ゑさんの肉体が普通の人間のものだと言ったわね？　訂正するわ──うまく説明できないけれど、彼女の肉体は、欠片がほとんど底をついた大きな欠片の保持者に酷似している」

　美名は淡々と語った。

「欠片かけらの保持者は、『受容器』という欠片を保存するための器官を持っているのね？　たいていは心臓だけど──心臓が満杯だったら、私のように頭部に受容器を仮構築してそこに保存することもある」

　美名が、こうして生首だけで生きていられるのはそれが理由か。

『御貴』は推測してみる。美名が人間の形をしていたとき、彼女は『心臓』と『頭部』にそれぞれ欠片を貯蓄していた。そこで首を斬きられ、『心臓』の欠片とは切り離されたけど、美名の意識は『頭部』の欠片を拠より所どころにして生きのびた──という感じだろうか。

「普通、人間の身体に用意されている受容器は、小さな欠片を一つ保存するだけで満杯になってしまう。それ以上を蓄えようとしたら、まず受容器が破裂して悶もん死しするわね」

「…………」

　それは──知らなかった。

　思いつつ、『御貴』は不意に疑問を抱く。普通の人間は、小さな欠片──林りん檎ごを一つしか持てない？　その法則が確かなら、自分や──。

眼がん球きゆう抉えぐり子こは？

「大きな欠片に寄生された人間は、大きな欠片の力により肉体を改変される。そのせいで人格が歪ゆがんだり、色々と副作用はあるのだけど──大きな欠片の保持者は、ほとんど無尽蔵に欠片を貯蓄できるようになる。竜ゑさんは──その大きな欠片の保持者しか持っていないはずの、大きな受容器を肉体に備えているようなの」

　戸惑う『御貴』を不思議そうに見つつ、美名は淡々と語りつづける。

「竜ゑさんは姫の肉を食べたわよね？　高濃度のエネルギー──『魂』の塊を。その『魂』は竜ゑさんの大きな受容器に残らず吸収されて、彼女の力と不死性を大幅に上昇させたはずだわ。だから、彼女は死なない。普通の人間なら大きな魂が肉体に馴な染じむまで時間がかかるのだけど、最初から大きな受容器を持っていた彼女ならすぐに大きな魂の力を発揮できるはず。きっと──慣れない痛みに晒さらされて気絶してしまっただけでしょう」

　つぶやき、美名は独り言のようにつぶやいた。

「……このまま『魂』を、欠片を吸収しつづければ、彼女は大きな欠片の保持者──七人の蟲こ人びとと同格の存在になる。眼球抉子のあれと──何か関係があるのかしら？」




「……グリコを呼んだか？」




　不意に。

　感情という輝きが欠落した、あどけない少女の声が響いた。

『御み貴たか』は弾はじけるように振りかえり、美み名なも目を見開いて驚いていた。彼女は、蜜みつ姫きに電車から放りだされ、宵よい闇やみに消えてしまったはずなのだが──。

　特徴的なオオカミヘア。男が着るような衣服。左手に光るのは銀色のスプーン。

　彼女は──眼がん球きゆう抉えぐり子こと呼ばれる正体不明の少女は、無傷で、ただ悠然と、こちらに向かって歩いてくる。

「そんな──」

『御貴』は周囲を見る。蜜姫は横転した電車に取り残されている。竜たつゑえは気絶していて、美名は生首だから自分で動くこともできない。自分が──肉体は、ただの人間と同じな自分が、恐ろしい戦闘力をもつ彼女の相手をしなくてはいけないのか？

「いきなり電車が横転するから驚いた。まぁ──そのへんの電柱や屋根を足場にし、衝撃を殺してから着地したから怪け我がはしなかったが」

　当たり前のように常人離れしたことを言い、グリコは冷酷な顔をした。

「あの妙な餓鬼もいないようだし、おまえらがグリコに勝てないことはわかるな？　大人しく抵抗せずにいるなら、せめて苦しまないように林りん檎ごを奪ってやるぞ」

　低く、感情を混ぜずに死を宣告してくる死神のような彼女が心から恐ろしい。

　半年前を思いだす。あのとき刻まれた恐怖は、『御貴』の身体を容易たやすく縛いましめた。逃げる。逃げたい。逃げなくてはならない。彼女には慈悲というものがない。敵対した相手は──容赦なく叩たたき潰つぶしにくる。

　足が震え、心は挫くじけたが、『御貴』は素早く動いて竜ゑを守るように片手を広げた。右手には美名を抱き、武器すら持たない左手をただ意味もなく虚空に向けて。

「……なんのつもりだ？」

　グリコは、薄く微笑した。

「おい、おまえは本当にあの残酷なヘビか？　それはいったいなんの冗談だ？　残らず人間を見下していたおまえが、今さらになってその人間を守るのか？」

「うるさい──」

『御貴』は、自棄になって叫んだ。

「うるさい。うるさい！　うるさい!!」

　爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみを煌きらめかせ、『御貴』は弱気を潰つぶすようにして笑った。

「ははは！　決まっているだろう、眼球抉子！　あなたが冷酷なだけの化け物じゃないってことはわかっているんだ！　こういうふうにさ、人間を守るようなふりをしてやれば、あなたは不ふ憫びんに思って僕を殺せないだろう？」

「…………」

　グリコは、そんな『御貴』の顔を見つめ、呻うめくようにつぶやいた。

「おまえは──本当に、グリコの知っているヘビか？」

　スプーンを握りしめ、こちらに向かってゆっくりと歩いてくる。

「そうやって、グリコが怒るようなことを言って、挑発して、そこに倒れている女を自分が利用した被害者だって、主張して──守って、心から、大切に想おもっている？　グリコがそいつを殺せないよう、わざと──」

「ははっ、これは傑作だよ！」

『御み貴たか』は引きつるように、腰を曲げて高笑いをあげた。

「あなたは本当に愚かだね！　浅はかで、お人ひと好よしすぎる！　僕がそんな善意の存在だと思うのかな？　忘れたなら思いださせてあげる──僕はヘビだ！　かつて人類を謀たばかり、永遠の命のために神を裏切った──生き汚さにかけては世界一のヘビの末まつ裔えいだぞ！」

　グリコを睨にらみつけ、精一杯の虚勢をはった。

　けれど彼女は動じずに、何な故ぜだろう、哀かなしそうな表情になる。

「………やめてくれ」

　スプーンをこちらに向けて、彼女は鋭く言い放った。

「やめろ。やめろ！　喋しやべるな！　化け物が喋るな！　人間のように喋るな！　グリコは林りん檎ごを集めなくちゃいけないんだ！　おまえらを、容赦なく、その人生を──終わらせて」

　独白するように、眼がん球きゆう抉えぐり子こは虚空へと叫ぶ。

「グリコは化け物に戻る！　そう決めた！　決めたんだ！　なのに──なのに、くそっ！」

　がむしゃらになって、彼女はこちらに駆けてくる。そして素早く左手を動かして、『御貴』の眼球を狙ねらってくる。

「──どうだ！　死ぬぞ！　死ぬのが怖いだろう!?　ヘビとはそういう生き物だろう!?　避よけろ！　逃げろ！　おまえがヘビだと証明しろ！　誰だれかを守りたいと思う、そんな生き物ではないと主張しろ！　そうすれば──迷いなく、グリコはおまえを殺せるのに！」

　放たれた一撃を、『御貴』は手を広げたまま迎えいれる。動いたら、そのスプーンの軌道の先にいるのは竜たつゑえだ。竜ゑは──。

　彼女は、ずっと努力して、それでも一度も報われないで。

　貴族のような口調と華美なドレスという虚飾で、他人と自分を区別しようとして、最後の誇りを必死になって維持していて。

　あんな──痛々しい、可哀かわい想そうな存在のまま。

　ここで死ぬのは、駄目だと思う。

　貴たか御み門かど御貴という少年の心は、すでに竜ゑを見捨てて逃げようと必死になって訴えてきている。彼は竜ゑを愛していたが、竜ゑよりも自分の命を大切に思っていた。

　けれど──けれど、『御貴』は。動かない。動けない。

　彼女を守りたい。彼女の笑顔を守りたい。

　そのためには──。

「おまえなんか」

『御貴』は左手でスプーンを受けとめ、血ち飛沫しぶきを散らしながら叫んだ。

「おまえなんか、怖いもんか！　死ぬことなんか、怖いもんか！」

　怯ひるむグリコを睨にらみつけ、『御み貴たか』は抉えぐられた左手で彼女を殴りつけた。

「ははは！　弱い！　弱いぞ──眼がん球きゆう抉えぐり子こ！　おまえなんか怖いもんか！　おまえなんかに殺されてたまるもんか！　竜ゑのつくったぬいぐるみを見せてもらうと約束したんだ！　僕はそれを褒めてやって、あいつを笑顔にしてやるんだ！」

「ぐう──」

　まさかの反撃に驚いたか、数歩だけ後退し、グリコが目を見開いた。

「うるさい！　喋しやべるな！　もう黙れぇぇ！　グリコは鈴りん音ねを元通りにするんだ！　そのためには林りん檎ごが必要なんだ！　そこをどけ、ヘビ！」

　半年前と──完全に、立場が逆転した二人は、互いに譲れない思想を燃やして相対する。もう止まらない。どちらかが死に、どちらかが失うまで、止まらない──。

　そう思われたが。




「ちゅ────ッッ★」




　唐突に。

　甲高い雄叫びとともに弾丸のように何者かが飛んできて、グリコに強烈なドロップキックを食らわせた。信じられないその速度と威力にグリコはたまらず吹きとばされ、遊歩道をごろごろ転がり大きな樹の根っこにぶつかって止まった。

「み──」

『御貴』は驚きよう愕がくを隠せずに、その騒がしい闖ちん入にゆう者しやの名前を呼んだ。

「……蜜みつ姫き？」

「ただいま参上、奇跡の天使！　歌って踊れる排泄器官！」

　血まみれの──。

「ボクが無敵の不快逆流、殺さい原ばら蜜姫なのっ♪」

　血まみれの、どろどろで、肉が潰つぶれていて、骨が飛びでていて。

　内臓がはみでていて、足が折れていて、立っているのが不思議なほどの。

「タッチ。ミッタ。お姉ちゃん」

　殺原蜜姫は無邪気に笑い、『ちゅっ★』と親指をたてた。

「ボクがきたからには、もう安心なのっ」

「あ──」

『御貴』の腕のなかで、美み名なが珍しく感情を露あらわにした悲鳴をあげた。

「あぁ、あぁあ！　嫌ぁ、姫！」

「蜜姫──」

　直視するのも耐えられない、ぐちゃぐちゃになった蜜姫へ、『御貴』は歩みよって悲痛な顔をする。電車の横転に巻きこまれ、それでも最後、『御貴』たちを放り投げて脱出させてくれたという彼女は、無惨な姿となっていた。

　ぽたぽたっ、と血が地面に落ちて、薄暗い遊歩道を黒く染めていく。

「蜜みつ姫き──どうして」

『御み貴たか』は理解できないで、彼女に問いかけた。

「どうして、こんなになってまで」

「あははっ★」

　蜜姫は朗らかに笑い、立ちあがるグリコに大きな手袋を向けた。

「ミッタもタッチも友達なのっ♪　だからボクがんばって守っちゃうっ★」

　潰つぶれた顔で微笑ほほえんで、彼女は静かに付け加えた。

「ボクにもね──ちょっとだけ、人間だったときの記憶があるの。あのころの殺さい原ばら蜜姫は、友達なんかいなくって、お姉ちゃんも好きだったのに、堕人間だって遠ざけて──」

　困ったような顔で、彼女は目を伏せた。

「……それがね、とても寂しかったの。それだけをボクは覚えているの」

　胸をはり、腰に手をあてて無邪気なポーズをとる。

「だからねっ、じゃーん、こうしてお友達ができて、幸せで、友情パワーで蜜姫ちゃんは最強なのっ★　うぉおっ、誰だれにも負ける気がしないぜぇっ、なのっ♪　さっきは失敗しちゃったけど──今度は我を失って、堕天使にだってならないよっ!?　ボクはボクのまま大・活・躍、なのっ★♪」

　明らかに無理をしているそんな彼女に、『御貴』は胸を抉えぐられたような気分になる。友達って──自分は、彼女をそこまで大切に想おもっていなくて、交渉の結果、協力しているだけの得体の知れない相手だと少なからず思っていて。警戒していて。

　でもそんな疑念、一瞬で吹っ飛んでしまった。

　この天使のように無邪気な少女が、傷つくのがたまらなく嫌だった。蜜姫も、竜たつゑえも、もちろん美み名なも、仲間──そうだ、『御貴』が初めて手にいれた、仲間なのだと自覚した。

「……ミッタ！」

　怒りを宿した瞳ひとみでこちらを睨にらみつけ、間合いを測りながら歩みよってくるグリコの正面、いきなり蜜姫が叫ぶので、何事かと『御貴』は戸惑った。

　やがて気づき、呆あきれて眉まゆ尻じりを下げた。表情を崩し、かるく手を挙げる。

「……みっき」

　ぱしん、と蜜姫と『御貴』はハイタッチ。

　蜜姫は笑顔になって、いつものように無む垢くに言い放った。

「ボクたちは、最強だっ★」

　そのままグリコに向かいあう。グリコはもはや躊躇ためらわず、銃口の瞳でこちらを見つめて襲いかかってきた。それは迷いのあった先刻と違って視認が難しいほど速い。

「蜜姫！」

　思わず『御貴』は悲鳴をあげ、蜜姫も動きに反応できなかったか身を強こわばらせた。

「おまえ──よくもやってくれたな」

　グリコはつぶやき、スプーンを握った左手を蜜みつ姫きの腹部に放つ。傷つき、内臓まで見えた彼女の腹部から手をつっこんで心臓を抉えぐる気か？

「死ね──」

　冷酷な言葉とともに、彼女の左手が蜜姫の腹部に吸いこまれ──。

「………残ー・念ー・でー・しー・たー！」

　瞬間、蜜姫の腹部に大口が開く。びっしりと牙きばが並んだ、その禍まが々まがしい腹部の口はがちがちがちと喜ぶように歯を鳴らし──。

「ゲッちゅう★」

　言葉とともに、腹部に潜りこんだグリコの腕はめちゃくちゃに齧かじりつかれた。

「ぐう──!?」

　グリコは身を捩よじって逃れようとしたが、食いこんだ乱らん杭ぐい歯ばは彼女を逃さない。蜜姫は淫いん靡びに微笑ほほえんで、勝利を確信した表情で宣言した。

「いただきまぁす♪」

　がじがじがじがじがじ。ぼりがりごりぐりがりごりがり。

　ばぎりっ。ぐちゃりっ。

「ぐあぁぁぁあああ!?」

　グリコは絶叫した。生きたまま、無数の牙に食いつかれるのは堪たまったものではないだろう。想像するだけで寒気がする。普通の人間ならばその痛みだけで悶もだえ死ぬはずだ。

　皮が裂かれ骨が咀そ嚼しやくされ肉が嚥えん下かされていく。

　喰くわれていく。蜜姫の、腹部で笑う獰どう猛もうな口に。

　けれど──。

　鮮血が舞い、顔を汚しながらも、グリコが冷酷な表情になった。

「──」

　蜜姫は一瞬だけ怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたが、腹部の口は止まらない。

「……痛覚を失うほど長く──千年も、生きてきた」

　グリコは静かにつぶやいて、大きく口を開いた。

「そのあいだ、ずっとグリコを助けてくれた左手よ………一時だが、さよならだ」

　そして躊躇ためらわず、自らの二の腕のあたりに歯をたてる。そのままグリコは呆あつ気けなく自分の左腕を食いちぎり、愕がく然ぜんとする蜜姫に血を滴らせた口で笑った。

「何を驚く？　何を恐れる？　腕などまた生えてくるものだろうが！」

　壮絶な顔で言い放ち、両腕を失った彼女は思いっきり蜜姫の顎あごを蹴けりあげた。

「────ッ!?」

「まだ終わりじゃないぞ！」

　そのままグリコは蜜姫に強烈な前蹴りを食らわせ、倒れた彼女に駆け寄って何度も何度も踏みつけた。骨が砕かれ、肉が潰つぶされ、掻かきむしるような蜜姫の悲鳴が薄暗い遊歩道に響きわたる。

「蜜みつ姫き！」

『御み貴たか』が慌てて助けに向かったが、すでにグリコに迷いはない。激しい勢いで顔面を蹴けられ、『御貴』は地面を転がって呻うめく。

「う──あ、うぁ、うう」

　抵抗もできず悶もだえる蜜姫の真上、グリコが瞳ひとみに薄く真紅を滲にじませて告げた。

「さぁ、おまえの林りん檎ごをグリコに寄越せ！」




　瞬間、グリコの身体が吹き飛んだ。




「────え？」

　何もなかった。光も、音も、衝撃もなかった。ただ柔らかな風が──倒れた『御貴』の顔を撫なでて。

　気づいた。近くに誰だれかが立っている。

　痛みを堪こらえて周囲を眺め、『御貴』はそれを視認した。

　刃やいばの擬人化のような、銀色の化け物。見覚えがある。あれは『御貴』が食べた御貴を切り刻んで殺した存在だ。

　その隣りに、小こ綺ぎ麗れいな男が立っている。

　完かん璧ぺきに整えられた体形と、潔癖なほどに皺しわも汚れもない高級そうなスーツ。髪型はオールバックで、きっちりとした目元に薄い微笑ほほえみを浮かべたあの男は誰だろう。

　弾はじけ飛んだグリコは動かない。気絶している？　あのグリコを一撃で？　どのような手段で？　あの男がやったのか？

〈くくく……〉

　男が表情を変えず、仄ほのかに笑った。不思議なことに、彼は口を開いていないのに、声だけが流りゆう暢ちように言葉を紡いでいく。

〈標的Ａ──眼がん球きゆう抉えぐり子こ、完了。標的Ｂ、不快逆流を始末せよ、〝べろ包ぼう丁ちよう〟〉

「きし。しゅり」

　刃やいばを擦こすらせるような音をたて、〝べろ包丁〟と呼ばれた銀色の化け物が疾走する。満まん身しん創そう痍いの蜜姫はよろめきながら立ちあがり、腹部の口を開いてそれを待ちかまえた。

「……始末とか、簡単に言ってくれるの。眼球のひとの腕を食べていて、さっきの蹴りには対応できなかったけど──」

　ぎちぎちぎち、と牙きばが歯は軋ぎしりする。

「何も食べてないときのボクには、一切の攻撃が通用しないよ！　ぜんぶ受けとめて、逆流させて倒しちゃう！」

　そして──竜たつゑえの竜の吐息ドラゴンブレスを受けとめ、グリコのスプーンも絡めとったあの不思議な手袋で、〝べろ包丁〟の斬ざん撃げきを止めようとする。

　しかし。

「き──しゃああああ！」

　咆ほう哮こうし、繰りだされた〝べろ包ぼう丁ちよう〟の右手は。

　あっさりと蜜みつ姫きの手袋ごと彼女の腕を貫通し。

「え──？」

　蜜姫の身体を深く重く、上から下に斬きり裂いた。

　血ち飛沫しぶきがあがる。

「蜜姫ぃぃぃ!?」

『御み貴たか』は倒れていく蜜姫に呼びかけたが、意味はなく、彼女は血ち溜だまりのなかに沈んでしまう。

〈──聖書において〉

　男が満足そうに微笑し、こちらに歩みよってくる。『御貴』は起きあがって迎えうとうとしたが、グリコに蹴けられたダメージが予想以上に酷ひどくて、動けない。

〈天使が、動物を罰したことはない〉

　笑い、男は講釈するように語りつづける。

〈あくまで人間の断罪と改善を『役割』とする天使──不快逆流は、悪意のない動物は裁けぬのじゃ。いやはや、愉快痛快。最弱のやつの言を信じて〝べろ包丁〟を借りうけて正解じゃったわい。そやつにはのう──〉

　楽しそうに飛び跳ね、刃を鳴らしている銀色の化け物を見る。

〈悪意がないのじゃ。ただ本能で他人を殺す。最初からそういう男じゃったのか──最弱のやつが改造してそのように造りかえたのかは知らぬがのう。ほほ、不快逆流専用の最終兵器は役だってくれたようじゃ。標的Ｂ──不快逆流、完了〉

　それから舌なめずりをしそうな表情で、彼は『御貴』を、そして転がっている竜たつゑえと美み名なを見て笑った。

〈おやおや。眼がん球きゆう抉えぐり子こと不快逆流の他にも、珍しいものが転がっておるではないか？　やはり儂わしには神のご加護があるようじゃのう。最弱のやつが捜しておった殺菌消毒の生首に──おぉ？　おぬしは……？〉

　老人のような声はそこで途切れ、男が竜ゑに目を留めて──初めて笑った。

「……ふん」

　楽しそうな、本当に愉快そうな顔になり、両手を広げて彼自身の肉声で喋しやべる。

「友人は選べと──口を酸すっぱくして教えたのだがな。愚ぐ龍りゆうと違って、竜ゑは本当に危なっかしい。まぁ、手のかからない子供もそれはそれで可愛かわいくないのだが」

　姿勢を低くし、すう、と彼は竜ゑを抱きあげる。

「こうして会うのは初めてだな。偉大なるお父様だぞ──竜ゑよ」

「あ、あなた──まさか」

『御貴』は思わず声を漏らした。

　竜たつゑえの──父？　それは、まさか──？

　黒くろ木き家の使用人、その息子だった貴たか御み門かど御み貴たかの記憶が知っている。

　竜ゑの父といえば、誰だれも素顔を見たことがない、世界を支配する超財閥の長。

「賢さか木き財閥現当主──賢木願がん鳳ほう!?」

　その名前を呼ぶと、彼は首を振った。

「……正確ではないな。裏では涙歌メロディアノイズという悪魔と組み、救世主のようなこともやっているぞ？」

〈儂わしは悪魔ではない。それに勝手に喋しゃべるなと言ったはずなのじゃがな？〉

　願鳳の口元から響いてきているとしか思えない老人の声に、彼は笑う。そのまま──虫でも潰つぶすように無感情な顔で彼は『御貴』の頭を踏みつける。衝撃と痛み。脳が揺れ、思考が乱れ、何も理解できないまま──。

「なんだ？　なんなんだ？　なんなんだよ、いったい──っ!?」

　叫び、願鳳に抱かれた竜ゑに手を伸ばしたが、さらに激しく踏みつけられて『御貴』の意識は呆あつ気けなく消し飛んだ。






四♪

もらとりあむ？
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　肉人形は幸福だった。

　他人の評価は知らないけれど。

　ほんとに幸福なのだった。




「……あー。うぅ、あー」

　意味を成さない呻うめき声を漏らし、肉人形は薄く口を開いた。すると正面に座っている金髪の麗人が、優しい手つきで唇の隙すき間まにスプーンを運んでくれる。

　夕刻。一人では食事もできない肉人形は、『先生』がつくってくれた温かいスープを彼に飲ませてもらっていた。美お味いしくて、笑顔になり、知らずに言葉が口から零こぼれる。

「おいしい」

　その発言に意味はない。言葉の字義すらあまり理解できない肉人形は、ただ脊せき髄ずい反射のように思いついた台詞せりふを舌に載せているだけだ。

　それでも『先生』は微笑ほほえんでくれる。

　その笑顔に隠しきれない悲哀が混ざっているのも、肉人形は察知できない。ただ大好きな『先生』が自分のためにごはんをつくって、食べさせてくれて、何より──そばにいてくれる。それがひたすらに幸せで、嬉うれしくて、こんな時間が永遠につづけばいいと願ってしまう。

　人間に比べると曖あい昧まいな肉人形の自我が、全力でこの幸福な一時停止モラトリアムを甘受していた。

「閣下──食べているときに喋しやべってはいけない」

　だらりと口元に流れた涎よだれとスープを、『先生』が強がりの微笑を浮かべたままハンカチで拭ぬぐってくれる。されるがままになり、ただその感触と彼の気遣いが心地よくて喜ぶ。

「あうー」

「…………」

憔しよう悴すいし、目元に隈くまをつくった『先生』は、そんな肉人形の反応に痛ましい顔をする。何ヶ月も、彼はずっと肉人形のそばにいて、変わりはててしまった自分の世話をしてくれている。そんなことに意味はないのに。壊れてしまった人格は、もう二度と元通りになりはしないのに。

　肩を落とし、俯うつむいていた『先生』は、それでも再びスプーンを握る。贖しよく罪ざいのように、罪を裁かれる囚人のように、肉人形を守れなかった自分を、罰するように。

　そうだ。

　愛してくれると言ったくせに。

　守ってくれると言ったくせに。

　自分は、こうして、壊されてしまったのだ。

　だから『先生』、もう二度と自分を離さないで。一生そばにいて。一秒だって目を逸そらさないで。自分のことだけ考えていて。自分のことだけ愛していて。

「……閣下、はい、口を開けて」

「あうー」

　ぱく、と彼の手料理を口にして、肉人形は朗らかに微笑ほほえんだ。

　誰だれにも邪魔されない、二人きりの時間。

　そうだ。そうなのだ。これが幸福というものなのだ。




　肉人形は幸福だった。

　何かが歪ゆがんでいたけれど。

　それでも幸福なのだった。
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　ある日、食材が尽きて、『先生』は町に買い物へ出かけてしまった。絶対に部屋から離れないように言われたので、肉人形は畳の上に寝そべっていた。

　ささくれた畳はちくちくする。しばし黙りこんでその感触を楽しんでいたが、やがて飽き、肉人形はかるく上体をあげて部屋を眺めた。

　狭い四畳間。不釣りあいに巨大なＴＶ。壁に貼はられているのは、かつて宇う佐さ川がわ鈴りん音ねと呼ばれていた自分と、『先生』が楽しそうな顔で映っている何枚もの写真だった。遊園地。水族館。海辺。どの写真のなかでも、自分も『先生』も幸せそうだった。

「…………」

　不意に目頭が熱くなる。喉のどがひりひりして、我知らず呻うめき声が漏れる。

「あ──ぅ」

　頬ほおを熱い液体が流れる。涙。どうして、自分は泣いているのか。

　この一時停止モラトリアムの天国が、自分たちにとっての最高のはずなのに。二人が互いにそばを離れず、『先生』は自分になんでもしてくれて、自分は『先生』の言うことをなんでも聞いて、誰にもそんな二人の世界に侵入する権利はなくて、ただ、幸福で──。

　幸福なはず。

　それなのに、どうして涙が溢あふれて止まらない。

「う、ぐぁ、あぁ！」

　びりびりびり、と肉人形は壁に貼りつけられた写真をはがしていった。耐えられない。頭が割れるように痛い。どうして。

　涙を乱暴に拭ぬぐい、肉人形は嗚お咽えつをあげる。

「う──う、ぅ」

　瞳ひとみに儚はかない恐怖を浮かべ、肉人形は口を意味もなく何度か開閉させた。

「あ──」

　そして、随分と久しぶりにその単語を口にする。




「あたし」




　これが『あたし』の幸福なのか。これが望んでいたことか。そうだと思う。だって幸福だ。『先生』がそばにいて、あんなに愛してくれて、幸福なはずだ。不安になることなんかない。でも。けれど──。

　何かが、変だ。

　自分が望んでいた幸福は、本当にこのカタチだったのか。

　──。

「………？」

　不意に、声が聞こえた。部屋の外だ。誰だれかが恐怖か痛みか、呻うめいている？　低く──助けを呼んでいる。

　関係ない。無視するべきだ。外に出るなと言われた。外は怖い。ずっとこの天国にいれば、自分は二度と傷つかず、これ以上は壊れずに、『先生』と幸せに──。

「あ、たし」

　肉人形は目を見開き、這はうようにして出口に向かう。












「あ──たし、いや、だ、あたし、こんな──いやな、やつ……じゃない」

　何かに縋すがるように、かつて宇う佐さ川がわ鈴りん音ねと呼ばれた肉人形は扉に手を伸ばした。
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　手て長なが鬼おに。数ヶ月前、二桁けたにもおよぶ人々を虐殺し、観かん音のん逆さか咲ざき町を恐怖の坩る堝つぼに叩たたきこんだこの連続殺人鬼は──現在、とてもピンチだった。化け物に襲われたわけではない。何かの病気に感染したわけでもない。

「あ。あう。あうあうあう」

　妙な感じに悶もだえながら、手長鬼──相あい沢ざわ梅うめは畳に頭を擦こすりつけていた。

「馬ば鹿か。馬鹿ぁ。なんで帰ってこないのクルキヨ……!?　ひぃぃ、ほぅぅ、絶対に私のことを忘れてるんだぁ……！　柱にこんなぎっちり首輪の紐ひもを巻きつけて、動けないようにしてぇぇ、そんで三日も四日も帰ってこない……！　死ぬ、死ぬ、死んじゃうよぉ！　死んだら絶対に恨んでやる呪のろってやる祟たたってやるクルキヨの馬鹿ぁ………！」

　梅の外見は──両腕が欠落しているということ以外は、極めて平凡なものだ。短いツインテイルの髪に、子供らしい可愛かわいい洋服。今年で十一歳になる梅は、しかし小学校には通わずに変態刑事に監禁されている。

　嘆なげ木き狂くる清きよという奇妙な刑事は数ヶ月前の事件で、見えない腕で相手を殺すという能力を失った梅を捕獲、拘束し、こうして彼の自宅らしい古びたアパートに閉じこめている。能力を失った梅はそれに抵抗することもできず、こうして首輪を嵌はめられて動けないようにされているのだが──。

「あ、ひっ、も、もう駄目。うわ、だ──誰だれか、助け、あうあう」

　動けないということは、当然、食事はできないし、当たり前の話だが──もよおしてもトイレに行けない。

　嘆木が帰ってこなくなり、梅の膀ぼう胱こうは限界だった。これでも耐えたのだ。精一杯に我慢したのだ。救いを与える天使を待つように嘆木の帰りを待ったのだ。

　でも、もう──駄目だった。

　梅は太ふと股ももを痙けい攣れんさせ、滝のように涙を流しながら絶叫した。

「神様！　仏様！　もう悪いことしないよぉ！　助け──許して！　ねぇなんで？　私なんでこんな酷ひどい目にあってるの？　パパぁママぁゼキくんクルキヨぉぉ！　誰か助けて助けてよぉぉぉ！」




　がちゃり、と扉が開いた。




　一瞬──梅は限界にきた神経が幻覚を見せているのかと疑った。それほど素晴らしいタイミングで、誰かが扉を開けて姿を見せたのだ。

　部屋の外の太陽が逆光になり、来訪者の顔は判然としない。ただ嘆なげ木きではないようだ。背が低い。女の子である。どこかで見た気がするが──今はそんなことどうでもいい。

　無言でこちらを見つめてくる彼女に、梅うめは生涯最高の笑顔で呼びかけた。

「あ──た、たす、助かったぁぁ！　あなた！　そこのあなた！　首輪を外して！」

「くび、わ？」

　聞いたことのない単語を口にするかのように、不思議な抑揚で女の子は応えた。そしてこちらに近づいてきて、梅のことをじっと見つめてくる。

　梅は足をばたつかせ、そんな彼女に焦じれて大声をあげる。

「くぅ、もう、何やってるの!?　わかんない!?　これ、これ外して！　そしたらなんでもしてあげるから！　ほら、ほらぁ早く早く！　早くしてぇぇ限界なのぉぉ！」

「………？」

　頭を突きだし、首輪を示す梅に、首を傾かしげながらも女の子は手を伸ばしてくる。どうせ梅には外せないからと緩く巻かれたその首輪は、彼女がちょっと弄いじっただけで解けてしまう。

「ありがとぉ──っ！」

　梅は叫び、神速の勢いでトイレに直行する。あぁ、誰だれだか知らないが助かった。神様ありがとう。仏様ありがとう。

「……あり、がと」

　梅が口にしたその言葉を、女の子は咀そ嚼しやくするように口にしていた。

　そして花が咲くように笑う。その素晴らしい笑顔は、梅の位置からは見えなかったのだけど。
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　唸うなり声が聞こえる。痛みを堪こらえているような。誰かが憎くて堪たまらないというような。

「………？」

『貴たか御み門かど御み貴たか』が薄く目を見開くと、まず汚れた床が真横に見えた。どうやら自分は倒れているらしい。身体は冷えきっており、全身の筋肉が怠だるかった。手をついて上体を起こそうとしたが、左手に鋭い痛みを感じて『御貴』は再び床に伏せてしまう。

　この左手──たしか、眼がん球きゆう抉えぐり子このスプーンで抉えぐられたのだったか。そうだ、眼球抉子は？　竜たつゑえは？　蜜みつ姫きは？　美み名なは？　賢さか木き願がん鳳ほうは？

「ぐ……」

　倒れている場合ではないと思い、『御貴』は無事なほうの手をついて起きた。ここはどうやら牢ろう獄ごくか。薄暗い空間。こもった空気に漂うのは濃密な血の匂におい？　正面には鈍く輝く鉄格子。気絶してからどれだけ時間がたったのか。ここはいったいどこなのか、『御貴』は想像する。何もかもがわからなかったが、最悪の事態に巻きこまれてしまっていることだけはわかった。

「ここは──くそっ、賢さか木き願がん鳳ほう！　姿を見せろ！　僕をこんなところに閉じこめてどうするつもりだ!?　他の連中をどこにやった!?」

　ギシギシと鉄格子を揺すったが、所しよ詮せんは人間の力しか持たない『御み貴たか』が鉄をヘシ折れるわけもない。掌てのひらの皮がめくれ、虚むなしくなって『御貴』は押し黙る。

「…………………あ」

　不意に──聞こえてくる声がある。

「……ミッタ。そこにいるの？」

　か細い、弱々しい声だが、わかる。この声は。

「蜜みつ姫き!?　どこにいる？」

　狭い空間に声が反響してどこから聞こえてくるかわからない。『御貴』は夜行性の蛇の視覚で暗くら闇やみを透過しようとしたが、困ったような蜜姫の声でその行為を中断する。

「……やっ、見ないほうがいいの」

　掠かすれきった、まるで今にも死にそうな彼女の声。御貴は戦せん慄りつする。何か──何か、嫌な予感がする。

「酷ひどいよねぇ、ミッタ」

　笑う蜜姫の声にも力がない。

「ボクが欠片かけらを持っているからって、怪け我がの治療もしてくれないでさ──こんなところに放りこんで。あのね、ボク、今、人間のカタチしてないの……。へへっ、だから、見たらやーん」

　冗談めかした、いつものように無邪気な声。

「ミッタが気絶してるあいだにね、検査とか、解剖？　されちゃった。メスでグサグサっ、鉗かん子しでチョキチョキっ、怖いの……。ねぇミッタ、人間だったの」

「………？」

『御貴』が訝いぶかしげに疑問符のみを向けると、蜜姫は低く笑った。

「人間だったの。この研究所にいるのは。みぃんな普通の人間だったの。死にたくない、強くなりたい、若さを保ちたい、そういうふうに望んでいる、弱い──哀かなしい人間たちだったの。ボクはそれが怖くて仕方がないの」

　声は震えていて、だんだんと朗らかさ、天使のような雰囲気が消えていく。

「普通の人間なの。そんな彼ら彼女らが、死にたくないってそれだけの恐怖でボクを切り刻んだの。考えてみればボクだけじゃないよね？　生きるため、死なないため、人類は……地球を抉えぐり、自然を刻み、海を汚し、空気を変質させ、動物を絶滅させ、同胞を裏切りつづけ──ねぇ、駄目じゃん、ノアの時代から進歩してないじゃん」

「蜜姫……？」

　暗い。暗くて、蜜姫の表情が見えない。

　そこにいるのは、すでに、殺さい原ばら蜜姫という『御貴』の仲間ではなく。

「あはははは。こんな人類は滅ぶべきかなぁ。傷つけあうだけの人類なら。間違いつづけるだけの人類なら。いらないかなぁ。滅ぼし──ちゃおうかな。怖い。憎い。気持ち悪い。気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い」

　不快逆流の殺さい原ばら蜜みつ姫きは、静かな声でつぶやいた。

「あぁ、悪意が──こみあげてくるの」

「蜜姫……!?」

『御み貴たか』は鉄格子を揺すり、どこにいるかもわからない蜜姫に叫んだ。

「どうした、蜜姫！　何を言ってるんだよ!?」

　応えはなかった。

　蜜姫はいったい人間たちに何をされたのか。研究所といったか──それはどういうものなのだ？　気絶していた自分が恨めしい。もちろん『御貴』には人類なんかどうでもいい。むしろ自分たちの一族にとっては林りん檎ごを勝手に食べ、エデンを追われる原因をつくった彼らは充分に憎悪の対象である。

　しかし、その人類には竜たつゑえがいるのだ。

　他にも、今も必死になって生きている人間たちがいるかもしれないのだ。

　一部の人間への悪意で、人類という種そのものを滅ぼそうとするのは間違っている。

　半年前には存在しなかった思考。けれど、それは今の『御貴』の偽らざる本心だった。いけない。全すべての物事が最悪の方向に転がっている。ここを出なくてはいけない。そして蜜姫の憎悪を和らげて、どこかにいるはずの竜ゑや美み名なを助けだして、それから──。




　かつん、と音がした。




　気づくと──鉄格子を握りしめた『御貴』の正面、幻影のように誰だれかが立っている。

「────」

「ジョーカー。わたしの名前だ」

　問いもしないのに自ら告げて、その存在は低い声で語った。

「本名なのだが、誰も信じてくれなくてな──通称のようになっている。まぁいい、名前を告げて、こうして顔も見せる」

　それは綺き麗れいな外国人だった。誰かに似ている気がした。

　金色の長髪は太ふと股もものあたりまで伸ばされ、何な故ぜだか先端に鈴を結びつけている。瞳ひとみは蒼あおく、唇には紅をひいている。着ているのは黒ずくめのスーツにブーツ、手にはサングラスを持っている。どうやら女性のようだが、口調はどこか男っぽい──否いな、片言なのか？

「……初めて見たときにまさかと思ったが、やはりヘビか。わたしは運がいい」

　彼女は微笑ほほえみ、しゃらん、と髪に結んだ鈴を鳴らした。

「臆病者が名前と顔を晒さらしたのだ。その意味と価値を理解しておまえも誠意をもって問いに答えよ」

　こちらの意志を全すべて無視して、ジョーカーを名乗る女性は囁ささやいてきた。

「原始の時代から生きのびてきた醜悪なヘビの末まつ裔えいよ、──神は世界に存在するか？」

　淡々と、だが熱を帯びた口調で、彼女はこちらに問いかけてくる。『御み貴たか』はうまく反応できない。戸惑い、その幼児が発するような単純だが難しい質問に眉まゆをひそめた。

「どういう──」

「いいから、答えよ」

　ジョーカーは神経質そうに足を踏み鳴らし、こちらに顔を近づけてくる。

「神は存在するか？　天の意志は存在するか？　奇跡は存在するか？　天国は存在するか？」

　縋すがるように、願うように、彼女は繰りかえす。

「なぁ──ヘビよ、原始の昔、本当に神は存在したのか？　おまえの先祖は、ただの一度でも、神の実在を知覚したのか？」

「…………」

　沈黙し、少しだけ怯ひるんで顔をそむける『御貴』に、ジョーカーは嘆息した。

「おまえも──知らないか」

　背を向けて、独白するように彼女は声を紡ぐ。

「あぁ、安心は、平穏は、楽園は──どこにある？　怖い、怖い、怖い怖い、怖い怖い怖いよ世界は怖い」

「あなたは──」

『御貴』はどこかが歪ゆがんでいるような彼女の言葉に、寒気を感じながら問いかける。

「誰だれだ？　何者なの？　賢さか木き願がん鳳ほうの仲間？」

「………願鳳は」

　ぴたり、と足を止め、ジョーカーはこちらに振りかえる。

「きっと──世界一の臆おく病びよう者ものだ。臆病ゆえに危機から身を守る方法を死に物狂いで捜すかと思ってな、わたしが手を貸した。この研究所はわたしが与えた知識をもとにして彼がつくった第二のバベルの塔背徳の場所だ」

　よく──わからないことを囁いて、彼女はこちらを見つめてくる。

「私は彼に協力し、時には涙歌メロディアノイズという名前を貸し、救世主の『役割』を代行させている。姿を晒さらすのは怖いのでな……今も震えるほどに怖いぞ？　先刻──願鳳が喋しやべるのとは別に老人の声が聞こえただろう？　あれは姿を隠し、声色を変えたわたしの声だ。眼がん球きゆう抉えぐり子こを空間への打撃で攻撃し気絶させたのも──わたし」

「あなたは………」

　よくわからなくて、『御貴』は問いを繰りかえす。

「いったい──なんなんだ、なんなんだよっ!?」

「……わたしはジョーカー。ただの臆病者だよ。ひとは涙歌メロディアノイズと呼ぶね」

　わずかに笑い、彼女は暗くら闇やみに融けていく。

「ヘビよ、おまえらは正しい。死にたくない。永遠に生きたい。そう望むことの何が悪い？　永遠の平穏を願って何が悪い!?」

　妄執的な声のみが、狭い監獄に響いてくる。

「神よ！　そこにいるならわたしを愛せ！　わたしを優遇し、わたしに平穏を与え、わたしに永遠の命を！　そのためならわたしはわたし以外の全すべてを犠牲にする覚悟ができているぞ！」

　叫びながら、道化ジョーカーの名前をもつ彼女は存在を消失させた。

　残された『御み貴たか』は、かつての自分を見たような心地になり、吐き気がして──。

「………ミッタ」

　こちらに囁ささやいてくる、殺さい原ばら蜜みつ姫きの声を聞いた。

「逃げて。鉄格子は……丈夫で、人間じゃ破れないけど、キミはヘビだから大丈夫。逃げ──て、さ、タッチと、お姉ちゃん……を、よろしく。ボク、もう、駄目みたい」

「蜜姫──おい、勘弁してよ！」

　叫び、『御貴』は思考をひとまず放棄してただ暗くら闇やみに呼びかけた。

「僕はね、他人に借りをつくるのが大嫌いなんだ。それなのにあなたは眼がん球きゆう抉えぐり子こから僕を助けただろう!?　ほら、どうするんだ、借りを返さなきゃいけなくなった！　僕はあなたを助けかえしてやらないと借りが気になって安心して眠れないぞ！」

「……ひひ」

　蜜姫は変な感じに笑った。

「ミッタ、格好いいぞ。タッチがラブじゃなきゃ惚ほれてしまうの」

「阿あ呆ほなこと言ってないで、ほら蜜姫、逃げるぞ！　蜜姫は無敵の不快逆流だろ!?　何度も何度も自分でそう言っていたんだ、こんな鉄格子くらいバキッと折ってさ！　逃げるぞ！」

　叫んだが、蜜姫は力なく笑うだけだった。

「駄目なんだ……もう、ボク、消えちゃいそうなの。心の中にね、気持ちの悪い憎しみや、恨みや──恐怖が、渦巻いて、ボク、たぶん……なくなっちゃう」

　なんでもないことのように言って、蜜姫は静かにつづけた。

「電車のなかで、ボク、我を失って──黒いの、だしたでしょ？　あれが不快。ボク自身の、不快。大きな欠片かけらの力が溶けこんだ──世界を破壊し、人類を虐殺する、堕天使としての不快逆流の力なの。今度の悪意は──あんなものじゃないと思う。きっと、たくさん壊して、たくさん殺して、ボクは『悪』として誰だれかに始末されるはずなの。そうでなくても──天使としてのこの人格は堕天使に塗りつぶされて消えちゃうかもしれないから」

　つぶやいて、彼女は仄ほのかに笑った。

「楽しかったなぁ。何年も前に死んだはずなのに、こうして生きていられてさ。お姉ちゃんと一緒に暮らして、学校にもまた通えて、ミッタとタッチと出会って──楽しかった、素敵な時間だったの。なんだろう、不思議だよね、みんなと一緒の時間を思いだすと──こんな最悪な状態なのに」

　そして蜜みつ姫きらしい無邪気な声で、蝉せみの最後の一鳴きのように──力強く。

「ボク、幸せ」

　それから、彼女は静かに告げてきた。

「ミッタ。逃げて。ミッタたちとの幸せな記憶が、ボクの悪意を抑えているうちに。──ねぇ、このまま堕天使の心に支配されて、ボクの思考が消えちゃうか、崩壊して死んじゃうか、どっちにしても、もう……会えないかもしれないから」

『御み貴たか』が言葉を探していると、とふ、と隣りの監獄から見覚えのある大きな手袋が差しだされた。彼女は──こんなに近くにいたらしい。

「……ボクの身体は見ないで、手に触れて、ぎゅっとして。最後に一回だけさ。その感触を覚えている。それだけで、きっと消えてしまうのも怖くなくなると思うの。世界──好き」

　手を握ると、蜜姫は指を僅わずかに動かした。

「人間──好き」

　その奥に転がる赤黒い物体を、『御貴』は蜜姫の望むとおりに見なかった。

「だから、やだなぁ。憎みたくない。壊したくないなぁ。なにより……消えちゃうのは──やだなぁ。やだよぅ。消えたくない、死にたくないよ、もっとみんなと一緒にいたいよ。ミッタ、タッチ、お姉ちゃん──」












　彼女は暗くら闇やみの中でこちらを見て、一筋だけ涙を零こぼした。
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　おぞましい。全身に鳥肌がたち、呼吸のたびに嫌悪感が喉のどを這はいあがってきて、黒くろ木き竜たつゑえは蒼そう白はくな顔で唸うなり声をあげた。

「────ま」

　後ろ手に縛られており、頬ほおを流れる熱い涙を拭ぬぐうことができない。視界がぼやけ、正面──悠然と立つ小こ綺ぎ麗れいな男、賢さか木き願がん鳳ほうの姿もぐにゃぐにゃと歪ゆがんでいく。

「……──あくま悪魔ぁ!!」

　力のかぎりに怒鳴り、大声をだすことに慣れていない竜ゑは喘あえぐように呼吸した。

　しかし、まだ足りない。目を逸そらしたくなるような汚い罵ば倒とう語が次から次へと脳裏に浮かび、そのどれを目の前の相手にぶつけてやろうかと考えているうちに願鳳が高笑いした。

「ふはは！　悪魔？　悪魔と吐ぬかしたか!?」

　他者を圧倒する支配者の瞳ひとみで、願鳳はこちらを見下している。

「残念だが悪魔は『役割』ではないなぁ、竜ゑよ。私の役目は救世主である涙歌メロディアノイズの協力者、のようなものか？　つまりは使徒──天使だ！　さぁ罵ののしれ！　この私を天使とな！　物事はなんでも正確に、だ！」

　異様な空間だった。

　円状の部屋──びっしりと壁を埋め尽くしているのは無数の画面モニターである。否いな、壁だけではない。床、天井、全すべてが何かしらの映像を表示している。造りもの？　特撮映画？　その画面に映ったものを最初に竜ゑが見たとき──思わずそう勘違いしてしまった。

　奇怪な化け物。複雑な機械。バラバラ死体。白衣の研究員。小さな画面越しに見るそれらは、竜ゑがたまにＴＶで見るようなよくできた嘘うその映像に思えた。

　しかし──。

「………う、ぅ」

　竜ゑは手を縛られて、床に腰をおろした状態のまま泣く。

「あなたが、あなたが天使なものですか……！　人間ですらない、なんで──」

　喉を引きつらせ、ひび割れた声で竜ゑは叫んだ。

「なんで──なんで、あんな残酷なことができますの!?」

　願鳳の正面、最も大きな画面に表示されたのは最悪の映像だった。

　強きよう靱じんな鋼線で台に縛りつけられ、無表情の白衣を着た男たちに見守られたまま──切り刻まれる殺さい原ばら蜜みつ姫き。

　彼女は泣いていた。叫んでいた。何度も何度も竜ゑや美み名な、御み貴たかの名前を呼んでいた。しかし容赦なくメスや鉗かん子しが彼女の肉に潜りこんでいき、痛覚を消せるという蜜姫も、身体を好きなように弄いじられる感覚に耐えられなかったのか──白目を剥むいて気絶して。

　それでも止まらない、冷酷な解剖。血。血。血！

「……不快逆流の能力。なるほど悪意を逆流させるといっても、無差別ではなく──あの手袋で悪意を掴つかみ、腹の口で喰くらわねばいけないらしいな。手当たり次第に逆流させては周囲の被害が大きくなりすぎる──と、そういう理屈か？　不便な能力だな。何が無敵だ……脅かしよって」

　ぶつぶつ、と正面の画面──蜜みつ姫きの血や肉の一部のみが残された台の付近、何かしきりに協議している白衣の連中を眺めながら願がん鳳ほうがつぶやいている。竜たつゑえは蜜姫が八つ裂きにされる光景を見て気が狂いそうで、止まらぬ涙で鼻声になりながら願鳳に問いかけた。

「どうして──」

　叫ぶ。虚飾の仮面をかなぐり捨て、見苦しく幼児のように泣きながら。

「どうして、あんなことを!?　姫さまが何をしたっていうのですか!?　ここはいったい何なのですか!?　答えてください──お父様!!」

「……小鳥のように騒ぐでない」

　こちらを振りかえり、願鳳は優雅に微笑ほほえんだ。




「ここは永遠研究所」




　口にされたその単語に、竜ゑは悲痛な顔を困惑で濁らせた。

「永遠──研究所？」

「なぁ竜ゑよ、人類は幸福だと思うか？」

　願鳳は真顔で問いかけてくる。

　彼の周囲に輝く画面では最悪が展開している。数分ごとに誰だれかが死んで、血ち飛沫しぶきが画面を汚し、ひっきりなしに断末魔の悲鳴が響いてくる。それは苦しみと、憎しみと、怒りと、恐れの──集合、凝縮、まさに地獄だった。

「なぁ、竜ゑよ。私は地上で最も満ちたりている人間のはずなのだよ」

　こつ、こつ、と床を革靴で踏み鳴らしながら、願鳳は洗練された動きで部屋を歩きまわる。

「賢さか木き財閥の当主──この世界の支配者たる賢木願鳳が望めば、世界のありとあらゆる幸福を手にすることができる。美食。美び貌ぼう。神秘。自然。国家も名声も人間も、私が欲しいと思えば即座に私の前に並べられる」

　竜ゑの正面で止まり、願鳳は顔を近づけてきた。

「……なのにな、竜ゑよ──私の望みは尽きぬのだよ」

　あぁ、と呻うめき、願鳳は天井を仰いだ。

「広大な版図を手中にし、あらゆる快楽を極めた秦の始皇帝が焦がれながらも得られず、悩み苦しんで死ぬ理由となった永遠の命──エデンの林りん檎ごを涙歌メロディアノイズに与えられるがままに食べ、その不老不死すら手にいれた私が、まだ満足できないと知って、おまえは呆あきれるか？」

「…………」

　竜たつゑえは押し黙っている。彼──賢さか木き願がん鳳ほうは、かつて、竜ゑの目標だった。いつか偉大なる義兄を超え、願鳳の全すべてを受けついで、自分は世界の支配者になるのだと息巻いていた。

　けれど──今は、以前ほど彼の立場に憧あこがれない。

　だって竜ゑは知ったのだ。本当の幸福の在処ありかを。

「地上のあらゆるものを手にいれても、命が消えればそれらは失われる。それが私には怖い。林りん檎ごを食べても心臓を抉えぐられれば死ぬ。絶対の、完かん璧ぺきな、安心というものは存在しない。だから、私は欲する。願っている！　永遠を──」

　それが──賢木願鳳の目的か。

「この研究所では、私が望む──そして全人類が望んでいるに違いない、永遠の幸福のために研究をしている。安心して幸福を感じていられないのは何な故ぜか？　恐怖があるからだ。人間は何を恐れるのか？　未知だ。死後の世界が存在するかどうかわからないから死ぬのが怖い。全知──それこそが永遠の幸福への道標なのだ」

　画面の一つを指さし、願鳳は微笑ほほえんだ。そこでは奇怪な化け物が禍まが々まがしい咆ほう哮こうをあげている。

「例えば化け物」

　また違う画面。皮膚を傷つけられ、痛みに涙する人間──その怪け我がが巻き戻すように再生されていく。

「例えば林檎の保持者」

　両手を広げ、彼は瞳ひとみから理性を消して叫んだ。

「欠片かけらとは何か？　七人の蟲こ人びととは？　化け物の活動理由は？　そもそも──神とは？」

　胸に手を添えて、紳士のように願鳳は微笑んだ。

「それらの謎なぞを解き明かし、この世の仕組みを全て知り、私は完璧な不死と、あらゆる幸福を手にいれる。それこそが真実の満足！　人類の到達点だと思わないか？」

　高笑いをする彼に、竜ゑは顔を伏せる。

　そんな。

　そんな──。

　そんな──下らないことのために。

「……姫さまを酷ひどい目にあわせたのも」

「姫さま？　あぁ殺さい原ばら蜜みつ姫きか、七人の蟲人の一人である不快逆流──無敵の能力者と聞いていたので期待していたのだが、解剖までしたというのにあまり収穫はなかったな。不快逆流を弱らせるために戦わせ、ついでに捕獲した眼がん球きゆう抉えぐり子このほうに期待しよう」

　それは、とても冷たい口調だった。

　彼は知らないのだ。蜜姫がどんな声で笑うか。楽しそうに喋しやべるか。美お味いしいものを食べたときの幸せそうな顔を。たまに見せる、すごく優しい表情も。だからこんなにも淡々と、その痛みにも苦しみにも頓とん着ちやくせずに扱うことができる。

　人を人とも思わない、温かみのない心。

　竜たつゑえは急速に心が醒さめていくのを感じた。

　寒気がして、身震いし、涙の枯れた目で語りつづける願がん鳳ほうを見た。

「他にも、殺菌消毒が不在のせいか大量発生した化け物を捕獲して──人間を食わせてみたり、同じく解剖したり、色々と研究しているぞ。まだこれといった成果はでていないがな。化け物の仕業に見せかけていくらでも人間を誘さ拐らえるから、研究材料には不自由しなくていい──くくく」

　人々が消えたのも、この永遠研究所のせいだったのか。

　他にも──数えきれないくらい、その実態を知ってしまえば正気ではいられないくらいの罪を、この研究所は重ねているのだろう。

「なぁ竜ゑよ、どうしてそんなに暗い表情をしている？」

　願鳳は理解できないという顔で、こちらを見つめてきた。

「俗物どもがいくら死のうが私たち支配者には関係ないだろう？　喜べ、こうして林りん檎ごや蟲こ人びとにおまえが関わってしまったのも何かの縁だ。もしも私が志半ばで倒れたとき、おまえにはこの研究所を引き継いでもらうことにしよう。表の賢さか木き財閥は愚ぐ龍りゆうに任せるとして──ん？　竜ゑよ、喜ばないのか？　素晴らしいぞ、おまえは──私の次に真実の幸福について知ることが」

「お黙りなさい愚か者」

　低く。

　耳障りな願鳳の言葉を貫いて、竜ゑは暗い声音でつぶやいた。

　悠然としていた願鳳の表情が凍りつき、震える声で問いかけてくる。

「………何か言ったか、竜ゑ？」

　竜ゑはそんな彼を烈火のごとく睨にらみつけ、声だけは暗く低く重く紡いでいく。

「真実の幸福なら、わざわざ教えてもらわずとも知っております」

　儚はかない揺らぎのある瞳ひとみには、強い意志が宿っている。

「お父様。わたくしにとって、あなたは神にも等しい存在でした」

　瞑めい目もくし、静かに語る。

「国家すら凌りよう駕がする超財閥の当主──そんな知識だけを持っていて、一度もお顔を見たことがなかったから、美化していたんでしょうね。きっと、お父様は、わたくしのように揺らいだり、うじうじ悩んだりしない、完かん璧ぺきな存在だと思いこんでおりました」

　目を開き、竜ゑは嘲あざけるでなく、呆あきれるでなく、ただ哀れむようにこう告げた。

「けれど──実際、こうしてお顔を拝見して、お言葉を拝聴して、正直、幻滅いたしました。お父様、どんな人格者かと思えば、ちょっと賢さかしければ幼児でも理解できる幸福の意味すらまともに理解できていない愚か者ではないですか」

「…………」

　願がん鳳ほうは表情を消し、こちらに大おお股またで歩みよってくる。怖い。竜たつゑえは、弱くて、こうして大人の男性に迫ってこられるだけで心臓が止まりそうなほど怯おびえてしまう。けれど、ここで退ひいてはいけないのだと思う。

　身体中の勇気をかき集めて、賢さか木き財閥の長に物申す。

「そんな愚か者のあなたが、満足して、幸福だ──と思えるときなんか永遠にくるわけがありません。不老不死の身体をもっても、世界の全すべてを支配しても、この世の摂理を残らず知っても、あなたは決して満足できない！」

　顎あごを指先で固定され、無言で睨にらみつけられた。

　腕も足も動かせない竜ゑは、震えながらも目を逸そらさない。

「どうして人間が、あなたのように永遠の命を求めるか、世界の全てを手中にするまで際限なく何かを欲するかわかりますか？　そうして足あ掻がき、何かを望み、願い──人間が生きていく理由が、あなたにはわかりますか？」

　歯の根が噛かみあわず、舌が痙けい攣れんし、喋しやべるのも難しいが決して黙らない。

「わかっていないようですから、お父様──わたくしが教えてさしあげます。それは愛されるためです。誰だれかに愛されて、あぁ幸福だ、と思う一瞬のために、わたくしたちは生きているのですわ！」

　かつて、竜ゑは世界の支配者になることを望んでいた。義兄を超え、賢木財閥を手にいれる──そんな漠然とした夢は、しかし本物ではなかった。

　御み貴たかは、永遠の命を求めていたという。でも──どうして不老不死となることを望んでいたのか、どうして生きているのか、彼にはわからないようだった。

　だけど、御貴、簡単なことなのだ。

　悩むほどのことじゃない。

　愛いとしいひとを抱きしめるあの一瞬、大切なひとと会話をかわすあの一瞬、その一瞬の幸福のために、人間は生きている。そのとき、一瞬だけでも、満足した──生きていてよかった、と思える。

　どうして竜ゑが世界の支配者になることを望んだか。

　何かが欲しかったわけじゃない。権力者になりたかったわけじゃない。




　──お母さん、あたしを褒めて。




　幼い竜ゑが口にした、あどけないあの願いこそが真実だ。竜ゑは、誰かに褒められたかった。認められたかった。竜ゑを竜ゑとして見てくれる誰かを痛切に求めていただけだ。そのためには、義兄を超え、父の跡を引き継ぎ、賢木財閥の長になるしかないと思いこんでいた。〝滑り止め〟の自分から脱却して、母の望むまま、賢木財閥を手にいれるしかないと──。

　そうして褒められて。認められて。

　否いな──愛してほしかった。

　それがたぶん人間の最終目標。お金集めに勤いそしんだり、高い地位を望んだりするのも、誰だれかにすごいと褒められて、愛されるため。永遠に生きたいと願うのも、愛される一瞬を少しでも多く得るためではないだろうか。

　愛されたとき、人間は心から幸福になれる。

　そう思う。

　だから──竜たつゑえは断言する。

「他人を愛さず、大切に思わず、下らない研究のため淡々と殺す──あなたのような人間が、愛が欠落した人間が、幸せになれるときなんて永遠にありません！　他人の愛を感じない、他人のことを思いやれない、あなたが愛されたと実感できる一瞬を得て、満足することなんて未み来らい永えい劫ごうありませんわ！」

「……………おい」

　願がん鳳ほうは竜ゑの顔を固定したまま、凶悪な顔で言ってくる。

「何を言っているのかよくわからないが、おまえ──口のききかたには気をつけろ。私が幸福になれない？　世界で最も富をもち、世界で最も神に肉薄し、永遠の命をもつ──この賢さか木き願鳳が!?　おまえごときに何がわかる……竜ゑよ、身の程を知り言葉を選べ。従順にしていれば、この素晴らしい研究所を継がせてやると言っているのだ！　思いあがるなよ──おまえの代わりなどいくらでもいるのだぞ!?」

　怒鳴られたが、竜ゑは彼の手を、強引に首を振って払った。

「いいえ──」

　そして偶然に、一つの画面を通過した──美しい、しなやかな身体の蛇を見留めて微笑する。その見覚えのある黒い肌を見て、なんでだか、わかってしまった。あれは──あの蛇は。

　願鳳がそれに気づかないよう、しかし、竜ゑはその黒い蛇に告げるように言った。

「わたくしの代わりはどこにもいません。わたくしはわたくし、黒くろ木き竜たつゑえです。そのことを認めてくれた──彼がいるかぎり」

　願鳳を睨にらみつけ、真まっ直すぐな声で宣言する。

「わたくしは、あなたよりも数倍、数十倍、数百倍、幸福です！　嫉しつ妬となさい！　歯は噛がみして、悔しがるがいいのです、幸福を勘違いした哀れなお父様！」

「切り刻まれたいかぁ──小娘！」

　目を剥むいて怒鳴る願鳳に、竜ゑは怯ひるまず、もう震えてもいなかった。

　誇り高いその眼まな差ざしは、画面の端に消えゆく黒蛇を愛いとしげに追っていた。
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　同時刻──。もうちょっとだけ小さければ粗大ゴミとして回収されてしまいそうなアパート。その三階。

「…………」

　肉人形は感謝されていた。それはもう、感謝が花だったとしたら花畑に放りこまれたというような感じに。

「……ほんっとに、ありがとう。命の恩人──っていうのも、なんか違うかもしんないけど、とにかく助かったよぉ。もうあなたには足を向けて眠れないね？」

　清すが々すがしい顔でこちらに頭を下げてくるのは両腕の欠落した少女。彼女は肉人形よりも背が低いので、こうして座ったまま向かいあうと可愛かわいい旋毛つむじが見える。

　ぴこぴこ動く少女のツインテイルに手を伸ばし、あうー、と唸うなっていると、彼女はにっこりと笑って名乗りをあげた。

「私、相あい沢ざわ梅うめ。本当はもっと怖ぁい名前があるんだけど、ふふっ、秘密なんだから。あなたはなんていう名前なの？　このアパートに住んでるの？」

「うぅー」とか「ふむー」とか声を漏らすと、相沢梅と名乗った彼女は少しだけ首を傾かしげながらも勝手に話しつづけてくれる。

「……はぁ、けどこのアパートのひとたちも薄情だよ。何度も助けて助けてって叫んだのに誰だれも気づいてくれないしさ。他人に無関心な現代人のびょーそーがー……」

　何か聞きかじりの知識らしい難しいことを言いかけたが、つづきが思いだせないのか彼女は首を振るとこちらを見つめてきた。

「うぅん、けど変だな？　あなた、どこかで見たことある気がする。どこだっけ？　あなた私と初対面かなぁ？」

「しょたいめん」

　オウムがえしに梅の言葉を繰りかえすと、彼女は納得したように頷うなずいた。

「うん。やっぱり。初対面だよね。えへへ、私なんか顔とか名前とか覚えるの苦手で」

　言いながら足だけで器用に立ちあがり、落ちつきなく彼女は扉に向かって歩いていく。そして全身をつかって取っ手を回し、かるく扉を開いて外を見る。

「…………」

　何かを警戒するようにまた静かに閉めて、梅は戻ってくると『ぺたん』と力なく腰をおろした。そして小さく、寂しそうにつぶやいた。

「……クルキヨ、なんで帰ってこないんだろ」

「くるきよ？」

　首を傾げると、梅は眉まゆをひそめて言った。

「変態刑事」

「へんたいけいじ」

　見る間に彼女は目に涙を溜ためて、子供らしく背を丸めて俯うつむいてしまった。

「……明日には帰ってくるって、嘘うそつき。三日も四日も、どこ行っちゃったの？　殺されちゃったとか──化け物に。いい気味。あんなやつ」

　つぶやき、彼女は嗚お咽えつをあげた。

「……ひぐっ」

　そして涙を流し始める。熱い涙が頬ほおを伝い、梅うめは不思議そうに首を傾かしげた。

「う？　うぅ、なん──で、泣いてる……の？　馬ば鹿かみたい。馬鹿みたい……！」

「うーめ？」

　曖あい昧まいに呼びかけ、手を伸ばす。

　何な故ぜだろう。自分の人格は砕けちったのに。誰だれかの涙を見ると堪たまらなく苦しいのだ。手を伸ばし、背中をさすってやると、梅はこちらをくしゃくしゃの顔で見上げてきた。

「………う。うぅっ。うえぇ」

　彼女は寂しそうに、迷子の子供のように泣いた。

「うえぇ、うぇえええ」

「…………」

　肉人形はそれを見つめている。目から流れる熱い液体。小刻みに震える彼女の喉のど。悲痛な泣き声。心が──痛い。見ていられない。

「なか──ないで」

　肉人形は曖昧につぶやき、その言葉の意味も理解できないのに、繰りかえす。

「なかないで」

　そして彼女の頭を撫なでた。

　まだ自分が宇う佐さ川がわ鈴りん音ねと呼ばれていたころ、そういえば彼女と会ったことがある気がする。あのときも、彼女は、何かに縋すがりたいというように──不安定な、寂しそうな顔をしていた。

　そんな彼女を見ると肉人形は苦しいのだ。

　しばらく噎むせび泣く彼女を慰めながら、肉人形は呆ぼう然ぜんと思考していた。それは人類のそれと比べれば原始的な、動物的な、思考とも呼べないものだったが。

　どうして──誰かが泣いたり、苦しんだりするのを見ると哀かなしいのか。

　自分と関係ない位置に存在する他人の肉体や思考が、どれだけ傷ついても自分には害がない、関係ないことではないか。

　けれど彼女が泣くと自分も苦しい。

　彼女の痛みは自分の痛み。

　自分と彼女は一致している。

「………？」

　不思議な言葉を思いついてしまい、肉人形は首を傾げた。自分と──彼女は、一致している？




　扉が開いた。




「クルキヨ!?」

　小動物のように反応し、涙に濡ぬれた顔を上げた梅うめの視線──その先。

「くすくす」

　開け放たれた扉。そこから吹きこんでくる風に煽あおられた、長い、複雑に織られた黒髪。異様に背が高く、屈かがみながら入室してきたその男に──。

「………あ」

　梅は、ぽかん、と口を開いた。昼間に幽霊を見かけた人間はこんな顔をするのではないか、というような呆ぼう然ぜんとした表情だった。

　神々しい波動をまとっているくせに、目元だけは狼おおかみのように鋭い──含み笑いをした裏の読めない表情でこちらを見つめる彼は、大げさに手を叩たたいた。

「あっはは、あっれぇ？　すごい可哀かわい想そうな反応されたよ俺おれ、どうする？　どうするよ？　女の子は三日で昔の男を忘れるという迷信は本当だったわけ？」

「あ──ぅ」

　涙も嗚お咽えつも引っこんだのか、梅は蒼そう白はくな顔をしてそんな彼を見上げている。

「ゼキ──くん」

「うん。初めまして、藉ぜき口ぐち無なし法のりでぇす」

　聞きようによってはものすごく意地悪なことを言いながら、彼は長身を折り曲げて挨あい拶さつをしてきた。そして何気ない動作で背中を向ける。

「あ、そうそう……忘れちゃいけない、おみやげだよ梅ちゃん」

　つぶやく──その背中、誰だれか人間が担がれている。藉口と名乗った彼はその人物を優雅な動作で畳におろし、穏やかに肩をすくめた。

「いちおう、生きてるぞ」

「クルキヨ!?」

　梅が絶叫し、おろされた人物に駆け寄った。よれよれのコートを着た、藉口ほどではないが長身の男だった。長い前髪で人相が判然としない。梅が必死な顔で呼びかけると、うぅ、と唸うなった。藉口の言うとおり、生きてはいるようだ。

　ただその全身は泥か血か何か黒いもので汚れ、失神していることから考えて怪け我がでもしているのかもしれない。

　梅は血の気のひいた顔で、くすくす笑う藉口を見た。

「ゼキくん……ゼキくんが、やったの？」

「へ？」

　藉口は間の抜けた声をあげ、また意味なく笑いながら手を振った。

「あはは、阿あ呆ほか、なんで俺がいちいち人間とか苛いじめにゃあかんねん。俺はアレだよ例の研究所──涙歌メロディアノイズのな？」

　少しだけ思案するように眉まゆをひそめ、彼はその名前を口にする。

「なんて名前だったか──永遠研究所？　あそこが妙な雰囲気だったからさ、ちまっと見はってたわけ。そしたら彼が現れて涙歌メロディアノイズと色々なんか面白いやりとり始めてねぇ、見学してたらピンチになったから気まぐれで助けたの」

　くすくす、と不思議な笑い声をあげて、藉ぜき口ぐちは倒れた男を見下ろした。

「そしたらさぁ、行方知れずになって心配してた梅うめちゃんの名前とか呼ぶじゃん。どっか捨ててこうかとも思ったんだけどそうなると気になって、免許証から住所を調べて運んでやったの。そんで感動の再会してるわけ現在。オッケー？　理解？」

「…………」

　梅は、さっきまでの朗らかな雰囲気をどこへやったのか、叱しかられるのを怖がる子供のように悲痛な表情になった。

「ゼキくん……」

　俯うつむいたまま、彼女は嗚お咽えつとともに語る。

「あのね──ひぐ、私ね、両腕おててね……なく、うっ──なくなって。ちがうの。女のひとに奪われただけで、私のせいじゃなくて」

「……ありゃ。腕がなくなったってマジ？」

　藉口が意外そうに片眉まゆを吊つりあげ、つん、と梅の額を突いた。

「………？」

　何気ない動作だった。その行為になんの意味があったのかはよくわからない。

　けれど藉口はなんでもないふうに、笑顔のままでこう言った。

「あ、なんだ全然だいじょうぶ。消えてない消えてない」

「え──？」

　今度は梅が意外そうな顔になって、口を何度か開閉させた。

「ほ、本当？　手長鬼の両腕おてて、なくなっちゃったんじゃないの？」

「うん、くすくす、こりゃ殺菌消毒の仕業かねぇ」

　藉口は笑って、腕を組むと何かに納得したように何度も頷うなずいた。

「多分ね、高濃度のエネルギーの塊である『腕』を殺菌消毒の能力で存在ごと消滅させられて、受容器に貯蓄していた『魂』がほとんどなくなって、腕を形作ることができなくなっただけだと思うよ？　純粋なエネルギー切れ。……だから、ぽん、と」

　彼が気安い掛け声とともに梅の頭に手を置くと、淡い光が一瞬だけ部屋を照らした。

「ほい林りん檎ご、一個で悪いけど。持ちあわせがなくってねぇ。どう？　これでまた腕を出せるんじゃない？」

「…………」

　梅はその言葉を聞いて、恐る恐る、部屋の隅に転がった栄養ドリンクの空き瓶を見つめた。

　瞬間──パキッ、と甲高い音がして、茶色の瓶は粉々に砕けちった。

「あ──」

　冬から春になるように笑みを浮かべた梅は、跳びあがって喜んだ。

「や、やった！　やったやった！　両腕おててが戻ったよ！　ゼキくん、すごぉい！」

「…………」

　肉人形には二人のやりとりの意味が全くわからない。けれど何か異様な雰囲気を感じて、少しだけ後ずさる。藉ぜき口ぐちがそんな自分を見つめて瞳ひとみに何か危うい色を灯ともらせた。

「……へぇ」

　楽しそうに笑みを浮かべて、彼は扉に向き直る。

「まぁ──復活したならちょいと手伝ってくれない？　梅うめちゃん──いや、俺おれの可愛かわいい手て長なが鬼おに。涙歌メロディアノイズと愉快な仲間たちがよりにもよって不快逆流に手ぇ出しやがった。七人の蟲こ人びとにはちょっかい出すなって言ったのによぉ。同盟はおしまい。協力も打ちきり。逆流が始まる前に──あの研究所をブッ壊して涙歌メロディアノイズとその関係者を皆殺すぞ」

「…………」

　梅は、わずかに身じろいだ。

「……殺す、の。うん──そうだよね」

　迷いの浮かぶ瞳で狭い部屋と、倒れた男を見つめて、梅は首を振った。

　そしてすでに部屋から出ようと扉に手をかけている藉口に笑う。

「うん。手長鬼、がんばるっ。だから──」

　最後に、一瞬、弱々しい泣きそうな顔を見せて。

「たくさん褒めてね、ゼキくん」

　小声で、独白するようにつぶやいた。そして室内を振りかえる。

「………ごめんね、クルキヨ。やっぱり、もう、人間としては生きられないよ。でも──ちょっとだけでも、相あい沢ざわ梅として暮らせて楽しかったから」

　手長鬼を名乗る少女は一粒だけの涙を零こぼして、開いた扉の向こうに歩を進める。

　藉口はそんな彼女を見つめ、なんとも楽しそうに両手を広げた。

「あ、そうそう──未確認の情報だけど、どうも研究所にはヨノちゃんも捕まってるらしいんだよねぇ。くっそう、俺のヨノちゃんに酷ひどいことしたら許さないぞ。あ、ヨノちゃんってわからないか、眼がん球きゆう抉えぐり子こちゃんね」

「眼球さん？」

　きょとんとする梅。肉人形は──何な故ぜだろう、その言葉に反応する。

「がんきゅう──えぐりこ。ぐりこ、ちゃん」

　それに気づいているのか、いないのか、藉口は狼おおかみの瞳で笑う。

「うん、あの娘も助けてあげないとねぇ。俺の可愛い毒林檎。ここでヨノちゃんに死なれたら──本当にぜんぶ台無しだし」

「だめ」

　肉人形は、短く言った。

「たすけたら、だめ」

「うん──？」

　楽しそうに、本当に楽しそうに、藉ぜき口ぐちは肉人形を見て尋ねてきた。

「なぁに、お嬢さん？」

「だめ──」

　肉人形は、自分が口にしている言葉の意味がわからない。

「だめだよ。ぐりこちゃんが──かえって、きたら。そばにいたら。せんせい、ぐりこちゃんと……ばかり、しゃべるも、の。あたし──だけ、みて、ほしい……のに。あれ？」

　口元に手をやり、肉人形は目を丸くした。

　そして首を傾かしげ、にっこりと笑う。

「ううん。みんな──なかよし。それがいちばん」

「…………………くすくす」

　藉口は悪魔のような笑顔で、肉人形を見つめてきた。

「いぃい感じに壊れてきてるねぇ。こりゃ急がなきゃいけないかな？　ただ──まぁ、宴もたけなわ、万事、準備が整うまではお眠りを。白雪姫」

　よくわからないことを言って、鬼を引きつれた悪魔は消えていく。

　肉人形はそれを黙って見送り、ふと、自分の掌てのひらを見つめた。

「…………」

　不意に涙がこみあげてきて、肉人形は理わ由けもわからず泣いた。






五♪

嘔吐
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『殺さい原ばら蜜みつ姫きの日記』０３年４月４日




　日記を書くということは、自分を客観的に見る訓練になるらしい。明らかに自分を客観的に見ることができていない姉の言うことだから事実かどうかは怪しいが、というか確実に嘘うそだが、一時的にせよそんな姉の言葉を信じて日記を買ってしまったのだから私は馬ば鹿かだ。

　おそらく自じ嘲ちようと罵ば倒とうと怨おん念ねんが渦巻く嫌な日記帳になることだろう。けれど、紙と鉛筆と私の時間を大いに無駄遣いして私は私の日々を書いていこう。その空虚さに絶望して自ら筆を折るまで。私は人格的に飽きっぽいようだし、空っぽな毎日をおくっているので書くこともすぐに尽きると思うが。

　虚無的な世界と。退屈な人生と。下らない私。

　三日で書くことがなくなると予想する。

　しかし姉も自分の趣味を私に押しつけるのはやめてもらいたいものだ。姉の部屋を掃除したら何年ぶんもの日記帳が出てきてぞっとした。内容も卑屈で病的で姉らしく陰湿で。

　……私もそんなに変わらないか。
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　不快逆流は二重人格である。

　大きな欠片かけらに寄生されたことにより人間・殺原蜜姫の精神は歪ゆがめられ、天使の人格と、堕天使の人格が生まれた。普段は天使として、ひたすら無邪気に他人を愛し、悪意を感じたらそれを反射し逆流させる因果応報の化身となる。

　ただし、そのように公平な存在であるはずの不快逆流が他人を憎んだり、恐れたり、恨んだりすると──蜜姫の精神は堕天使に支配され、ただ身に満ちる悪意と魂を消費し尽くすまで周囲のものを破壊していく。

　恐怖。憎悪。怨えん恨こん。公平なる『天使』がそれを感じるような世界なら、滅んでしまうべきなのだ──という、その一方的な殺さつ戮りくも、やはり不快逆流としての『役割』なのである。

　ただし、聖書において、堕天使は絶対に神を、世界を、人類を、滅ぼせない。

　堕天使は凄せい絶ぜつに暴れ狂った果て、逃れられない崩壊死という運命により滅ぶ。

　そう──堕天使すらも、所しよ詮せんは万能の神が創つくりたもうた駒こまの一つに過ぎないのだ。神は堕天使を運命により抹殺し、神の絶対性と正義を証明する。

「…………」

　何も見えない。視覚が死に、聴覚が途絶え、嗅きゆう覚かくが壊れ、何もわからない。味覚も触覚も曖あい昧まいで、蜜みつ姫きの身体はほとんど機能を失っていた。

　感覚がないから、時間の経過がよくわからない。

　自分がどこにいて、何をされているのかも判然としない。

　どこかの台に載せられて、身体を弄いじくられているようだ。

　蜜姫の頭の中では、天使と堕天使が戦っている。

　ぼり。ぼりぼり。

　聴覚？　触覚？　頼りなく身体に残存した神経が、何かを感じて脳に報告する。

　ぼりぼりぼり。

　その音？　感覚？　よくわからない疼うずきのようなもの、その正体を理解して──蜜姫は、笑った。おかしくなって、笑った。

「は──」

　食べられている。

「はは──」

　気力だけで薄く目を開くと、ぼりぼりぼり、と自分の足が腕が、肉が、得体の知れない化け物に食べられているのが見えた。ありふれた、珍しい種類ではない化け物だ。竜たつゑえや御み貴たか、美み名なと一緒に何匹も何匹も退治してきた化け物。

　自分の仲間たち。彼らのことを思いだし、一瞬だけ蜜姫の意識は幸福感に包まれたが、周囲を取りかこむ人間の研究員たちの声が聞きたくないのに耳にはいってきて思考が途絶えた。

「これまで普通の林りん檎ごの保持者を化け物に食べさせたことはありましたが、大きな欠片かけらの保持者を用いての実験は初めてになるわけで──」

「化け物が食らった欠片は消滅するというぞ？　大きな欠片は世界の役割──その一つが消滅すればこの世界に何か致命的な──」

「受容器だけ残っていれば再生するのだから、まずは心臓以外の部分を食べさせて──」




　なに。

　なにを。

　なにを語っている。




　わからない。よくわからない。ぼりぼり食べられている自分を見つめて、こいつらは何を語っているのだろうか。人類の未来？　永遠への夢？　真理への探究？

　ぞくぞく、と身体が震えた。




　思考が一秒ごとに千切れ、曖昧になっていく。

　こみあげてくるのは、吐き気。

　血液とともに全身を循環していく──悪意。

「やめ……」

　蜜みつ姫きは、最後の力で嘆願した。

「やめ、て。もう──やめて。食べ、たり。解剖、とか──やめ」




「何かを言っているようだが──」

「無視しろ──」

「不老不死の仕組みを解析し、それを全人類に──」




　下半身が全すべて化け物に食べられて。それでも研究員たちの瞳ひとみの色が変わらなくて。

　同じように──研究所のあちこちで刻まれ、弄いじられ、殺されているだろう人々や、化け物や、林りん檎ごの保持者の悪意を感じとって、その罪深さ、地獄をそのまま飲みこんでしまい。

「不老不死の仕組みを知る」

　蜜姫は、がくがくと痙けい攣れんしながらつぶやいた。

「それは不可能だよ笑わせないでよ貴様らごときが神に逆らい真理を得ようと」

　慌てたように研究員たちが身をのけぞらし、銃を抜きはなちながら後退した。そんなに死にたくないのか。生きていてもしょうがないだろうに。こうやって、誰だれかのことを傷つけて、互いに憎しみあって──。

「調子に乗るなよ堕人間ども」

　口調と、その言葉の内容とは裏腹に、蜜姫の表情は悲哀に満ちていた。すでに切り裂かれ、中身を晒さらされたその顔には以前の愛らしい少女の面影はなかったけど。

　蜜姫は最後の理性で、愛いとしいひとに別れを告げた。

「ミッタ。タッチ。お姉ちゃん。ごめん──もう」

　びくん、と蜜姫の身体が跳ねあがり、何かを測定していたらしい周囲の機材が火花を放って爆発した。悲鳴があがり、部屋が震動し、蜜姫を食べていた化け物が怯おびえるように目を見開き──。

「う」

　ぴしり、と蜜姫の身体に亀き裂れつがはしった。

「うぅぅぅえぇぇえええげぇぇぇぅぅええええ!!」

　腹部。必死で閉じられていた大口が開き──そこから、嘘うそのように大量の漆黒が解き放たれる。

　背徳の都ソドムとゴモラを滅亡させた炎と硫黄の化合物に酷似した何か──どろどろとした黒い液体に、まず化け物が巻きこまれて溶けて死に、研究員も泣き叫びながら全身を飲まれて消滅していく。

　手を伸ばし、蜜姫はその悪意の噴水を止めようとしたが、やがてそんな蜜姫の姿も暗黒に紛れて見えなくなった。
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「な──」

　ばちばち、と細かい紫電を放ちながら暗転していく画面を見つめ、賢さか木き願がん鳳ほうは目を見開いていた。一瞬だった。実験中の一室で殺さい原ばら蜜みつ姫きが不意に苦しみ、悲鳴をあげたかと思うと何か黒いものが溢あふれてきて──。

「だ、第一実験室！　状況を報告せよ！」

　手近にあった内線から何度も呼びかけたが、反応がない。

　蜜姫が暴れて部屋を制圧したのか？　否いな、いくら不死者といってもあれだけ切り刻まれ、肉体のほとんどを失った状態で武装した研究員たちを倒すのは不可能だ。

　それに、様子がおかしいのはその実験室だけではない。

　大きな欠片かけら──不快逆流の実験が行われていた第一実験室を中心にして、その隣りの部屋が、さらに数秒後にはその隣りの部屋が──次々と同じように暗くら闇やみに飲まれて画面の映像を消滅させている。何か黒いものが濁流のように押し寄せては全すべてを無にしている。

「…………」

　願鳳は、先刻、いつものように顔すら見せず語りかけてきた涙歌メロディアノイズの言葉を思いだしていた。彼か彼女かもわからない、願鳳に林りん檎ごや蟲こ人びとの存在を教えてくれたあの存在は、とても哀かなしそうな声で告げてきたものだ。




　──不快逆流は殺せと言ったのに、彼女を研究の対象にしたそうだな。

　──浅はかなやつめ。おまえは無敵の不快逆流の怖さを知らない。

　──今からでも遅くはない、〝べろ包ぼう丁ちよう〟に命じて彼女を始末しろ。

　──……そうか、残念だ。では勝手にしろ──願鳳。

　──不快逆流が真の能力を見せる前に、わたしは逃げる。怖い、怖い……。




「──くっ、こんな馬ば鹿かな。馬鹿なことが。おい、司令室か!?　今すぐ〝べろ包丁〟とデュラハンを出動させて事態の解決へ向かわせろ！　最下層の第一実験室だ！　急げぇ！」

　不快逆流の『役割』は天使。罪に応じて人類を断罪する存在。

　話には聞いていた。けれど、捕獲し、研究した結果──彼女もまた神のような超常的な存在ではなく、少し特殊な能力を持っているだけの充分に管理が可能な存在に思えた。

　けれど、今、願鳳の目の前で展開されている光景は、神話において因果応報の報いにより裁きをうける愚か者の末路と同じではないか。

　全てが押し流され、消滅し抹殺され、願鳳の野望──永遠の幸福を見つけるための研究所が破壊されていく。

「ぐっ……！」

　願がん鳳ほうは苛いら立だちまぎれに画面を殴りつけ、這はいあがってくるような恐怖を感じて踵きびすを返した。

　すぐにあの黒いものはこの部屋まで侵入してくるだろう。ここは危険だ。研究所は滅ぶかもしれないが、なに、生きてさえいれば──また場所を変えやり直すことができる。

　逃げなくては。

　七人の蟲こ人びとを解析するにはまだ研究が足りなかった。急ぎすぎたのだ。こんな悪夢のような結果になるとは思ってもいなかった。涙歌メロディアノイズの言ったとおりに──浅はかだった。けれど、失敗は成功の母というのが偉大なる人類の先達が遺した格言である。態勢を立て直して。研究をやり直して。それから。それから──。

「どこに行きますの、お父様」

　静かに、床に転がされたままの竜たつゑえが声をあげた。その表情は凄せい絶ぜつなほどに高潔で、画面に表示されている滅びの映像にも少しも怯おびえていない。

「せっかくの──神様が用意してくださった因果応報の報いです、逃げずに受けいれるべきだとわたくしは思いますが？」

「…………」

　その澄ました表情と声がなんだか癪しやくに障って、願鳳は彼女に近づくと鳩尾みぞおちを蹴けりつけた。ぐう、という声をあげ、竜ゑは目を瞑つむって痛みを堪こらえていた。

「……少し、失敗しただけだ」

　願鳳は自身に言い聞かせるように、顔に手を当てて独白した。

「永遠の幸福──死を超越し、運命を支配し、真理を知ることこそが人類の救済。ここで終わるわけにはいかない。やり直さねば……」

　そんな自分に、這いつくばりながらも竜ゑが挑戦的な視線を向けてくる。

「人類の救済？　笑わせますわ」

　実際、竜ゑは笑っていた。

「目の前で苦しんでいる人間を無下に見捨て、下らないお題目のために犠牲にするあなたのような人間が──人類の救済？　片腹痛くて仕方がありませんわ！」

「……綺き麗れい事ごとを口にするな、竜ゑ」

　願鳳は低くつぶやき、竜ゑの頭を踏みつけて罵ば倒とうした。

「人類は──古来よりそうして進歩してきたのだ。悪質な病原菌を駆逐するために無数の動物実験を繰りかえし、健康な生活と栄養補給のために動物どもを管理して──貴様は、目の前の皿に用意された豚肉を、豚が可哀かわい想そうだからと食べずに飢えて死ぬような愚か者なのか？　私は違う。生きるためなら動物だろうが植物だろうが同胞だろうが食らって生きる！」

　叫ぶ願鳳に、竜ゑは哀かなしそうな顔をした。

「……なるほど、それが人間でしたね」

　踏みつけても、言葉は途切れず、願鳳をいっそう逆上させる。

「そんな罪深い人類なら、本当に、ここで滅ぶべきかもしれませんわね」

　諦あきらめるようにつぶやく彼女を、最後に強く蹴けりつけて。

「滅ばん！　死なんぞ！　私は──」

　願がん鳳ほうは走った。死への恐怖から。生まれたときからあらゆる快楽を用意されていたはずの賢さか木き財閥の当主は、何も得られなかったと絶望して死ぬ無数の人々のように、死にたくない、死にたくないと叫びながら運命から逃れようともがく。

　そんな彼の後方──蹴られた痛みのせいか弱々しく、しかしはっきりと、竜たつゑえが画面に呼びかけている。

「少し──お待ちくださいね、姫さま」

　悲哀に満ちたその言葉には、花咲くような慈愛があった。

「もうすぐ、わたくしたちの仲間が、助けをつれて──」

　がくり、と竜ゑは頭を垂れて失神した。画面では、刻一刻と漆黒が研究所を押し潰つぶしていく光景が広がっている。
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「……うわぁ、なんか見るからに手遅れっぽくない？」

「ゼキくん！　あそこ！　あそこ車が走ってるよ！」

　常人には視認が難しいほどの速度で走る長身の男がいる。ただし──正確には足を動かし、腕を振って普通の人間のように走ってはいない。

　ガロガロガロガロガロ。

　車輪。車のような電車のような、機械的な車輪が彼の足裏に生えており、それが猛速度で回転することにより途方もない推進力を発揮しているのだ。

　直立不動の姿勢のまま大地を疾走する彼──藉ぜき口ぐち無なし法のりの肩の上、両腕の欠落した少女が甲高い声をあげている。その言葉を聞き、藉口は呆あきれたようにぼやいた。

「……この速度でよく見えるねぇ、梅うめちゃん。どれどれ」

　きゅい、と狼おおかみのように鋭い藉口の瞳ひとみが裏返り、瞬時にもっと精巧かつ巨大な眼球が形成されて視覚が研ぎすまされる。少女──手て長なが鬼おにが見ている方向、そこで必死な形相のまま車を運転している男を視認して笑う。

　小こ綺ぎ麗れいな服装。きっちりとしたオールバック。全すべてを見下したような支配者の双そう眸ぼう。

「……おぉ、梅ちゃんビンゴ。ありゃ願鳳くんじゃない？」

　くすくす笑いながら藉口は方向転換し、乾いた空気のなかに並ぶ無機質な工場をすり抜けて走った。車も機体やタイヤが悲鳴をあげるほどの速度だが、藉口のほうが遥はるかに敏びん捷しようだった。

　キュギッ。

　ドリフトとともに方向転換、信じられない動きで空中に跳ねあがり、賢木願鳳が運転する車の真上──藉ぜき口ぐちは高らかに命じた。

「壊せ」

「──うんっ」

　手て長なが鬼おにが応え、復活したばかりの力を振りしぼりながら叫んだ。

「やあぁぁあっ！」

　瞬間、信じがたいことに車体の両側面が凹へこみ、まるで見えない巨人に左右から掌てのひらで潰つぶされたかのように捻ねじれ、歪ゆがみ。

「────」

　激しい騒音とともに、車は派手に引っくりかえった。

　着地し、車輪を消して悠然と立つ藉口の上、手長鬼は笑う。

「どう──手長鬼の両腕おてて、とっても力が強いでしょう？」

「うん。上出来上出来」

　彼女を撫なでて褒めながら、藉口は大破した車からどうにか這はいだしてきた願がん鳳ほうを見つめた。彼は二人の怪人を見つけると、引きつったような悲鳴をあげる。

「て、手長鬼──それに、最弱アルティメットシールド!?」

　そんな彼に笑みを浮かべたまま、藉口は余裕げに尋ねた。

「やぁやぁ。願鳳くん、泣き虫のやつは近くにいないのかい？」

　臆おく病びようで慎重な彼女が近くにいるはずもないと思いながらも、藉口は問いかける。案の定──彼は知らない、知らない、と譫うわ言ごとのように口にするだけだった。

　地面が断続的に震動している。地震ではない。この工場群の地下に位置する永遠研究所で──何か異変が起きているのだ。おそらく、最悪の異変が。

「梅うめちゃん、悪いけど──俺おれ、願鳳くんを始末しなきゃいけないから先に行ってて。ほんでヨノちゃん──眼がん球きゆう抉えぐり子こを助けて、できれば不快逆流を始末して事件を解決すること。研究所の入口は『BABEL』って入口に刻印された工場だから」

「うん──」

　手長鬼は飛びおりて、軽やかに着地すると藉口を見た。

「ゼキくん、手長鬼──がんばるから、捨てないでね？　置いてかないでね？　手長鬼──二度とゼキくんから離れないから」

「…………」

　その不安げな声に笑顔で頷うなずきながら、藉口は去っていく彼女を眺め、すぐに願鳳へ視線を移すと表情を消した。

「さてと、願鳳くん。どえらい失敗をしてくれたねぇ。なんつうか──最初から、永遠研究所なんぞ涙歌メロディアノイズの道楽だと見逃してたのが駄目だったねぇ。……ったく、おまえらは効率的に林りん檎ごを集めてくれる素晴らしい仲間だったけど、俺の目的の邪魔になるならもう要らないかなぁ？」

　つぶやき、倒れたままの願鳳に歩みよると、彼は狼ろう狽ばいした。

「ま──待て！　命だけは助けてくれ！　何が知りたい？　欲しいものはないか？　私は賢さか木き願がん鳳ほうだ、おまえの望むものをなんでも──」

「俺おれの望むもの？」

　くすくす、と笑って、藉ぜき口ぐちは舞台俳優のように自分で自分を抱きしめた。

「俺の望むものは、嫉妬の女王が勝利する白雪姫の物語さ。善悪が逆転し、摂理が捻ねじれ狂った、そんな物語をこの俺に提供できるのかい──おまえごときが」

「待──」

　藉口の雰囲気が変わったのに気づいたか、願鳳が悲鳴のように制止を呼びかける。聞かず、藉口は冷淡な表情で身体を一瞬だけ震わせて──。

「……殺菌消毒は、頭部に仮構築された受容器を壊し損ねて逃がしちゃったから」

　その足、腕、頭、肩、腹、全身から──。

　無数の針が伸びていく。

「────」

　藉ぜき口ぐち無なし法のりの肉で構築されたその鋭い針の群れは、賢木願鳳の肉体をミリ単位で串刺しにすると血ち飛沫しぶきをぶちまけた。欠片かけらの受容器である心臓が貫かれ、ずるり──と針を抜かれた願鳳は──。

「あ──ぁ……？」

　最後に何を思ったのか──空に手を伸ばし、虚空を見つめ、絶命した。

「ま、こんだけ刺したら死ぬでしょ」

　かるく言って、願鳳の亡なき骸がらを探り、そこにもう命の輝きが存在しないのを確かめると藉口は微笑ほほえんだ。

「……良かったねぇ、願鳳くん。ここで死ねたほうがまだ幸せなんだぞ？」

　くすくす、と最弱アルティメットシールドと呼ばれた悪魔は微笑んだ。
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　すごい。

　手て長なが鬼おには興奮していた。あらためて、自分自身の超能力に。

「曲がれ！」

　ぐにゃり、と強きよう靱じんな鉄骨が折れ曲がり。

「飛べっ！」

　道を塞ふさぐ邪魔な機材が吹っ飛び。

「砕けちゃえっ！」

　丈夫そうな壁がまるで砂の城のように、手長鬼の号令一つで粉々に弾はじけてしまう。

「……うふっ、ふふふっ」

　藉口に教えられた工場から地下に広がった研究所へと侵入し、そのまま疾走する手長鬼を妨げるものなど何もなかった。壁も床も天井も、用途不明の機械も棚も、手て長なが鬼おにが見えない腕を放っただけで等しく粉砕される。

　数ヶ月、この能力を失って──無力な、箸はしを持ちあげることもできない相あい沢ざわ梅うめとして暮らして、手長鬼は見えない腕の能力がどれほど便利で強力なものだったかを思い知った。

　手当たりしだいに周囲を破壊し、その爽そう快かい感に甲高く笑う。

「あははははっ！　どう──手長鬼の両腕おてて、とってもとっても長いでしょう！　力だって強いんだから！　誰だれにも負けたりしないんだからぁっ！」

　叫び、歓喜の表情のまま階段を駆けおりていく。藉ぜき口ぐちに命じられたことは眼がん球きゆう抉えぐり子この救出。そして不快逆流と呼ばれる存在の始末だった。その不快逆流がどんな外見だかも知らない手長鬼は、とりあえず詳しい事情を知っていそうな人物を捜すために研究所を走っている。

　周囲の壁や床には得体の知れない震動があって、酷ひどく走りにくかった。藉口は逆流がどうとか言っていたが、手長鬼にはよくわからない。この研究所と呼ばれた場所で──いったい何が起きているのか。

　階段を最後まで降りると、人々の悲鳴が聞こえた。暗い──気味が悪いほど悲痛な叫び声だ。手長鬼は眉まゆをひそめ、慎重な足取りで声へ向かって進んでいく。

　そこは光があまりない牢ろう獄ごくのようだった。黴かび臭い廊下の左右には鉄格子の嵌はまった監房。そこに実験動物のように鮨すし詰づめにされているのは恐怖に濁った目をした人々だった。彼らは小柄な少女の登場に一瞬だけ怪け訝げんな顔をしたが、すぐにこちらに迫ってくると格子を握りしめて叫んだ。

「き、きみ！　ここ──ここから出してくれ！」

「逃がしてくれぇぇえ！」

「怖いよ！　怖いよ！　怖いんだよぉぉ！」

　獣のようなその雄叫びに、手長鬼は少しだけ怯ひるみ、後ずさりながらも──真面目な顔で考えた。研究所の関係者を藉口はまとめて皆殺しにすると言っていたが、彼らは、どうも捕まっているだけの被害者のようだし、逃がしても──いいはず。

「わかった──ちょっと離れてて！　危ないよ！」

　鋭く叫び、真剣な表情をすると彼らは後退してくれた。それを確認し、手長鬼は裂れつ帛ぱくの気合とともに無数の『腕』を解き放つ。

「うりゃ！」

　瞬間、人間の腕力では曲げることすら不可能な鉄格子は、さながら茹ゆでた麺めん類るいのように捻ねじれ曲がっていく。

「すげぇ！」

「ありがとう！　ありがとう！」

　口々に感謝の声を叫びながら、囚とらわれていた人々は逃げだしていく。涙を浮かべているひともいる。いったいこの場所で彼らはどういう扱いを受けていたのか。考えつつ──その嬉うれしそうな表情に手て長なが鬼おには仄ほのかに微笑ほほえんだ。

　苦しめるより。傷つけるより。殺すより。

　誰だれかを幸せに──笑わせたほうがずっといい。




「……意外だな」




　不意に、低い声がする。

「おまえが現れたのも意外だが、おまえが人助けをしたという事実が何よりも意外だ」

「──誰っ!?」

　弾はじけるように声が聞こえてきたほうを振りかえったが、暗くてよく見えない。周囲を警戒しながら廊下のさらに奥まで進む。歩きながら『腕』で鉄格子を曲げ、出られないでいる人々を助けてあげるのも忘れない。

　嫌な臭においが満ちている監獄の最果て、特別に頑丈そうな独房の中。

「あ──」

　手長鬼は、思わず右目を閉じてしまう。そこにある眼球は、かつて目の前に座る彼女に抉えぐられたのだ。

　あのときの痛み。そして恐怖。

　手長鬼には忘れられない。

「眼がん球きゆう──抉えぐり子こさん」

　つぶやくと、彼女は嫌そうな顔をした。

「……グリコでいい」

　特徴的なオオカミヘア。銃口のように暗い瞳ひとみ。何な故ぜか手長鬼と同じように両腕を失っている彼女は──眼球抉子という、手長鬼に屈辱的な敗北を与えた相手だ。

「久しぶりだな手長鬼」

「うん──」

　頷うなずき、警戒しながらも手長鬼は彼女の独房の鉄格子も曲げてやった。少しだけ意外そうな顔をして、グリコは腕もないのに器用に立ちあがると手長鬼の正面まで歩いてきた。

「……どうして、助けてくれる？」

　問いかけられたので、手長鬼はそっぽを向いた。

「ゼキくんが──グリコさんが死んじゃ困るっていうし。……べつに、あなたのことは好きじゃないんだから。死んでくれたほうが手長鬼は嬉しいんだから」

「藉ぜき──口ぐち、無なし法のり、か」

　グリコは何かを考えるようにその名を口にしたが、すぐに表情を厳しくすると廊下を歩き始めた。

「まぁいい。おまえがどうしてここにいるのか、いまいちわからんが──逃げるぞ、手長鬼」

「逃げる？」

　意外な言葉に、グリコは焦じれるように手て長なが鬼おにに目配せをしてきた。

「……感じないか？　この震動──それに、気持ちの悪い何かの怨おん念ねん？　雰囲気？　気配──うまく言葉にできないが、やばい、この場所は危険だ。おまえがきてくれて助かった。とにかく……」

　そこまで一気に言って、不意に彼女は顔を上げる。

「なんだ──!?」

　奇妙な音がした。擦こすれるような、引っ掻かくような音である。手長鬼も気づき、表情を変えて天井を見つめた。削れる、砕ける、甲高い音──同時に、響いてくる不安になるような笑い声がある。




　──きし。しし。しゅひひ。




「……これは──？」

　グリコが舌打ちし、忌いま々いましそうに出口へ向かって走りだすので、手長鬼もつづく。

「どうしたの、グリコさん!?　あの笑い声──知ってるの!?」

「あぁ、性た質ちの悪い化け物だ」

　そして彼女は手長鬼が予想もしない名前を口にする。

「たしか……名前は、〝べろ包ぼう丁ちよう〟といったか」

「────」

〝べろ包丁〟？　それは──あの〝べろ包丁〟か!?

　手長鬼が目を見開くと同時に、天井を貫いて銀色の異形が姿を見せた。
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　この世のものとは思えない光景だった。

　断続的に響く地震。逃げ惑う恐怖の表情を浮かべた人々。暴れる無数の化け物。装甲服に身を包み、あちこちで動き回っている特殊部隊。

　山間に位置する、無個性で無機質な工場群──少なくとも、『貴たか御み門かど御み貴たか』が本来の姿である黒蛇に戻り、鉄格子の間をすりぬけ、外に助けを求めて逃げだしたときにはどこにも怪異などなかった。

　あれから──ほんの数十分。長くても小一時間ほどだろうか、たったそれだけの瞬まばたきのような期間に、世界には地獄が染みだしていた。

「おい──、ヘビ」

　狂乱に支配されたこの場所で、ひときわ目立つ金髪碧へき眼がんの麗人、賢さか木き愚ぐ龍りゆうが人間の姿に戻った『御貴』を憮ぶ然ぜんとした表情で振りかえってきた。

「本当にここにグリコと、竜たつゑえがいるというのか？」

　蜜みつ姫きに促され、外に助けを呼びにいった『御み貴たか』は、困りきった末にこの男を選んだ。彼は林りん檎ごを宿らせた不死者のはずだから一般人より少しは役にたつし、これでも賢さか木き財閥の次期当主だ、彼自身が使えなくても軍隊や特殊部隊などを動かしてもらえれば、と目論んだ。実際──彼が呼びかけることでかなりの数の兵員が迅速に出撃してくれた。

　半年前。『御貴』は彼の愛した少女、宇う佐さ川がわ鈴りん音ねの林檎を狙ねらった。そのときにこの男の生いたちや境遇、能力なども耳にしていたのだ。正体不明の化け物どもの相手をさせるには不足かもしれないが、『普通の人間』としては最高レベルの能力の持ち主だと思う。

　当然、彼は最初──『御貴』の言葉を疑い、どれだけ頼んでも動いてくれなかった。けれど御貴が自らの身体に牙きばをたて、泣いてどんなことでもするからと懇願するとようやく動いてくれた。グリコと同じように、変わったな──と感慨深げにつぶやいたりしていた。

　変わったのだろうか。よくわからない。

　今はただそんなことどうでもよく、ようやく見つけた自分の仲間たちを助けたい。永遠の命なんかどうでもいい。不老不死では対価にもならない幸せを見つけた。

　──竜ゑ。

　彼女の顔を思い浮かべる。いてもたってもいられなくなる。

　けれど──。

「おやおや、たいそうな大騒ぎですねぇ」

『御貴』が身体を支えてやっているもう一人の男が、この状況にそぐわない妙に呑のん気きな声をあげた。言葉と裏腹に表情は真剣そうだったが、長い前髪で目元を隠しているのでよくわからない。

　嘆なげ木き狂くる清きよ、と名乗った。

　外見からはとてもそう見えないが、刑事らしい。怪け我がをしているらしく動くのもやっとのようだったが、この場所の近くで出会い、目的地が同じだとわかると同行したいと強硬に言いはった。『御貴』も慌てて逃げてきたので道順がうろ覚えで、何な故ぜだかこの場所を知っていた嘆木に道案内されてようやく辿たどりつけたりした。

　そういう意味では助かったのだが、まだ気は許せない──どうして彼は研究所の位置を知っていたのか。

「……地下の研究所への入口は、あの文字が書かれた工場だよ」

『御貴』は嘆木を引きずりながら、一生懸命にそちらへ向かう。

「僕は竜ゑたちを助けなきゃいけない。だから行く。賢木と嘆木は──どうする？」

「当然。私も行く」

「はいはい。僕も」

　きっぱり言いきる賢木と飄ひよう然ぜんとした感じに手を挙げる嘆木。二人に走りながら呆あきれた顔を向けて、『御貴』は眉まゆをひそめた。

「……理解してる？　地下にはね、想像もできない変態的な世界が広がっているに違いないんだよ？　好奇心とか興味とか、軽い気持ちで足を踏みいれちゃいけない」

「…………」

　無視され、賢さか木きはずんずん先へ進み、嘆なげ木きも笑顔で『御み貴たか』に肩を借りながら走っていく。

「クックック。どうも──我々、お互い立場は違うようですが、目指しているものは似ているようで。ここで怖じ気づいて帰るくらいなら、そもそもこの場所にきていないわけですしねぇ。制止は無駄だと思いますよ？　優しいですね、坊や」

「……僕は嘆木より年長だ」

　表情を歪ゆがめてつぶやき、『御貴』は嘆木を引きずっていく。『御貴』のほうが嘆木よりもかなり背が低いのでその作業だけで少し疲れる。けれど四の五の言っている場合ではない。一人でも多く戦力が欲しいのは事実だ。

『御貴』は竜たつゑえたちを助けたい。賢木も彼女らを助けたいというのは同じらしいが、他にも『肉人形』とやらの秘密をこの研究所で知れないものかと考えているらしい。嘆木の目的は単純に研究所の破壊のようだ。他にも行方不明になった女の子を捜しているとか言っていたが──。

　あらゆる事情が複雑に絡みすぎて、よくわからない。

　だから『御貴』は考えないことにした。

　今はただ、真まっ直すぐに、自分の目的のみを追い求める。弱い人間が三人ぽっち集まって、何ができるかわからない。けれど──暗い独房で泣いていた蜜みつ姫きと、御貴を初めて抱きしめてくれた竜ゑと、御貴の不安を聞いてくれた美み名な、自分の大切な仲間たちを放っておくわけにはいかない。

　遥はるかな昔、神を裏切り人々を騙だましたヘビの末まつ裔えいとしてではなく。

　竜ゑに歪ゆがんだ愛情を向けていた貴たか御み門かど御貴という人間としてでもなく。

　自分は自分として、生きる。こうして行動する。

「……おまえの目的はなんだと、半年前──僕に尋ねたな、眼がん球きゆう抉えぐり子こ。あのころは答えられなかったけど、僕が今こそ答えてやるよ」

　工場の扉を蹴け破やぶる賢木につづいて、『御貴』は嘆木とともに走る。建物の中では化け物が何匹か暴れ狂っており、地下への入口となっている階段には近づけそうになかった。

「これが──答えだ！」

　言葉ではなく行動で答える。一瞬だって足を止めず、普通の人間の、情けないくらい弱々しい身体に鞭むちをうつようにして走る。

　瞬間。何度も軽やかな銃声が響いた。

　一方は先行する賢木から、もう一方は『御貴』の横にいる嘆木から。

　化け物の身体から派手に血ち飛沫しぶきがあがり、悶もだえ転がった彼らはその場で悲鳴をあげる。さらに近づいてくる全すべての化け物に素早く弾丸を浴びせかけ──。

　にやにや笑う不思議な刑事が、楽しそうな顔で賢木を見た。

「……ふふ、こんなに痛快に乱射する一般人は初めて見ましたねぇ」

　賢さか木きが嫌そうに眉まゆをひそめ、視線を逸そらした。

「私も二丁拳けん銃じゆうの刑事は初めて見たぞ」

「…………」

　あっというまに階段まで辿たどりつけたが、なんだか『御み貴たか』はとても疲れた。
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　──ママ。ママ、だぁれ？　お客さま？

　──梅うめ、出てきちゃ駄目！　逃げ……。

　──ママ。どうして。

　──梅ぇ逃げなさい！

　──どうして……パパのお口から包丁が生えているの？
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「はーれーたーよーるーはー♪」

　相あい沢ざわ梅うめ──手て長なが鬼おには何かを確かめるように、儚はかない希望に縋すがるように、暗い監獄が並ぶこの場所でやけに陽気な歌を低唱した。その表情は虚うつろで、身体は小刻みに震えていて、歌声にも隠しようのない何か得体の知れない感情が浮かんでいた。

　彼女の独唱は壁や床に反響し、舞いおりてきた銀色の化け物──涙歌メロディアノイズが〝べろ包ぼう丁ちよう〟と呼んだ奇妙な存在の身体を這はいまわった。

　彼は鉱物的な全身で唯一、『べろり』と垂れた生々しい舌を躍らせて、歓喜するように刃やいばを擦こすり鳴らせると彼女の歌声に唱和する。

「つーきーがーきーれーいーでー♪」

　その歪いびつな声に反応し、手長鬼は完全に無表情になる。

「にーんーげーんーがーじゃーまー♪」

　すう──と彼女は目を閉じて、何かを堪こらえるように唇を噛かみしめていた。そして立ちつくすグリコを見ると、弱々しい表情で問いかけてくる。

「グリコさん、こいつ──なんだって？」

「ん？　あぁ、グリコも詳しくは知らないんだが」

　グリコは両腕のないこの身体で目の前の危機からどう脱出するか思考しながら、彼女の問いかけに適当に答える。

「名前はたしか〝べろ包丁〟。元は人間で──最弱アルティメットシールドという存在に改造されたとか、そういうことを、涙歌メロディアノイズと名乗るやつが語っていたが」

「〝べろ包丁〟──最弱アルティメットシールド、改造？」

　手て長なが鬼おには沈痛に顔を伏せ、足元を睨にらみつけてつぶやいた。

「どういうこと？　どういうこと──ゼキくん、手長鬼にはわからないよ！」

「きしゅるあぁぁ！」

　彼女の困惑を待つ慈悲もなく、〝べろ包ぼう丁ちよう〟が吠ほえながら向かってきた。刃やいばそのものにしか見えない右腕を振りかぶり──躊ちゆう躇ちよなく手長鬼に向けて放つ。

「は──」

　目を見開き、手長鬼は素早く跳ねて避よけると瞳ひとみを燃やした。

「こ、このっ！」

　ばぢり、と〝べろ包丁〟の顔のあたりに衝撃が弾はじけ、巨大なその身体を揺らめかせた。見えない腕──念力サイコキネシス、かつてグリコを苦戦させたあの能力はいまだ健在らしい。

　しかし。

「きし。しし。しゅり」

　まるで効いていないのか、むしろ楽しそうな声を漏らして〝べろ包丁〟は体勢を立て直す。その鈍く輝く頭部は凹へこんでもいない。

　足だけで器用にトントントン、と跳ね回り、手長鬼はそんな銀色の化け物を睨みつけると低く呻うめいた。

「この感じ──覚えているよ。毎晩──夢に見ているよ。忘れられない。忘れられるわけがない。私の全すべてはあなたに壊されたんだ！　……私の日常を殺して、相あい沢ざわ梅うめを崩壊させて──私を鬼にしたのは、手長鬼にしたのはっ！」

　悲痛な声で叫んで、手長鬼は立てつづけに『腕』を解き放った。

「生きていたんだね〝べろ包丁〟！　八つ裂きにしてやったのに！　パパとママを殺して、私の腕を切りとった強盗──生意気に、週刊誌ではこう呼ばれていたね──人間の後頭部から包丁を差しこんで、口からべろみたいに生やして殺す強盗〝べろ包丁〟、時雨しぐれ紅べに丸まるッ！」

　獣のように咆ほう哮こうし、彼女の力が機関銃のように〝べろ包丁〟を襲った。

「いいよっ！　きなよっ！　私の悪夢、私の天敵、私の仇かたき！　何回でも──何十回でも、地獄に送りかえしてやる、強盗野郎ぉぉぉぉ！」

　ばぢんっ、と威力が炸裂し、〝べろ包丁〟の身体が傾く。

　しかし──。

「き、しゃゃあ！」

　それも一瞬のことで、すぐに〝べろ包丁〟は乱れ撃たれる手長鬼の『腕』を突破して真まっ直すぐに彼女へ向かっていく。

「嘘うそ──効いてないのっ!?」

　手長鬼は目を見開いて、表情を険しくさせる。馬ば鹿かな──とグリコも思う。彼女の攻撃は墓石を粉砕し、人体を容易たやすく八つ裂きにする大砲のようなものだ。それを何発も直撃させられ、倒れるどころか傷もつかない。この化け物──防御力だけならグリコが出会ったなかで最強だった。

　グリコには、手て長なが鬼おにとこの化け物の関係はわからない。

　だが──〝べろ包ぼう丁ちよう〟がまるで花に誘われる蜜みつ蜂ばちのように、手長鬼に猛烈な勢いで吸いこまれていくのだけはわかった。近づき、肉薄し、以前──工場で見せた両腕を掲げる奇妙な構えをとって。

「逃げろ手長鬼！」

「────」

　瞠どう目もくする彼女の前方、〝べろ包丁〟は銀色の独こ楽まと化した。遠心力に従って右腕左腕右足左足──鋭利な刃物のごとき四肢を回転させて横薙なぎにする。あんなものに巻きこまれたら全身が膾なます切ぎりにされてしまう。

「ひっ──」

　手長鬼は瞬間的に『腕』で大地を叩たたき、真上に跳躍すると天井を蹴けった。そのまま斜め──〝べろ包丁〟の後方、刃やいばの届かない位置まで三角跳びをして難を逃れる。

「はっ、はっ──はっ」

　恐怖か、疲労か、手長鬼の呼吸は荒い。目元には涙まで浮かんでいる。やはり彼女は戦闘経験が浅い──。自分の『腕』が通用しない相手にどうしたらいいかわからないようだ。

　グリコと手長鬼が〝べろ包丁〟を挟む形で立っている。だが化け物はグリコなどには目もくれずに、手長鬼のみを狙ねらっている。何な故ぜ？　やはり彼らのあいだにはグリコの与あずかり知らない因縁があるのだろうか？

「このっ、このこのっ、なんで死なないのさっ!?」

　ばぢん、ごぢん、と鈍い音とともに〝べろ包丁〟は見えない拳こぶしに押されて下がってくる。それから微妙に距離をとりつつ、グリコは不器用な戦い方をする手長鬼に呼びかけた。

「手長鬼！　舌を狙え！　〝べろ包丁〟の全身は鎧よろいのように丈夫だが、そこは生身だ！」

「あ。なるほど──」

　その提案に手長鬼は表情に希望を宿らせて、にっこり笑った。

「えへへっ、相変わらずグリコさんは小こ賢ざかしいね！」

「……うるさいな」

　減らず口がむかついてグリコは眉まゆをひそめる。

「それより、さっさと片付けろ！　嫌な予感がする──グリコはよくわからんがこの場所から逃げたくて仕方がない！」

「うん──」

　すう、と手長鬼は深呼吸し、瞳ひとみを煌きらめかせて〝べろ包丁〟を見た。刃の擬人化のような銀色の化け物は、怯ひるみもせず、ただ獣のように、そんな彼女へ向かっていく。

「──やあぁっ！」

　手長鬼が全身に力をこめ、『腕』の力を迸ほとばしらせた。狙うは──唯一、露出した〝べろ包丁〟の舌か。

　瞬間。

「────」

〝べろ包ぼう丁ちよう〟が両腕を交差クロスさせた。狙ねらいを舌だと察知して防御したか──直撃した見えない拳こぶしの一撃に衝撃が弾はじけたが、〝べろ包丁〟は気にせずに大声で笑いながら空中へ×の字を描く斬ざん撃げきを放った。

「ひ──」

　その行為にどんな意味があったのか。

　触れることができないはずの、手て長なが鬼おにの見えない腕が斬きられてしまったかのように。

「──ぎ、いやぁっ!?」

　手長鬼の全身が反りかえり、彼女は苦しげに絶叫した。そのまま痛みを堪こらえる顔をして、ただ迫ってくる〝べろ包丁〟を睨にらみつけている。

「う、嘘うそ……手長鬼の、両腕おてて──エネルギーの塊、そのものを──斬って」

「手長鬼！」

　グリコが叫び、疾走し、背を向けている〝べろ包丁〟に跳とび蹴げりをくらわせる。〝べろ包丁〟の刃やいばが両腕と両足にしか存在しないことは先日の交戦で知っていた。

〝べろ包丁〟はたたらを踏んで、邪魔くさそうに腕を振るいグリコを牽けん制せいする。やはり狙いは手長鬼か。このまま彼女を囮おとりにして逃げてしまうという考えが一瞬だけ浮かんだが、首を振ってかき消した。彼女は自分を助けてくれたのだ。ここで見捨てて逃げるというのも不人情だろう。

　グリコは自じ嘲ちようした。

　──何が化け物に戻るだ。

　非情になりきることもできない、今の自分のどこが化け物か。

　人間に徹することもできず、化け物にも戻れはしない──笑い、グリコは胸ポケットのスプーンをくわえると思いっきりプッと吹いた。

　キン。

　予想どおりその一撃は〝べろ包丁〟の硬い肌に弾はじかれて落ちたが、彼の注意を一瞬だけ逸そらすことに成功した。その隙すきに手長鬼へ呼びかける。

「手長鬼──作戦がある、よく聞け！」

「え？　あ、うんっ！」

　どうやら〝べろ包丁〟が以前、人間だったというのは本当のようで、手長鬼は彼のことを知っているようだった。それはいい。グリコには関係ない話である。ただ問題なのは──今の〝べろ包丁〟が『喋しやべる』能力をほとんど失ってこそいるが、こちらの言葉はちゃんと聞いて理解しているという事実である、

　さっき、『舌を狙え』というグリコの言葉を〝べろ包丁〟は聞き、防御した。ではどうするか──簡単だ、相手に聞かれてもこちらの目的がわからないような、遠回しな言葉を使えばいい。

　手て長なが鬼おにが自分の言いたいことを理解してくれるかは賭かけだが──他に方法はない。

「手長鬼、〝べろ包ぼう丁ちよう〟の防御力は高すぎる！　おまえの攻撃では倒せない！」

「うん──悔しいけどそうみたいだね。……で？」

『腕』を連続でぶつけて〝べろ包丁〟を遠ざけつつ、手長鬼はきちんとこちらの言葉を聞いてくれる。どうも素直な、他人を疑わない性格のようだ。数ヶ月前、目の前の女に騙だまされて眼球を抉えぐられたのを忘れてしまったのだろうか。

　命を奪いあう戦場で、その素直な精神構造は命取りだ。けれど──そういうやつは、べつに嫌いではない。

　真剣な顔で、グリコはそんな手長鬼に呼びかける。

「ギリシア神話にこんな話がある」

　ヘビや殺菌消毒、これまで自分が戦ってきた敵たちがやたらと神話について語るので、何か手がかりがないかと一時期──グリコは図書館で神話に関係する本を読みふけったことがある。これはそのなかで少しグリコの興味をひいた逸話である。

「十二の試練を与えられた英雄ヘラクレスは、最初の試練で、どんな剣でも槍やりでも傷つけられない無敵の毛皮と、どんな物体でも切り裂ける無敵の爪つめをもつネメアの獅し子しと戦った」

　淡々と、内容を要約しながら語る。英雄ヘラクレスは十一番目の試練で黄金の林檎を取りに行かされている。エデンの林りん檎ごと何か関係があるかとも思ったのだが、じっくり読んでもよくわからなかった。ネメアの獅子の話はそのついでに読んで知ったのである。

「ヘラクレスはその獅子の毛皮を剥はいで、持って帰れと王様に命じられていた。どんな剣でも槍でも傷つけられない？　じゃあ首を絞めればいいじゃんと気づいたヘラクレスはヘッドロックでその獅子を殺すんだが、殺してから、困った。毛皮が硬すぎて皮が剥げない」

『腕』を連発で放つのは疲れるのか、汗を流し、呼吸を乱した手長鬼は不思議そうな顔をしている。伝わってくれ──と祈りながら、グリコは語りつづける。

「……そこでヘラクレスはどうしたと思う？」

〝べろ包丁〟の右腕が手長鬼の近くの壁を抉る。だんだん手長鬼が敵の攻撃を裁ききれなくなっている──。

「彼はふと思いついてな、どんな物体でも切り裂けるというその獅子の無敵の牙きばで毛皮を裂いてみたんだ。すると、時間がかかったがどうにか毛皮を剥ぐことができた。……わかるか？」

「…………」

　微妙に理解していない顔の手長鬼に、やきもきしながらグリコは叫ぶ。

「あぁ、じゃあ言いかたを変えるぞ？　世界最硬の鉱物、ダイヤモンドを加工する方法はなんだと思う？」

「ん？　あ、それなら知ってるよ？　クルキヨの部屋のＴＶで見たもん。あれでしょ、細かいダイヤモンドの欠片かけらをたくさん集めて、ヤスリみたいにゴシゴシゴシゴシ擦こすりつけ──あ」

　そこでようやくグリコの言いたいことを察したか、手て長なが鬼おには目を丸くする。微笑し、グリコはそんな彼女の希望が溢あふれてきている瞳ひとみを見つめた。

「わかったか？」

「………おっけー」

　つぶやき、手長鬼はにっこり笑った。

「──なんだ、なるほど、簡単じゃん」

「きしゃあああ！」

　何か異様な雰囲気を感じたか、〝べろ包ぼう丁ちよう〟が奇声を放って手長鬼に両腕を振るう。それを間一髪で避よけ、手長鬼は『腕』を真剣な顔で操作する。

「……がしっ」

　ぐいん──と、糸で吊つられたように〝べろ包丁〟の両腕が空中に固定される。手長鬼の見えない指先が掴つかんだのだ。墓石を引っこぬいて投げつけることも可能なあの腕の膂りよ力りよくを、単純な腕力だけで振り払うことは困難だろう。

「そんで──ゴシゴシゴシ、っだ！」

　手長鬼は悪戯いたずらっぽく笑った。

　同時に目を逸そらしたくなるほどの残酷な光景が眼前で開始される。刃やいばそのものの〝べろ包丁〟の両腕が──見えない『腕』に引っぱられて自らの首に向けられて。

　ごりごりごりごりっ！

「き──ぃ、ぃいいああああ!?」

　何か大型の機械が作動するときの音のように、耳に痛く、重苦しい、ゴリゴリという音が響きわたる。〝べろ包丁〟の両腕が〝べろ包丁〟の首を切断しようとゴリゴリ擦こすりつけられているのだ。

　同じ硬さの鉱物なら、こうして素早く擦りつければ理論上は削れる。削れれば──斬きれる。斬れれば──殺せる！

「き。い。あ」

　一瞬だった。

　凄すさまじい速度により左右から刃の腕で首を削られ、刹せつ那な──何かの玩具おもちやのように〝べろ包丁〟の生首が飛んだ。

「きゃぁぁっはははははは！」

　悪魔のように手長鬼が笑い、甲殻類みたいに硬い皮膚の下は普通の肉体だったらしい──血ち飛沫しぶきをぶちあげ、倒れていく〝べろ包丁〟の首無し死体を睨にらみつけた。

「どう!?　強盗だって所しよ詮せんは人間でしょ!?　鬼に勝てるわけがないんだよ！　あはっ、あはははははっ！」

　その何か大切なものをかなぐり捨てたような、自棄になったような表情は、数ヶ月前──化け物に戻ると誓ったときのグリコのそれと同じだった。こいつはもう戻れないな、日常に──思いながら、グリコは鮮血に染められていく手長鬼を見つめていた。

「……えへへ」

　彼女は笑い、親に成績を自慢する子供のように無邪気に飛んできた。

「どう？　手て長なが鬼おに、うまくやれたでしょ!?　最っ高の助言だったよグリコさんっ！」

「待て！　待て待て！　跳びついてくるな！　グリコは腕がない──受けとめられな、」

　ガツン、と両腕の欠落した二人の少女は仲良く互いの頭をぶつけてしまった。
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　デュラハン。

　不快逆流の暴走により滅びに向かう永遠研究所の崩壊をあと一歩のところで押しとどめているのは、必死で戦う手長鬼やグリコではなく、侵入してきた賢さか木きたちでもない、もちろん逃げてしまった願がん鳳ほうや無力な研究員たちでもなかった。

　デュラハン。

　意志もなく、感情もなく、ただ与えられた命令を機械的にこなすこの奇怪な化け物は──おそらく永遠研究所が生みだした成果のなかでは最高傑作とも呼べるものだっただろうが、幸か不幸か、デュラハンの驚異的な活躍を評価してくれる研究員はすでに誰だれもいない。ケルトの伝説にある首無し騎士の名を冠したその存在を、嫌悪と屈辱をこめて見つめているのは一つの生首だけである。

「──悪趣味なことしてくれるじゃない」

　永遠研究所の最下層は、四つの区画に分けられる。

　北側には第一から第八までの実験室が並んでいるが、第一実験室で蜜みつ姫きが黒い濁流を噴きだし、現在はほとんど壊滅状態。

　東側は監獄。西側はエレベーターや階段などの移動経路。

　そして南側には、研究所の全すべてを統括する小部屋がある。

　それは竜たつゑえと願鳳が会話していた画面モニターだらけの部屋である。今や願鳳は後目もふらずに逃亡し、その部屋には気絶した竜ゑのみが転がっている。

　開け放たれた部屋の入口付近には硝子ガラス瓶に閉じこめられた美み名なの生首が置かれており、倒れた竜ゑに気遣わしげな視線を向けているが、動けない美名には彼女を助けることができない。

「…………」

　美名はこの研究所にきてからずっと硝子瓶に閉じこめられ、願鳳に持ち歩かれていた。そして願鳳からこの研究所についての様々な知識を教えられていた。

　彼はどうやら美名から欠片かけらや蟲こ人びとについての情報を聞きだそうとしていたらしいが、幸か不幸か、非常事態が発生したとみるや美名を放置したまま逃げだしてしまった。

　非常事態。

　蜜姫の堕天使化による不快逆流の暴走。

　それは美み名なが最も危き惧ぐしていた事態だった。美名の情報源──神じん蟲む天てん皇のうが語ったことには、堕天使となった不快逆流は最終的に欠片かけらの力を使いはたして崩壊死するのだ。

　自らの魂──欠片の力を消費して、蜜みつ姫きはこの全すべてを溶かして飲み滅ぼす黒い濁流を放っている。彼女の欠片が枯渇するのにかかる時間はあとどれほどか。

　蜜姫が危険なこのときに、動けない自分が美名は歯がゆかった。

「……デュラハン、と願がん鳳ほうは呼んでいたわね。ケルトの首無し騎士？　誰だれが名づけたか知らないけど言い得て妙じゃない」

　最下層の四つの区画につながる中央ホール。そこに立ち、スプレー缶から白い霧を放ち北側から押し寄せてくる黒い濁流を防いでいるのは──。

「……根性いれて、踏みとどまりなさい」

　くるかもわからぬ助けを待ちながら、美名は皮肉げにデュラハンへ告げる。

「悪意を全て消し飛ばすのが、あなたの『役割』でしょう──私の身体」

　そこで暗い色の洪水に抗あらがっているデュラハンは、両手にスプレー缶を持った美名──殺菌消毒の肉体なのだった。
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　全てを溶かして飲みこもうとする不快逆流の黒色と、それを中和しながら堰せきとめている殺菌消毒の白色が鬩せめぎあう最下層。

「……なぁに──この変な音？」

「気をぬくな、手て長なが鬼おに」

　東側。監獄棟へとつらなる出入り口を蹴けり破り、両腕のない二人の少女が姿を現した。千年を生きた眼球抉えぐりの不死者、眼がん球きゆう抉えぐり子こと、藉ぜき口ぐち無なし法のりの下僕しもべとして生きることを選んだ超能力者──手長鬼である。

　ほぼ同時に。

「む？　やけに広い空間に出たが、ここはどこだ？」

「賢さか木き……自信ありげにどんどん進むから信用したのに、当てずっぽうだったのか？」

　西側。賢木財閥次期当主、賢木愚ぐ龍りゆうを先頭に、ぐったり気絶した嘆なげ木き狂くる清きよを背負った『貴たか御み門かど御み貴たか』が階段を降りてくる。彼らはそこらで暴れる化け物を撃退しながら竜たつゑえやグリコを探しており、その途中、怪け我がの痛みか疲労か知らないが嘆木が失神してしまったので仕方なく『御貴』がおぶっているのだ。

　二人と三人は互いに一瞬だけ警戒するように身を強こわばらせ、次の瞬間には口々に見知った相手の名前を呼びあった。

「グリコ!?」

「クルキヨぉ！」

「賢木──どうしてここに!?」

「あの、首のない化け物は──？」

　一人だけスプレー缶で黒いヘドロと戦っているデュラハンに目線を向け、『御み貴たか』は低く呻うめきをもらす。どうやらあの首無しの化け物が抵抗してくれているおかげでこの付近には黒いものが溢あふれてきていないようだが、それもいつまで保もつかわからない。竜たつゑえと──美み名なを捜さなくては。

　周囲に視線を向けると、南側──開け放たれた扉の入口付近、憮ぶ然ぜんとした表情の生首が視界に留まった。よくわからないが標本のように硝子ガラス瓶の中に収納されている。

「美名！」

「あら──御貴くん……助かったわ。あなたのお姫様なら私の後ろよ」

　こんなときにも余裕めかした生首は、にっこりと笑ってそう言った。見ると、竜ゑが画面だらけの奇妙な部屋でぐったりと倒れている。美名も竜ゑも生きていた──否いな、竜ゑは危険な状態かもしれないが、美名の様子を見るかぎり生きてはいるようだ。

　安あん堵どし、崩れ落ちそうになる膝ひざを叱しつ咤たして、『御貴』は歩く。

　すると見覚えのない両腕の欠落した少女が駆けよってきて、その場で兎うさぎのように跳ねた。

「お兄さん、そのひと──」

「ん？」

　じっと、心配そうな顔で嘆なげ木きを見つめるので、『御貴』は彼女が嘆木の縁者なのだということを曖あい昧まいに推測した。もしかしたら彼が捜していた行方不明の誰だれかさんというのは、彼女のことなのだろうか。超常の力を感知する能力のある『御貴』には、彼女が化け物と同じような──否、遥はるかに恐ろしい存在だということも理解できたが、今の泣きそうな顔を見ていると変な考えも浮かばなかった。

　ふわ、と不思議なことに嘆木は少女が手を触れてもいないのに宙に浮き、彼女の近くまでするすると滑るように移動した。

「……私が、クルキヨは運ぶから」

　囁ささやくように、少女はつぶやいた。

「最後のけじめ──ていうか、そんな感じ。本当に、馬ば鹿かなんだから。弱いくせに、怪け我がしてるくせに、こんなところまできてさぁ……」

　嗚お咽えつを漏らす少女の頭をなんとなく撫なでてやり、『御貴』は硝子張りの扉を開いて美名の置かれた場所まで移動した。背後でグリコと賢さか木きが、数年ぶりに再会した恋人のように見つめあって言葉をかわしている。

「……鈴りん音ねの様子はどうだ？」

「相変わらずだ。グリコは何か有益な情報を得たか？」

「いや。すまない。役立たずだな……おまえにばかり苦労をかけている」

『御貴』は、あんなに人間らしい眼がん球きゆう抉えぐり子この声は初めて聞いた。切なそうで、感情に満ちていて──彼女は、そのことを自覚しているだろうか？

　とりあえず考えないことにして、『御貴』は美名が収納された硝子瓶を力いっぱい叩たたき割った。乱暴な扱いに美み名なは文句を言ったが、気持ちが急せいていたので仕方がない。気もそぞろに謝った。

　そのまま美名を胸に抱き、『御み貴たか』は竜たつゑえの元まで歩く。

　そんなわけもないのだが、随分と久しぶりのように思える。着ているドレスも相あい俟まって、どこか華きや奢しやな人形のように見える彼女に寄りそった。

「──竜ゑ」

　肩を揺すり、はっきりと呼びかける。

「竜ゑ。竜ゑ！」

「………ん、ぅ」

　彼女は苦しげに呻うめき声をあげ、数回だけ瞬まばたきをした。

「──御……貴………」

　肩を支えて起こすと、彼女は夢ゆめ現うつつのような、とろんとした表情で笑った。

「……夢、でしょうか？　現実──なのでしょうか？」

　そして、静かに抱きついてくる。温かい。それを確かめるように力を強め、ほっと安あん堵どの溜ため息いきをついて竜ゑが囁ささやいた。

「あぁ、どうやら夢ではないようですわ」

　そのまま彼女は立ちあがり、こちらを真まっ直すぐに見つめてくる。どこか無理に取り繕っていたような過去のそれとは違う、内側から滲にじみでるような高貴さがそこにはあった。

「信じて──いました。あなたがきてくれると。昔──わたくしが泣いていると、風のように現れて、その原因を取りのぞいてくれたあなたが」

「竜ゑ、……僕は」

『御貴』は表情を暗くする。自分は、貴たか御み門かど御貴ではない。彼女の大切なひとの死体を食べた、人間とは決して相あい容いれない化け物なのだ。

　俯うつむき、『御貴』がそれを告げようとすると。

「……御貴ちゃんの、馬ば鹿か」

　昔のようにこちらを呼んで、竜ゑが唇を押しつけてきた。

「──」

　一秒ほどで離れ、紅潮した彼女は悪戯いたずらっぽく笑う。

「立派になるって約束を守らず、どんどん駄目になって、ぼやぼやしているから──わたくしは、あなたの身体を間借りしている、黒蛇さんを好きになってしまいましたわ」

「竜ゑ──？」

　呼びかけたが、耳まで紅あかくなった彼女は背を向けて小部屋を出、立ち話をしている賢さか木きたちに近づいていく。

「あら？　どうして賢けん龍りゆうのお義に兄い様がこのような場所にいらっしゃるのかしら？」

「……竜ゑ」

　賢木は呆あきれたように、立ちつくしている『御貴』と竜ゑを見比べてつぶやいた。

「あのな、人前でいちゃつくのは恥ずかしいからやめろ」

「……あなたにだけは、あなたにだけは言われたくありませんわ！　知ってますわよ！　賢けん龍りゆうのお義に兄い様、あなたと宇う佐さ川がわ鈴りん音ねの日常は！　公衆の面前──高校で、二人で仲良くラブラブ手作り弁当とか、ありえませんわ！　痛々しい！　わたくしのは純粋な愛です！」

　何かを吹っきるように叫んで、竜たつゑえは憮ぶ然ぜんとしてしまう。美み名なを抱えた『御み貴たか』と、賢さか木きとグリコと、少女と嘆なげ木きと──竜ゑ。

　全員が、こちらを無視してひたすら黒い力と戦っているデュラハンを見た。

「……あの奥に──姫さまがいるのでしょうか」

「それは間違いないよ。黒いのはあそこから溢あふれてるし、僕も、あの奥の監房に蜜みつ姫きと一緒に投獄されていたんだから」

『御貴』が補足すると、竜ゑも頷うなずいた。

　すると──不意に、美名が努めてつくったような冷酷な表情でこちらに告げてくる。

「いいのよ──ここで終わりにして、みんなで帰っても」

　その言葉に、『御貴』は目を見開く。竜ゑも眉まゆをひそめて彼女を見た。

「……どういうことですの？」

　美名が微笑ほほえみ、韜とう晦かいするように、極めて淡々と語る。

「私も妹も、何年も前に死んじゃったわけよ。神の『役割』を押しつけられて、強制的に生まれかわらされて──そんなね、死人のために、今を生きているあなたたちが命を危険に晒さらす必要はないんじゃないか……そんなことを、ちょっと思う」

　睨にらみつけてくる『御貴』と竜ゑに、美名は語尾を濁して嫌そうな顔をした。どうも冷酷に突きはなして『御貴』たちを逃がそうとしてくれているらしい。

　美名は嘆息し、片目を閉じた。

「……姫を、助けられる可能性は限りなく皆無に近いわよ。それどころかあなたたちの命も危険かもしれない。そのへん理解している？　友情や愛や使命感だけで未来を変えられるほど運命というものは生易しくない」

　つぶやく彼女に、『御貴』は言い放つ。

「ここまできて蜜姫だけ助けずに帰れるもんか。それに、僕はあいつに借りがあるんだよ」

「……友達ですもの」

　睨む『御貴』と微笑む竜ゑに、美名は呆れたように目を伏せてしまった。

「姫も果報者ね。昔──自分は不要な人間じゃないのかって、日記に何度も書いていたあの子に教えてやりたいわ。……姫、どうやら、あなたがいないと泣く馬ば鹿かな子たちがいるみたい。それは幸せよね？」

　優しく美名はつぶやいて、両腕の欠落した少女とグリコを見た。

「手て長なが鬼おに。眼がん球きゆう抉えぐり子こ。恥を忍んでお願いするわ」

　そして彼女は真剣に、鬼気迫る表情で嘆願した。

「私にできることなら何でもしてあげる。だから協力して。妹を──姫を助けさせて」

「…………」

　グリコが静かに彼女を見つめ、少女というよりは少年のような低い声で告げた。

「後で──詳しい話を聞かせてもらう」

　それから横目で賢さか木きを見て、真しん摯しな声で付け加えた。

「それと、肉人形になった鈴りん音ねを元に戻す方法もな」

「……わかったわ」

　睨にらみあう二人の横、手て長なが鬼おにと呼ばれた少女が難しい顔をする。

「あっ、手長鬼はね──うんとね、うんとねっ、どうしよ？」

　彼女が悩んでいる隙すきに、押し負けそうなデュラハンの向こう──黒の奔流が生き物のように暴れ狂って飛沫しぶきをあげる。呑のん気きに会話をしている余裕はないようだ。

「……堕天使が滅ぶのは神が決めた運命」

　美み名なが虚空を凝視して、真面目な声で断言する。

「ならば、運命を変えてやろうじゃない。好き放題に苛いじめてくれて、いいかげんに癪しやくに障っていたのよ。性悪な神め──今こそ吠ほえ面づらかかせてやるわ！」

　それは全員の心を代弁した台詞せりふのように思えた。
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　グリコの林りん檎ごを栄養とし、背骨と背肉を土壌にして芽吹いたその紅あかい糸は、彼女の後方で美しく紡がれ一対の翼を織りあげる。翼だけではない。今や彼女の手足は伸び、全身の肌は甲殻類のような質感へと変わり、爛らん々らんと灯ともる双そう眸ぼうも炎のように燃えている。

　林檎を喰くらい、超常の力を発揮するその姿は──まさに神の似姿と表現するしかないほど神々しく、また禍まが々まがしい。

「長くは保もたないぞ。この身体は林檎を消費するからな」

　声までも深く響くものに変え、グリコは御み貴たかに抱かれた美名を振りかえった。自ら噛かみちぎった左腕は信じられない速度で再生し、粘液を滴らせて真新しい肌を露出させている。

　それを見て美名は一瞬だけ眉まゆをひそめたが、すぐに手長鬼と竜たつゑえに鋭い指示を飛ばしてきた。

「そうね──まずは私が殺菌消毒の肉体を取りかえすわ。手長鬼、あの身体を動けないように押さえつけて。竜ゑさん、黒いのがこちらに近づけないよう竜の吐息ドラゴンブレスで牽けん制せいして」

　彼女に協力するのは微妙な感じなのか手長鬼が少し躊躇ためらったが、みんなが真剣な顔をしているのに気づくと意を決したようにデュラハンに近づいていく。竜ゑもまだ本調子ではないのか、賢木に身体を支えられながら彼女についていく。

「御貴くん、あいつの動きが止まったら私の首をあの身体に置いて。あとは私が肉体の制御権をなんとか奪って殺菌消毒に戻るわ」

「わかった。けど──そんなこと可能なの？」

　走りながらも御み貴たかが問いかけると、美み名なはシニカルに笑った。

「さぁね。でも、やるしかない」

「やぁあ！」

　手て長なが鬼おにが『腕』を解き放ち、機械のようにただ黒い悪意と戦っていたデュラハンの全身を縛いましめる。するとスプレー缶から噴きだしていた銀色の霧が戸惑うように止まり、不快逆流を押しとどめていられなくなる。

　壁が崩れ、震動がはしり、漆黒の闇やみが迫ってくる。

「扇子がないと……やりにくいですが──」

　竜たつゑえは不安そうな顔をしながらも、両腕を周囲に向けた。

「竜の吐息ドラゴンブレス！」

　瞬間、風が巻きあがり、こちらを押し潰つぶさんと流れてきていた黒色が弾はじけて飛び散る。だがそれだけで、それは生き物のように悶もだえると風をすりぬけて近づいてくる。

「だ……駄目ですわっ、わたくしでは止められない……！」

「怖がらないで、竜ゑさん！」

　御貴に抱えられ、硬直したデュラハンの身体に接着された美名の生首が叫んだ。

「相手は悪意と不快の塊なのよ！　怯おびえると──その恐れを吸収してさらに勢いを増すわ！」

　みりみりみり、と美名の首と身体の接合部から軋きしむ音が響く。デュラハンの心臓に仮構築されているらしい殺菌消毒の大きな欠片かけらが、頭部から支配しようと降りてくる美名の意識を邪魔者として排除しようとしている？

　押し寄せてくるヘドロのような洪水を、グリコが真紅の翼を振るって弾はじきとばす。飛沫しぶきとなった黒色は彼女の身体に触れると同時にその肌を焼き、また溶かす。

「ぐ──」

　呻うめく彼女の至近、焦る竜ゑに美名が叫ぶ。

「竜ゑさん！　これは私の推論だけど、涙歌メロディアノイズと協力関係だった願がん鳳ほうがあなたの父親だということを考えればあながち見当外れじゃないと思う──竜ゑさん、あなたの肉体はね、涙歌メロディアノイズが緊急時に避難するための予備の器だったのよ！」

　神の七つの大きな欠片、その一つ──救世主の『役割』をもつ涙歌メロディアノイズ。

「肉体が死んでも大きな欠片が生き残れば『役割』は失われない──欠片が魂に馴な染じむには時間がかかるけど、あらかじめ改造した予備の肉体を用意していればすぐに復活できる！　それが涙歌メロディアノイズの目論みよ！」

　ずっと不思議だった──竜ゑの能力の、それが真相。

「おそらく肉体変化と肉体改造の能力をもつ最弱アルティメットシールドが、あなたに気づかれないよう、こっそりとあなたの身体を改造していたのでしょう！　最弱アルティメットシールドと涙歌メロディアノイズは協力関係だった──それに、涙歌メロディアノイズの臆おく病びような性格は有名よ、自分が危険になったときのために予備の身体を用意していても不思議ではないわ！」

　歌うように、美み名なは軽やかに言葉を口にする。

「賢さか木き願がん鳳ほうは、もしかしたらあなたの身体をそのように利用させることを条件に涙歌メロディアノイズの協力を受けていたのかもしれない……。詳しいことはわからないけど、これだけは間違いないわ、あなたの身体は涙歌メロディアノイズと同等の能力をもっている！」

　竜たつゑえの身体は、涙歌メロディアノイズが緊急時のために用意していた代理の肉体──。

　ただ、肉体をそのように改造されても、涙歌メロディアノイズの能力は膨大なエネルギーの塊──欠片かけらがあってこそ発揮できる。欠片も持っていないのにその能力を使おうとすれば魂が枯渇して崩壊死する。それは竜ゑが蜜みつ姫きや美名から語られた話と矛盾しない。

　しかし今、竜ゑの身体には蜜姫の腕を食べることで得られた大量のエネルギーがある。

「あなたの能力は不完全──姫がそう言っていたでしょう？　涙歌メロディアノイズの能力はね、空気を動かして風を起こすという単純なものじゃないの」

　美名が、真まっ直すぐに竜ゑを見つめてきた。

「それは空間把握と空間操作。空気の支配よ。涙歌メロディアノイズは空間を把握しあらゆる知覚を得る──全知ね、そして空気を自在に操り声を変えたり風を起こしたりできる」

　それが、涙歌メロディアノイズの真の能力。竜ゑが得ていたのは、涙歌メロディアノイズの能力の一部分でしかなかったのだ。

「つまり──」

　竜ゑはみなまで聞かず、今一度だけ両手を広げて真顔になった。

「空気の流れを、こう、捻ねじ曲げて──」

　とん、たん、とん、と足でリズムをとる。

　それはバイオリンやオルガン、楽器を演奏するとき、調子をとるためについやってしまう竜ゑの癖くせだった。

　真実の能力を知らされ──竜ゑは全神経を研ぎすませてみた。

　すると目を閉じても、空気の流れが理解できる。

　不快逆流の堕天使化による悪意の奔流──あの黒いものは、どうやら液体だ。飛沫しぶきをあげ、どろどろ流れ、噴水のように舞いあがる。

　空気の流れを歪ゆがめることで──それらの動き、水の流れも操れるはず。

「くう──」

　唸うなり、竜ゑは力を惜しみなく発揮する。蜜姫と美名と御み貴たかと竜ゑで、楽しく暮らした短い日々。それは人形のように生きてきた竜ゑにとって、奇跡のように、充実した幸せな時間だった。

　朗らかに笑う蜜姫。意地悪に茶化してくる美名。優しく見守ってくれる御貴。

　過ごした時間はほんの一時。

　けれど──竜ゑにとって、それは生まれて初めての温かみに満ちた時間。

　仲間たちと過ごした、かけがえのない時間だった。

　あの時間を。あの幸福を。

　また、みんなで──味わいたい。

「あああああ！」

　絶叫し、竜たつゑえが涙歌メロディアノイズの真の能力を披露する。

　硫酸のようにこちらの皮膚を溶かそうと飛び散ってきていた黒い飛沫しぶきが、空中で動きを止め、力なく地面に落ちていく。竜ゑたちを押し潰つぶそうと迫ってきていた黒い奔流が、そこに見えない壁があるかのように方向を変えていく。

　空間把握。空間操作。涙歌メロディアノイズの奇跡の力。

　聖書において、天使が救世主を傷つけたことはない。

　空気の流れを歪ゆがめ、空間を繊細に操作していき、竜ゑたちの周囲に不快逆流が侵入しないよう防御する。

　竜の吐息ドラゴンブレスとは比較にならない、激しい疲労感に竜ゑは呼吸を荒げる。けれどその姿勢は毅き然ぜんとし、深い感情をたたえた瞳ひとみには一瞬の揺らぎもない。

「上出来よ──竜ゑさん」

　がくがく、とデュラハンの身体が痙けい攣れんし、美み名なが目を剥むいて叫んだ。

「あとは──あんたよ、私に従え！」

　瞬間、デュラハンの身体が糸の切れた操り人形のように力をなくす。手て長なが鬼おにの『腕』に支えられ、宙で静止したその肉体は死体のように見えた。

「もういいわ──手長鬼」

　すぐに動きを取り戻し、美名が婉えん然ぜんと微笑した。

「制圧完了。不安定だから、また制御できなくなるかもしれないけど──しばらくは大丈夫なはず、突入するわよ！」

「えへへっ。なんか楽しい！　みんな、がんばってる！」

　手長鬼が笑い、『腕』を正面の壁に叩たたきつけた。すると穴があいた水槽のように黒い液体が氾はん濫らんし、こちらを飲み滅ぼそうと暴れ狂う。

「そうね──」

　美名が、確かめるように指先を動かして微笑ほほえむ。

「あら──。普通の身体は快適ね？　最弱アルティメットシールドか涙歌メロディアノイズか──この研究所の誰だれかか、欠片かけらの力も補充してくれたみたいだし……」

　──シャカシャカシャカシャカ。

　そしてスプレー缶を振り、酷薄な声で宣言する。

「ＴＹＰＥ‐Ａ──《消滅霧ジェノサイドジャスティス》」

　刹せつ那な、放たれた銀色の霧が正面の暗黒を蝕むしばみ消し飛ばす。美名──全すべてを消し去る消化器官、ノアの洪水伝説の化け物──殺菌消毒は、甲高く笑う。

「存在固定。存在消去。姫──あなたの身体を支配した悪を、私が残らず消してあげる！」

　宣言と同時に、美名のスプレー缶から先ほどまでとは比べものにならない量の霧が放たれた。

「眼がん球きゆう抉えぐり子こ、竜たつゑえさん！　私の霧は空気で動く──《消滅霧ジェノサイドジャスティス》を風で操り、迫ってくる不快逆流を近づかせないようにして！」

「わかりましたわ！」

　竜ゑは一心に念じ、グリコが複雑な表情で微笑する。

「……まさか、おまえと肩を並べて戦うことになるとはな」

　同時に、爆風が吹き荒れ、拡散された殺菌消毒が不快逆流と壮絶な潰つぶしあいを始める。竜ゑはこの安全な空間を死守することにしたのか、必死な表情で黒色が侵入してこないように空間を操作している。

　美み名なが霧を放ちながら叫んだ。

「手て長なが鬼おに、この場所のどこかに蜜みつ姫きがいるはずよ！　捜して──お願い！」

「うげ。この──ぐちゃぐちゃのなかに手をつっこむの？」

　手長鬼は一瞬だけ嫌そうな顔をしたが、すぐに諦あきらめたように笑った。

「……まぁいっか、殺すより、助けるほうが幸せだもんね」

　そして見えない『腕』を伸ばしていく。竜ゑの守護する安全空間から、深海のように暗く得体の知れない不快逆流の世界へ。

「……ぐ、ぎぎ、うぐ──あぁ、やめときゃよかった。気持ち悪い、気持ち悪い──」

　すぐに弱音を吐いて、手長鬼は泣きそうな顔をした。

「悪意？　嫉しつ妬と？　憎悪？　恐怖？　なんなのこれぇぇ!?　気持ち悪い感情が手長鬼の両腕おててを這はいあがってくるよぉぉぉ！　だ、誰だれか、代わって！　手長鬼とこれ代わってぇ！」

　手長鬼の『腕』は彼女の林りん檎ご──魂の力そのものである。それを不快逆流の海に潜りこませているのだ、魂を直接的に穢けがされるような感覚なのだろう。

「耐えて、手長鬼！　あなたにしかできないのよ！」

　美名が必死な声で呼びかけるも、手長鬼はすでに半泣きだった。

「そ、そんなこと言っても……もう、やぁっ！　やだぁ！」

　首をぶんぶん振る手長鬼の──すぐ近く、御み貴たかが支えている嘆なげ木き狂くる清きよがいつのまにか薄目を開いてそんな彼女を見ている。

「梅うめちゃん、よくわかりませんが──大丈夫ですよ、僕に首輪を握られてお散歩したときの羞しゆう恥ち心しんを思えば、耐えられないことはこの世にありません」

「あぁあぁ言うな言わないでぇぇ！　にゃあああ！　くそう、どうせ時間切れになったらみんな潰れて死ぬんだ！　死んでたまるかぁぁ！　手長鬼は生きてこの変態に復ふく讐しゆうするまで死ねないんだぁぁ！」

「通りすがりのおばさんに変な目で見られたときの梅ちゃんの弁明『違うの！　私はお犬さんが好きなだけなの！』って、あははは、ごまかせてませんよねぇ」

「ひゃあああ！　本当にあとで殺すクルキヨ殺すぅ！　もぉぉぉ早く終わらせて帰るぅぅぅ！」

　よくわからないが手長鬼の全身に力が漲みなぎり、さらに無数の『腕』が黒色に支配された空間に飛びこんでいく。全員の疑惑の視線が嘆なげ木きに向けられたので、彼は死んだふりをした。とんでもない刑事である。

　少なくとも手て長なが鬼おには怒りで我を忘れ、嫌悪や恐怖を感じる余裕もなくなったようだ。地球のものではない言語で叫びつつ、彼女は必死な顔で『腕』を操った。

　やがて──。

「いた！　誰だれかいる！　触れたよ！」

　心から嬉うれしそうな手長鬼の声に、美み名なが応える。

「よし、そこまで進むわよ──竜たつゑえさん」

　美名が視線を向けてくるので、竜ゑは一瞬だけ戸惑った。

「釣りの要領で姫さまを引っぱってきてもらえません？　この中を進むのは──わたくしの能力ちからでも、かなり厳しいですわ。この空間を動かさず保持するだけで気絶してしまいそうなのに」

「いいえ──」

　首をふり、美名は神妙な顔になった。

「姫の身体がどんな状況かわからない以上、強引に引っぱることはできないわ。大きな欠片かけらの能力はその持ち主を害さないとはいえ、研究所の連中に弄いじくられて、もしかしたらぐちゃぐちゃの身体になっているかもしれないし、引っぱってみたら姫の断片だけでした──とか、笑えないでしょう？」

「…………」

　その恐るべき光景を想像してしまい、青ざめて竜ゑは首をぶんぶん振った。そうだ。蜜みつ姫きが無事でいるという保証はない。触れたということは肉体を保ってはいるのだろうが、竜ゑは知っている。蜜姫は研究所の連中に解剖されて肉体を酷ひどく損傷しているのだ。

　たしかに、彼女は動かさないほうが賢明か。

　美名はこちらを見ず、冗談には聞こえない声でつぶやいた。

「……欠片の力が枯渇しそうなら、適当に私たちの誰かの腕でも足でも食べなさい。よりどりみどり、ご自由に」

「そ、そんなこと──できるわけありませんわ！」

　さらに青ざめ、覚悟を決めて竜ゑは手長鬼に視線を向けた。

「え──っと、手長鬼ちゃん？　どっちの方向に姫さまはいるの？」

「うん。こっちだよ、お姉さん。手長鬼の見ているほう。その姫さまってひとかどうかは知らないけど、誰かが倒れているよ？」

　指示に従い、竜ゑは少しずつ涙歌メロディアノイズの能力で構築した安全な空間を前へ進めていく。

「皆さん、わたくしに遅れないよう気をつけて、ついてきてください！　この空間から一歩でも出たら全身を溶かされて骨も残らず消滅しかねません！」

　叫び、竜ゑは長距離を走った後のような、身体の内側からこみあげてくる疲労感に耐えながら進んだ。どうせ──蜜姫に助けてもらわなければ竜ゑはとっくに崩壊死していたのだ。彼女からもらった魂の力を、彼女を助けるために惜しみなく使おう。

　竜たつゑえはそう思い、一歩一歩、しっかりと進んでいった。

　どれほど歩いたか。それほどの距離ではない。しかし険しい山を登るように足取りは重く、先が見えない不安があった。

　蜜みつ姫きはどんな身体をしているのか。倒れているというのは本当に蜜姫なのか。あんなに傷つけられて、泣き叫んで、不快逆流に支配された彼女の人格はすでに壊れてしまっているのではないか。

　不安が頭を支配して、吐き気すらこみあげてくる。

　けれど考えないようにして、竜ゑは全力で前に進んだ。

「姫さま……」

　やがて呆あつ気けなく、彼女の身体は見つかった。




　壮絶なほど美しい寝姿だった。




　聖書において堕天使は、その美しさにより天使の三分の一を寝返らせ、支配下においた。そんな、どこで得たかもわからぬ知識が思いおこされてしまうほどに、綺き麗れいだった。

　以前、蜜姫は竜ゑの竜の吐息ドラゴンブレスを食べ、怪け我がを回復させた──今、蜜姫がこんなに綺麗な身体でいるのは、悪意を吸収してその力を身体の回復に使ったからだろう。五体満足でいる彼女の姿に、竜ゑは状況を忘れて感涙した。

　すでに不快逆流は停止しており、彼女は眠るように目を閉じて倒れている。溢あふれていたあの黒い奔流は、この研究所に渦巻いていた怨おん念ねんや悪意を吸収して際限なく増殖していたのだろう。彼女自身の憎悪は──すでに吐き尽くされていた。

「姫さま、姫さまぁ！」

　竜ゑが呼びかけ、御み貴たかが駆け寄り、美み名なも表情を崩して叫んでいた。

　蜜姫はほとんど服が破れきっており、裸も同然で、かぶっていた帽子も尻尾しつぽの飾りも、手袋すらも失っていた。

「……あの手袋は」

　竜ゑの視線を辿たどったか、美名が小さくつぶやいた。

「悪意を受けとめるため、蜜姫が創つくりあげた道具。私のスプレー缶と同じような存在ね」

　手をふり、美名が消滅の霧を放っている質素なスプレー缶を見せてくる。

「大きな欠片かけらを受けついだものは、その嗜好や知識に基づいた道具を創る。その道具から間接的に能力を行使することで、欠片の力を使いきることがないよう制御する。私の場合はスプレー缶ね。実際に、ノアの時代に洪水伝説を起こした過去の殺菌消毒は──こんな近代的な道具を用いたわけじゃないでしょう」

「……殺菌消毒、呑のん気きに喋しやべっている場合じゃないだろう」

　ずっと黙っていたグリコが、低い声でつぶやいた。

「グリコも、おまえも、手て長なが鬼おにも──その竜たつゑえとやらも、限界だ。この場所も限界だろう。すぐに基盤が溶かされて地下の研究所がまとめて崩壊するぞ。そうでなくてもこの安全な空間が潰つぶされた瞬間にグリコたちは全滅する。目的を達成したならさっさと逃げるのがいい」

「そうね──」

　美み名なは微笑ほほえみ、御み貴たかが脱いだ上着を着せられ肌を隠された蜜みつ姫きを抱きあげた。

「私が主張したいのは、すでに姫が手袋を構築するほどの力も失って眠っているという事実への危き惧ぐよ。魂が枯渇しかけている──不快逆流が止まっているのは、姫の悪意が尽きたからじゃなくて、たぶん欠片かけらの力が残り少なくなったからだわ」

「つまり──」

　竜ゑは素早く反応し、悲愴な顔をした。

　その言葉を最後まで聞かず、美名が厳しい表情になる。

「そうね。姫はこのままだとすぐに崩壊死する。かといって欠片の力を与えたら、また不快逆流が始まるわ。……なんてこと」

　苛いら立だたしげに呻うめいて、美名は地面を踏みしめた。

　そんな──そんな残酷なことってあるだろうか。

　竜ゑは動揺する思考を懸命に整理する。蜜姫の不快逆流が止まっているのは、純粋にエネルギー──魂が底をついたから。今は気絶しているようだが、彼女の人格は──未いまだ堕天使のものなのだろう。












　このままでは蜜みつ姫きは崩壊死。かといって欠片かけらの力を与えれば、その欠片を使いきるまでまた悪意の奔流を溢あふれさせる。死か、繰りかえしか、最悪の二者択一しかない。

　やはり人間は神に勝てないのか？　運命に抗あらがうことはできないというのか？

「……冗談じゃないわ」

　美み名なが吐き捨て、蜜姫の身体を抱きしめる。そしてさっきまで噴射していたほうではない、もう一つのスプレー缶を取りだした。

「ＴＹＰＥ‐Ｂ《固定霧ジャックジュエル》──これを使うしかない」

　静かに、彼女は蜜姫の枯渇しかけた欠片を宿した心臓のあたりを撫なでた。

「《固定霧ジャックジュエル》の能力は固定。《固定霧ジャックジュエル》に触れたものは私が命じないかぎり未み来らい永えい劫ごう、固定されつづける」

　そこで美名は沈痛に、苦しげな顔で吐息を漏らした。

　掠かすれた声で、普段の余裕げな態度からは想像もつかないほど悔しげに、彼女はつぶやく。




「姫を──この状態で固定するわ」




「────」

　その美名の言葉を、一瞬、誰だれもが理解できずに絶句した。

　美名は歯は噛がみして、血を吐くように語りつづけている。

「いつか助ける方法が見つかるまで、姫をこのまま固定するのよ」

　呪じゆ詛そを吐くように、憎々しげに美名はつぶやいた。

「それが──姫を死なせず、不快逆流を暴走させない唯一の方法だわ」

「でも──」

　竜たつゑえは眉まゆをひそめ、蒼そう白はくになって首を振る。

「それしか、それしか方法はないんですの!?」

　そのまま周囲に視線を巡らせる。神の似姿の眼がん球きゆう抉えぐり子こ。超常の力をもつ美名や手て長なが鬼おに。賢さか木きと嘆なげ木き──最後に御み貴たかを見て、竜ゑは涙の混じった声で叫ぶ。

「そんなの──そんなのって。何か他の方法はないんですの!?　皆さん、何か方法は──」

　美名が拳こぶしを握りしめ、壮絶な表情で、自分に言い聞かせるように言う。

「──姫の肉体を隅から隅まで、きっちり固めて私が運ぶわ。姫は生きたまま停止するから──死なずにすむ」

　誰もが他の方法──蜜姫を完かん璧ぺきに救う奇跡のような方法を必死になって模索したが、残念なことに時間切れのようだった。周囲の建物が悲鳴をあげ、今にも崩れそうに震動する。同時に蜜姫の綺き麗れいな身体に──無数の、細かい罅ひびのようなものが走っていく。

「……崩壊が始まった──ごめん、ごめんね、姫」

　美名は泣いていた。殺菌消毒ではなく、妹を想おもう一人の人間として泣いていた。

「私、私、あなたに何もしてあげられなかったわね？　情けない、役立たずなお姉ちゃんでごめんね？　あぁ、私さえいなければ──あなたは普通の人間として、不快逆流なんかに取りつかれずに生きていけたかもしれないのに。私があなたを駄目にした……！　私があなたを──不幸に」

　最後まで語れず、唇を血がにじむほど噛かみしめる美み名なに、応える声があった。

　小さく、か細い、最初──誰だれの声かわからなかった、儚はかない声。




「………私のお姉ちゃんは、看護師さん」




　それは夢ゆめ現うつつの、薄目を開けた蜜みつ姫きの穏やかな寝言──だった。

「毎日、毎日、真面目に──がんばって、働いて、たくさんの……ひとを助けて、私は──羨うらやましくて、憧あこがれて──いたよ、お姉ちゃん。私は──誰も、助けられない、何もできない、人間だったから」

　笑顔で、蜜姫はつぶやいた。

　誰かに向けた言葉ではない。きっと彼女には意識すらない。だからこれは独り言なのだ。神へ懺ざん悔げする少女の祈りのような。天使ではない、堕天使でもない、きっと殺さい原ばら蜜姫という少女自身の独白だった。

「だから──私、祈ってた、願ってた」

　ぴしぴし、ぴしり、と古い陶器のように、彼女の肌に亀き裂れつがはしっていく。悲鳴をあげ、美名が《固定霧ジャックジュエル》で、足からその崩壊を止めていく。

　最後──顔だけで微笑ほほえんで、蜜姫はつぶやいた。

「もしも死んだら──天使になりたい、誰かを助ける天使になりたいって」

「姫──」

　美名は涙を零こぼしながら、そんな彼女に呼びかける。

「その願いはもう叶かなってる。あなたは天使になれたのよ。だから──今度は、生きて、人間として、もうちょっとマシなことを願いなさい！」

「…………」

　蜜姫は笑って、最後に、はっきりと美名を見た。

「うん。それじゃ──」

　そして不思議なことを言う。最後の最後、全すべてが漆黒に押し潰つぶされていくこの空間を照らすような無邪気な台詞せりふを。




「──チョコレートパフェが食べたい」






終♪

君とチョコレートパフェ
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　二週間がすぎた。

「………ふぅ」

　しばらくぶりの──本当に、最後に出勤したのが前世かと思えるほどしばらくぶりの仕事だったので、戸惑いよりも混乱が大きく、何度か間抜けな失敗をしてしまった。そんな自分に呆あきれ、疲労しているわけでもないのだが嘆息し──殺さい原ばら美み名なは白衣の天使、看護師の服装で立っている。

　観かん音のん逆さか咲ざき町の外れにある市営病院。数ヶ月前に医者から看護師、患者の全すべてが行方不明になるという事件が起こり、一時は廃棄されることも検討されたが、この不景気のご時世、新しく病院を建てるお金もないということでかるい修復とリニューアルを経て再び営業を始めた。町には病院がここしかないので、住民の多くは不気味に思いながらもそのことに強く異議は唱えなかった。

　美名は因果を捻ねじ曲げ、奇跡を起こす欠片かけらの力でこの病院に就職し、看護師として毎日それなりに忙しく働いていた。不死者の美名は食事やらなんやらは不要だし、お金が必要なわけではないのだが、働きたかった。

　下らない同僚との諍いさかいや、扱いづらい患者たちや、厳しいだけで無能な上司に苛いらついて出勤しなくなり、家に引きこもり──何も食べずに飢え死にした殺原美名。

　やり直したい、と強く思った。

　人外の存在。殺菌消毒として生きてきた。何も疑わず、神の『役割』を忠実に果たしつづけてきた。それがなんとなく癪しやくに障って、美名は神に反抗し、人間──殺原美名として生きていくことを決めたのだ。

　かつて、美名には夢があった。怪け我がや病気で苦しんでいるひとたちの手助けをしたい──そんな輝かしい夢が。いつから忘れていたのか。いつから全てが嫌になってしまったのか。

　蜜みつ姫きが憧あこがれたという、看護師の自分を誇り、生きていきたいと望んだ。

　完かん璧ぺきな存在──神になることより、普通に生きるということは難しくて大変だ。でも、美名は今、忘れかけていた充実した日々を満喫している。

　生きている。人間として。それは自分でも意外なほどに、素晴らしいことに思えた。

「……あら？」

　看護師たちが着替えのために利用しているロッカールーム。自分の担当する午後四時までの早番の業務時間が終わり、ロッカーの前で服を脱いでいた美名は扉の前に一人の少女が立っていることに気づいた。

　特徴的なオオカミヘア。感情のない銃口の瞳ひとみ。神の似姿に戻り、急速に再生した左腕とは違い、美名が存在ごと吹き飛ばした右腕は未いまだに失われている。

　美み名なは彼女を無視するように、制服を着替えながら吐息を漏らす。

「挨あい拶さつくらいできないの？　無言で立っているから驚いたじゃない」

「驚いたといえば──グリコもちょっと驚いている」

　こちらの非難をかるく逸そらして、グリコは扉に背を預けたまま囁ささやいてくる。

「普通に働いているんだな、殺菌消毒」

「…………」

　殺菌消毒という呼称がなんとなく気に障ったが、そんな細かいところまで注意して訂正するのは億おつ劫くうだったので美名は適当に応えた。

「なにか用？　私はこれから約束があるから手短に頼むわね？」

　頷うなずき、グリコは真剣な顔で告げてきた。

「鈴りん音ねを元に戻す方法を教えてもらおう」

　厳しい表情で、彼女はこちらを睨にらみつけてくる。

「それが約束だったはずだ。……まさか知らないとは言わせない」

　手早く服をまといながら、美名は遠くのほうを見る。

「そうね──」

　脱いだ衣服を鞄かばんにつめて、帰り支度を整えると美名はグリコを見つめた。

「世界の真理を知っている存在はどこにもいない」

「………？」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめるグリコに、美名は淡々と語る。

「今回の一件でよくわかったでしょう。この世には、わけのわからないことばかりが溢あふれている。欠片かけら。化け物。七人の蟲こ人びと。神。それらの一つとして、たぶん私たちは正しく理解できていないのよ」

　元は人間だった美名は、殺菌消毒の『役割』を与えられ──少しは普通の人間よりも知識をもっているが、それでもまだ世界に満ちている謎なぞの一部を掴つかんでいるだけに過ぎない。

「正直──私にも、肉人形を元に戻すことはできないわ」

「……なんだと？」

　殺気だつグリコを、美名は手をふって制した。

「そうね──何かを壊すよりも、壊れたものを元に戻すほうが難しいのよ。けれど──壊れたものを戻す方法が、皆無というわけではないわ」

　静かに、その名前を口にする。




「一人部屋を捜しなさい」




「………？」

　知らない名前なのか、グリコが訝しげな顔をする。美名は頷き、淡々と語った。

「一人部屋は──天地創造の能力をもつ大きな欠片。究極の、私たちのなかでは最も神に近い存在だと言われているわ」

　目を細めているグリコに、美み名なは歩みよりながら告げた。

「蟲むしという存在を知っている？」

「…………」

　いきなり口にされたその名前に、不思議そうな顔をするグリコへ美名は言う。

「蟲は、神じん蟲む天てん皇のうと呼ばれる大きな欠片かけらの断片──だと言われている。彼らの正体は私にもよくわからないけど──殺菌消毒になった私は、蟲から殺菌消毒の『役割』を遂行するために必要な知識を与えられたわ。きっとそれが神蟲天皇の『役割』なのでしょうね」

　美名と蜜みつ姫きが大きな欠片を手にいれた直後、不意に現れた紅あかい目をした蟲たちのことを思いだす。

「そのときに──教えられたの。天地創造の一人部屋の存在をね」

　記憶を反はん芻すうしながら、美名は淡々と語っていく。

「一人部屋は、世界の摂理を根底から覆す。死者を蘇よみがえらせ、時を止め、次元を創つくりかえる──そんな規格外な能力の持ち主らしいわ。肉人形を元に戻すことも、彼にだったら可能でしょう」

「……彼？　そいつは男なのか？」

　瞳ひとみに少しだけ希望を宿らせて、グリコが問いかけてきた。美名は目を細め、彼女を横に移動させて扉に手をかける。肩越しに振りかえり、首を振った。

「わからない。天地創造の一人部屋とバベルの塔の破局ポイズンは、七人の蟲こ人びとのなかでも謎なぞが多いのよ……年齢も、外見も、性別も、どこにいるかも知らないわ。特に一人部屋は、ここ数百年ほど行方不明になっているらしいし」

「そんなものを──捜せと？」

　グリコの声には怒りのような色が混じっていたが、美名は気にしない。

「希望がないよりずっとマシでしょ。それに、私にとっても一人部屋は命をかけてでも見つけたい存在だし。未来に絶望しか用意されていない姫を、固定の眠りから醒さませてあげる方法も──一人部屋なら知っているかもしれない」

　美名は前を見て、静寂が満ちた病院の廊下を歩いていく。

「だから、眼がん球きゆう抉えぐり子こ。一人部屋を見つけるためなら、殺菌消毒の殺さい原ばら美名はいくらでも手を貸すわ。いつでも連絡してきなさい。私も、何か手がかりを見つけたら教えてあげる」

「…………」

　そんな美名の足元に──音をたててスプーンが突きささる。

　無言で立ち止まると、グリコが冷たい声で言った。

「……グリコは、正直なところ、おまえが憎くてたまらない。鈴りん音ねを殺し、両親を殺し──グリコの右腕と日常を奪った、殺菌消毒のおまえを殺してやりたい」

　ふと──その声に優しい響きが混ざる。

「けれど、ここで殺してやるよりも、そうして苦しみながら生きていくほうがずっと苦しいだろう？　だからグリコはおまえを殺さない。永遠に──気が狂うまで、生きているという罰を与えられつづけるんだな」

　その悪意に満ちたふりをして、お人ひと好よしな甘さが隠れた言葉に──美み名なは微笑ほほえみ、憮ぶ然ぜんとした顔で立つグリコを振りかえった。

「ありがとう」
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「ちゅ────っ★」




　神様が砕けちり、性悪に創つくられた運命と、死と騒動ばかりが満ちてしまった世界。希望はなく、奇跡はなく、どれだけ掴つかもうとしても幸福は指の隙すき間まから逃げていき──。

　救いはなく。絶望的に真っ暗くら闇やみで、ただ苦しいだけの時間の連続が人生なのだと思っていた。

「…………………………は？」

　今、自分はものすごく間抜けな顔をしているのだろうなと思いつつ、美名は呆ぼう然ぜんと突っ立っている。魂が抜けた。意識が飛んだ。理解できない。瞬まばたきばかりする。

　近くに私立観かん音のん逆さか咲ざき高校を臨む、平凡な町の無個性な商店街。その隅っこ、流は行やらない古風な喫茶店、その中央の席に座っている少女がいる。

　大きな手袋をつけて、茶色の髪を二つの三つ編みにしている。丸耳帽子や尻尾しつぽの飾りは、あの地下の研究所で失われたままになっていたけど。

　表情は無邪気。行動は無む垢く。

　自分は、この少女を知っている。

　知っているけど理解できない。ここで動いているわけがない。

　夢？　幻覚？　それとも自分は気が狂った？

　新手の敵の精神攻撃？　幸せな空想を見せてその隙すきに攻撃してくるとか？

「あ、お姉ちゃんなのっ♪」

　柔らかな声で告げてきて、彼女──殺さい原ばら蜜みつ姫きは花咲くように笑った。

　美名は錯乱した。

「敵か！　敵がいるのね!?　姿を見せなさい、こんな残酷な真似──許せない！　この私の、殺菌消毒の逆げき鱗りんに触れたわね！　いいわ！　相手になってやろうじゃない！　今すぐこの都合の良すぎる幻覚を消して正々堂々と戦いなさい！」

「み、み、美名さん。美名さん」

　きょとんとしている蜜姫の近く、美名と同じく混乱の極みにいるらしい竜たつゑえと御み貴たかが蒼そう白はくな顔で声をかけてきた。そうだ。今日はこの二人と、そして固定された蜜姫で喫茶店に集まり、せめて、彼女が最後に食べたいと言ったチョコレートパフェを見せてあげようと──。

　美み名なはずかずかと近づき、そっと竜たつゑえに顔を寄せる。

「………何があったか三秒以内に説明しなさい気が狂う」

「ひ。ひぃ、み、美名さん落ちついてください！」

　ものすごく怖い顔をする美名に、竜ゑが怯おびえながら語ってくれる。

「あの、わたくしにも……よくわからないんですの。さっき、男の子がこの喫茶店に逃げこんできて──姫さまを見て、ナイフ？」

　竜ゑは救いを求めるように御み貴たかを見た。彼も首を傾かしげながら補足してくれる。

「うぅん、十字架に見えた。その先端が尖とがってて、ナイフみたいになっていたけど。その男の子は蜜みつ姫きを一いち瞥べつして、可哀かわい想そうにってつぶやいて、それで──刺したんだ」

「固定されている姫を？」

　御貴は首を振る。

「いや。自分のお腹を」

「………？？」

　全く意味がわからない。蜜姫に近づいて、可哀想にって言って、それで切腹？　行動の意味も理由も目的も理解できない。

　竜ゑも思いだすうちに混乱してきたのか、支離滅裂な言葉を口にする。

「それで、あの──血とか骨とか、ずるずるって、おかしいくらい男の子のお腹なかから出てきて、それが生きているみたいに姫さまの周りを囲んで──？　光って？　眩まぶしくて目を瞑つむったら──」

「声が聞こえたんだよ」

　御貴が眉まゆをひそめて、正体不明の少年が残した謎なぞめいた言葉を口にする。

「『俺の部屋へようこそ』──って」

　部屋──。

　美名はある可能性を思いつき、目を見開いて問いかけた。

「それで、気づいたら姫が元に戻っていたのね？」

「はい──」

　竜ゑが頷うなずき、美名は天を仰いだ。頭がくらくらして、脳が熱をもった。

　不快逆流としての暴走か、欠片かけらの力を使いはたして崩壊死するしかなかった蜜姫を、元に戻した──？　というか、そもそも、彼女を存在ごと固定させたはずの殺菌消毒の《固定霧ジャックジュエル》をどうやって解除した？

　理不尽なほどに万能で、奇跡のように究極的な能力。

　間違いない。

「一人部屋だわ──」

　美名はつぶやき、御貴と竜ゑを凝視した。

「そ、その男の子──どんな外見をしていた？　眼がん球きゆう抉えぐり子こに教えてやらないと……。まさかこんな近くにいたなんて……！」

「外見──といわれても」

　御み貴たかが思いだすように、眉まゆを寄せてつぶやいた。

「変なＴシャツを着ていたな」

「泥だらけのジーンズを穿はいていましたわ」

「髪の毛が真っ赤だった。それだけが印象的で──」

「牙きば──というか、口元に可愛かわいい感じの八重歯が目立って」

　なんだか思っていた一人部屋の印象とかけ離れた答えが返ってきた。

　美み名なは戸惑い、微妙な表情をしながら問いかける。

「……そんな野生児みたいのが一人部屋？　天地創造の？　他には──他には何か気づいたことがなかった？」

　今はどんな情報でも欲しい。世界の摂理を捻ねじ曲げるという恐ろしい力をもった相手だ、蜜みつ姫きを善意で元に戻して終わりなどと楽観しないほうがいいだろう。蜜姫の身体に発生した現象の理屈を知っておかなければ落ちつけない。元に戻ったのが一瞬だけで、またすぐに崩壊でもするようなものなら意味がないのだ。

　不安に思いながら答えを待つと、二人とも困ったように首を振った。

「さぁ──なにせ突然のことでしたし、姫さまが元に戻った驚きで混乱していて」

「うん。それに……あの男の子、何かに追われているみたいだったよね。蜜姫を元に戻したら、なんかよくわからないことを言って、すぐに出ていってしまったし」

「………？」

　視線で美名がその言葉を教えるように促すと、御貴が自信なさげに告げてくれる。

「たしか、『大きな力を感じたから破局ポイズンかと思ったのに、はずれかよ』──とか」

「誰だれかを捜しているみたいでしたわよね？」

　破局ポイズン。

　それも一人部屋と同じく、神の『役割』の一つを担う大きな欠片かけらである。

　美名は、ぞくぞくっ、とした震えが背筋にはしるのを感じた。

　何か──自分の知らないところで何か、想像もつかないような物語が進行している。美名は顔をあげ、そこで何も知らない自分たちを俯ふ瞰かんして嘲あざ笑わらっている神の姿を幻視した。

　眩暈めまいをこらえて蜜姫を見ると、彼女は頬ほおに手をあてて歓喜している。

　無表情の店主の手には、甘さで人ヒ間トが殺せるチョコレートパフェが載っていた。

「きゃあん★　きゃあぁぁん♪　これ、これこれぇ、いやぁんまた食べられるとは夢にも思っていなかったのっ！」

　それから彼女はこちらを見て、にっこりと笑う。

「タッチ、ミッタ、お姉ちゃん、何を難しいこと喋しやべってるの？　それって楽しいこと？　楽しくないなら考えないほうが幸せなのっ★」

　ぱくり、と一口目を含み、恍こう惚こつな表情になる。

「んっ」

　二口。三口。四口。止まらない。

　瑞みず々みずしいサクランボと、砂糖で固めたコーンフレークと、特濃のチョコクリームが特徴的なチョコレートパフェ。

「んーっ！　ん──っ！　最っ高ぉぉぉ！」

　彼女はそれを幸せそのものの表情で食べ、三人を見つめて笑った。

「だいじょうぶ。だいじょうぶ。神様は世界が嫌いで意地悪するんじゃないと思うの。世界を守りたいから、あらゆる手段をつかって、世界を維持しているだけなんだとボクは思うんだっ♪　だからボクらが難しいこと考えなくても世界はずぅっと平和なのっ！　ラブ＆ピース、なのっ★」

　よくわからんことを叫ぶ彼女を見て、美み名なはいったん思考を棚上げして嘆息する。

　切り刻まれて、傷つけられて、憎悪に支配された彼女が、こうして幸せに笑えているのだから──今だけは、不安とか、暗いことを考えないようにしよう。

「そうね──」

　陰謀と、悪意と、欲望と、運命が、いつかこの世界や自分たちを残らず不幸にするかもしれない。

　けれど──こうして、自分たちは滅ぶ運命を背負った堕天使の少女の笑顔を見ている。神の目論見を裏切って。自分たちの力だけではない──それでも、諦あきらめないで運命に立ち向かって。

　最悪の地獄から生還し、甘いものを食べるという仄ほのかな幸せを享受している彼女のように──難しいことを考えず、今だけは笑っていようと美名は思った。

　彼女に歩みより、昔のように座席の後ろから抱擁した。

　嬉うれしかったとき。自然に笑って、美名は蜜みつ姫きをこうして抱いていたものだった。いつから忘れていたのだろう。いや──まだやり直せるはずである。

「……生きていられて、良かったわね、姫」

　蜜姫の体温を感じ、涙を零こぼし──美名は彼女に問いかける。

「美お味いしい？」

「うんっ」

　蜜姫はチョコクリームでべたべたになった口元を、ものすごく大胆に笑みの形にした。

　天使のように朗らかに。未来への希望を感じさせるように。全すべての悪意を吹き飛ばし、美名は笑い、蜜姫も笑った。

「ボク、幸せっ★♪」





了







あとがき




　こんばんは。日日日あきらです。蟲と眼球シリーズ第三弾、『蟲と眼球とチョコレートパフェ』をお届けです。今作から本格的に神話とかの引用が多くなってきましたので、あとがきでちょこちょこ補足説明をしていこうかと思います。

　聖書について。聖書とはユダヤ教およびキリスト教でもっとも重要な文書のことで、たぶん世界でいちばん売れている本です羨うらやましい。ユダヤ教の聖書を『旧約聖書』、キリスト教の聖書を『新約聖書』と呼びますけど、このシリーズでは新・旧の二つをまとめて『聖書』と呼んでおります。

　ちなみにこの聖書は最初から『聖書』という一冊の本として書かれたわけではなく、『マタイによる福音書』だの『ヨハネの黙示録』だの、著者や書かれた国や時代がバラバラの書物をまとめて一冊にした感じです。もちろんなかには聖書に入れてもらおうとしたけど内容が過激だったり馬ば鹿かげていたりして『聖書に相応ふさわしくない』と思われ、教会に拒否されて『外典』『偽典』などと呼ばれて闇やみに葬られた書物もあります。かなり大量に。

　まぁそんな感じの聖書ですので、本によってエデンの園に生えているのは命の樹きなのだいや知識の樹なのだいやいや命と知識と理性の樹なのだいやいやいやそもそも樹とか生えてないし──って、言っていることが全然ちがうのです。

　なので作中の記述を読んで『自分の知ってる聖書とちょっと違うなぁ』と思ったことがあっても、そうした聖書の性質を踏まえて深く悩まないでいただけると幸いです。旧約新約正典外典偽典、区別なく作中では『聖書』と十じつ把ぱ一ひと絡からげに書いておりますので。

　そんな些さ末まつなことよりも、もっと考えてもらいたいことがあります。

　それはこのシリーズの結末、オチです。蟲と眼球シリーズはそう遠くないうちに終わりますけど、普通とはちょっと違う感じのフィナーレを迎える予定なのです。そのオチを、ちょこちょこ予想してみてください。この第三弾『蟲と眼球とチョコレートパフェ』までを読めば鋭いひとは気づくと思いますので。

　ヒントは『白雪姫』。そして『神と私の一致構造』です。

　シリーズが終わるまでに僕が仕掛けたちょっとした嘘うそを解き明かしてみてくださいな。

　では、以下は謝辞を。

　今回からこのシリーズを編集していただいている恐るべき仕事量とクオリティが超人な新担当の佐藤さん。蟲と眼球シリーズをまた違う角度から盛りあげてくれている旧担当の金田一さん。今回のメインキャラ（？）蜜みつ姫きのモデルに勝手にしてしまった絵師の三月まうすさん。もちろん読者の皆さん。皆さんのおかげでこうして三冊目が出せました。

　ありがとうございました。どうか最後までお付きあいください。





日日日。
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　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞、編集長特別賞受賞。

　　１９８６年生まれ。

　　２００４年から２００５年にかけ合計五社の新人賞を受賞してデビュー。既刊に『ちーちゃんは悠久の向こう』『うそつき』（新風舎文庫）、『アンダカの怪造学』シリーズ（角川スニーカー文庫）、『狂乱家族日記』シリーズ（ファミ通文庫）がある。




　イラストレーター

　三月まうす（みつき・まうす）

　　新進イラストレーター＆漫画家。

　　雑誌「Ｅ☆２（えつ）」（飛鳥新社）で漫画『モモロコ×ハイ』（原作：原田經史）連載中。

　　ホームページ「でいじーかったー」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/
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